
        
            
                
            
        

    

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　飛行機が着陸する。

　ジオラル城へとだ。

　俺たちはブレットの罠わなにはまり、絶体絶命の状況からなんと逃げ延びた。

　もう、兵たちは飛行機が見慣れたものになっているため騒ぐことはない。

「……ジオラル城は無事なようだな。とりあえず一安心だ」

　俺と軍師であるエレンがした最悪の想定は、城は内側に潜んでいた化け物が覚醒し、大暴れして壊滅しているというものだった。

　ジオラル王国ではジオラル王の暴走で多くの優秀な人材が失われてしまった。なんとかラナリッタ領主などの助力を得て人材をかき集めて最低限の国家としての体面を整えているに過ぎない現状だ。

　これ以上、ダメージを受ければ瓦解する。

「エレン、ジオラル王国内に化け物が紛れ込んでいると思うか？」

「ブレットの性格を考えると、絶好の機会を逃すとは考えにくい。内部に化け物が潜り込んでいるなら追い打ちをかけていたはず。化け物がいないとは言いきれませんが、化け物にできなかったと考えるべきです」

　エレンの言葉に頷うなずく。彼女は幼く、肉体的にも精神的にも疲れ果てているはずなのにその目には知性の光がある。

「俺も同意見だ」

　ジオラル王国の現状をブレットは把握しているはずだ。

　エレンの言う通り、黒い化け物をジオラル王国の内側に配置しているのなら、化け物に変えてとどめを刺しているはず。

　それをしなかったのなら、できなかったということ。

　……そもそも、ジオラル王国の人材を黒い化け物に作り替えてなかったのか、あるいはその本性を現すにはブレットが近くにいる必要があるのかは不明だが。

「グレン」

「せっかく、きつ寝していたのに。なんなのご主人様？」

　飛行機を怖がり、飛行中は俺の服に潜り込むグレンが、子ギツネ形態のまま顔だけを出す。こいつ、すぐにまた眠れるようにここから出ないつもりだ。

「グレンなら化け物にされているかどうかわかるか？」

　あの瘴しよう気きは魔力と違い、よほど強いものでないと感知できない。

　実際、あの会場でも正体を現すまで察知できなかった。

　だが、匂いに敏感なグレンなら、正体を隠した状態でも見抜けるかもしれない。

「ん～、至近距離でじっとみて、匂いを嗅いだら、どれだけうまく隠してもわかると思うの」

「わかった」

　これはいい情報だ。

　ジオラル王国にいる人材が黒い化け物に変えられているかどうかが見抜ける。

　味方を疑ったままでは、戦うことはできない。

「エレン、今すぐ城内にいるジオラル王国の運営に欠かせない人員を選出しろ。グレンと二人で調べる」

　ただ化け物に変えられているかどうかを調べるだけでは不十分だ。

　ブレットなら、黒い化け物を警戒させておいて、ただ薬やマインドコントロールで仕立てた駒を潜ませるぐらいはする。

　そっちはグレンじゃわからない。

　グレンと俺、それぞれの技能を以もつて調べつくす。

　ブレットを相手にするのだから、どれだけ用心してもし足りない。

「かしこまりました。本当に念入りにやるんですね」

「ああ、そうだ。むしろ、今までこれをしなかった自分を殺したい。黒い力は消えた。そう思い込んでいた間抜けな自分をな」

　ジオラル王ごと、黒い力の元凶を滅ぼした。

　苦戦したがゆえの達成感、国を救った高揚感、英雄と祭り上げられたがゆえの自尊心の増長。このどれもが、警戒心を薄れさせた。

　そして、その後に受けた他国からの侵略で、黒い力のことなど頭の隅からも消えた。

　甘く愚かとしか言いようがない。

　苛いら立だち混じりに、城壁を殴ると轟ごう音おんと共に拳が壁を貫いた。

　セツナたちがびくっとして怯おびえた。

　最悪だ。八つ当たりをするなんてみっともない。

　深く、深く、深呼吸。

　思い出せ。復ふく讐しゆうに必要なのは冷静さだ。熱は必要でも、それで判断力を鈍らせてはいけない。

「すまない、もう大丈夫だ。……エレン、グレン。二人とも疲れているだろうが、今すぐ頼む。今じゃないとダメなんだ」

「すっごく大変だけど、ご主人様のために頑張るの！　ご褒美期待なの！　あの尻尾がぎゅーってなるの、やってほしいの」

「私もその必要性を理解しております。早急に作業に取り掛かりますね」

　エレンがクレハを護衛にして城に戻る。

　クレハが傍そばにいれば、すでに黒い化け物が潜んでいてもなんとかなる。

　さて、もう一件仕事をしよう。

「それから、カスタ王子。申し訳ないが、貴方あなたも検査する」

　カスタ王子は、あの絶望的状況で、俺たちの仲間以外に唯一救うことができた人物で大国の王子。

　彼がブレットの駒でない保証はどこにもない。

「うん、いいよ。というより、僕から頼もうと思っていた。あの様子だと、化け物にされた側に自覚すらないようだしね。調べてもらわないと怖くて眠れない」

　カスタ王子が肩を竦すくめて言った。

　……彼を助けたのはある種の賭け。

　あの状況で、カスタ王子を助けられたが、逆に言えば彼と俺の女たち以外すべての人々を見殺しにした。

　有能だったエレンの補佐すらも切り捨てた。

　会場を抜け出す際に庇かばえる人数に限界があったし、なにより飛行機でないと包囲網を抜けられず、あの飛行機に乗れるのはどうやっても六人と一匹が限界。

　それ以外は、死ぬか化け物にされている。

「おまえを助けたことを後悔させるなよ」

　優秀で、ジオラル王国に忠誠を誓っていた人間を見捨ててでも彼を連れ帰ったのは彼にその価値があると判断したからだ。

　彼には、あの場でおきたグランツバッハ帝国の悪行を広めて、他の国全てに警告してもらう。

　グランツバッハ帝国と敵対している俺たちがいくら主張しても説得力に欠ける。

　その点、彼の母国であるエンリッタ王国の影響力、カスタ王子の才覚ならうまくやってくれる。

「【癒】の勇者ケヤル様、改めて礼を言おう。君が救えるはずの人を見捨ててまで僕を救ってくれたことをね」

「それを自分の口から言うのか？　ジオラル王国に借りを作ったと言っているのと同じだぞ」

「僕は、いやエンリッタ王国は借りを作った。それを認めないのは、人道に反するし、それで多少の利益を得たとしてもいずれ大きなしっぺ返しを食らう。それにエンリッタ王国はジオラル王国に同盟を申し込むつもりだからね。現状の戦力を考えると、グランツバッハ帝国と組んだほうがいいんだろうけど……あれと組めば、化け物になる。そんなのはごめんだ。これはもう、ジオラル王国とグランツバッハ帝国の戦いじゃない。人と化け物の戦いだ」

　カスタ王子は優男としての仮面を脱ぎ、次期王としての鋭利な本性を見せて宣言した。

　人と化け物の戦いか、言い得て妙だ。すでにこれは国と国との戦争という枠を超えている。

　このまま放っておけば、次々と国々が化け物に支配されていくだろう。

　それを否定するつもりはないが、あえてこう言おう。

　……これは俺とブレットの戦争だ。




　　　　◇




　エレンが疲れ果てた体に鞭むちを打ち、城内における重要人物すべてをピックアップし優先順位をつけてくれた。

　パニックを起こさないようにするため、グランツバッハ帝国で何があったかは伏せて、一人ひとり呼び出してグレンに見させていく。

　すでに、時間は深夜だ。

　とっくに、就寝する時間だが無理を言って集まってもらっている。

　……横暴ではあるが仕方ない。

　迷惑をかける分、誠意をもって謝罪し、特別手当も支給していたし、ちょっとしたおまけも用意してある。

　そのおかげで、若干の不満は出ているが納得してもらっている。

　そして、とうとう最後の一人だ。

　椅子に座る文官の前で子ギツネが匂いを嗅ぐ。

「くんくんくん。う～ん、シロなの！　でも、ふつーにすっぱくて臭いの！」

　グレンの一言で、文官の一人がひどくショックを受けていた。

　俺はフォローしつつ、雑談を交えながら不調がないかを聞き、腰が痛いというので、ツボを押すといいつつ【回復ヒール】する。

「おおおおおおおおお、十年悩み続けた腰痛が一瞬で！　ありがとうございます！　これなら、明日以降は今までの倍働けますよ！」

「それは良かった。深夜まで拘束して悪かったな」

「とんでもない！　朝まででも待っていましたよ！　この腰の痛みとおさらばできるのでしたらね」

　こうして、【回復ヒール】してやることも、深夜まで拘束した皆への詫わびでもあり、念を入れてのことだ。

　……グレンの能力は信用している。だが、【回復ヒール】で二重チェックしたほうが確実だ。

【回復ヒール】をすれば記憶を覗のぞけるし、黒い力以外の方法、具体的には洗脳や薬物で寝返った者も特定できる。

　逆に言えば、【回復ヒール】だけでいいかもしれないが、意識がないうちに化け物にされていた可能性も捨てきれず、そういう場合グレンの力でないと見抜けない。

　両方でチェックすることで万全になる。

　文官が上機嫌に腰を振りながら去って行った。

　それを見届け、どかっと椅子に座り込む。

　疲れた。

　頭がくらくらするし、吐き気がひどい。

　俺には常人離れした体力と魔力があり、疲れるたびに【回復ヒール】で回復していたが、精神的な疲れは癒いやせない。

　短時間で何十人もの記憶を頭に流し込んだせいで、脳が悲鳴を上げているし、心が様々な他人の感情で溢あふれそうで気持ち悪い。

　他人の感情や記憶というのは、慣れた俺ですら劇薬じみた毒に感じる不快なものだ。これほど一度に摂取すれば、心が壊れそうになる。

　ケヤルとしての人格が歪ゆがむ寸前だ。

　早急に、精神を癒やさないと。

「グレンは疲れたのー。働きすぎなのー」

　グレンが子ギツネ形態から少女姿に変わり、机に突っ伏す。

　少女形態のキツネは十代前半のとても活発なキツネ耳美少女になる。

　グレンもくたくただ。こんなにも真面目に働いているグレンは初めて見た。

「ありがとな。まさか、めんどくさがりのグレンがここまで頑張ってくれるとは思っていなかった」

「ご褒美のためなの……ずっと、ご主人様に気持ちよくしてもらうの楽しみにしていたの」

「気付いていた。そういう匂いがしていたからな。他の男が気付くかひやひやしていたぞ。それなら、もう準備はいいな」

「やっと、気持ちよくなれるの」

　グレンが器用に尻尾でスカートを捲まくり上げて、見せつけてくる。

　一目見てわかった。どれだけ、俺に可愛かわいがられるのを待ちわびていたかを。

　机に突っ伏し、尻を突き出しているその姿は征服欲をかきたてる。

　ああ、いい。

　俺も纏まとわりつく他人の記憶と感情を振り払い、すっきりしたかったところだ。

　グレンの体を貪れば、全部忘れてすっきりできる。

「今日は優しくしてやれないぞ」

「ばっちこーい、グレンは痛くて乱暴なほうが好きなの」

　それはいい。

　まずは小手調べにもふもふの尻尾を思いっきり握ると、それだけで背筋をのけぞらせて嬌きよう声せいをあげて、より具合が良くなった。

　今握ったところがグレンの弱点で、強く握ればこうなる。

「いきなりすぎてびっくりしたの。でも、早く手よりも気持ちいいのがほしいの」

「ああ、すぐにくれてやる」

　今日は獣のように交わろう。

　鬱屈した感情をすべて吐き出してやる。

　ああ、俺のも痛いほど張り詰めている。

　俺は俺の分身をさらけ出し、グレンが物欲しそうにそれを見つめて、全身を使って誘ってくる。

　可愛い奴やつだ。

　いいだろう。泣き叫ぶほど可愛がってやる。
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　昨日はひどく疲れた。

　主に精神的にだが。

　まだ、何十人分もの記憶と知識と経験が、頭の中でカクテルされて脳と心をかき乱している。

　だが、休んではいられない。

　やるべきことは無数にある。

　すでに先手は打たれてしまったのに、ここで足を止めればどうにもできなくなる。

　体を起こして着替える。

　グレンがぐっすりと眠っていた。わがままキツネのくせに、昨日は殊勝な態度で尽くしてくれた。

　今日はゆっくり眠らせてやろう。

　……グレンのおかげでジオラル王国の重要人物は黒い力に侵されていないことがわかった。

　それが逆に怖い。ブレットの力ではできなかったならいい。もし、する必要もなかったのなら、状況は最悪だろう。

　その最悪でも対応できるようにしなければいけない。

　扉が開く。

　下着姿のセツナだ。クール系の狼耳美少女で、白い狼耳と尻尾が力なく垂れていた。

「残念、その様子じゃ、ケヤルガ様の空っぽ。朝のご奉仕はできない」

　セツナが、俺の下半身を見てしゅんとしている。

　彼女ぐらいになると、見るだけで俺がやりたい気分かどうかわかる。

「悪いな、昨日は遅くまでやりすぎた。昼過ぎに可愛がってやる」

　セツナを抱き寄せてキスをする。

　セツナはお気に入りだ。これぐらいのフォローはする。

「ん。楽しみにしてる」

　名残惜しそうにセツナが離れていく。

「さて、俺はエレンの部屋に行くが、おまえはどうする？」

「セツナもついていく。たぶん、セツナにもできることがあるから」

「そうしてくれ。傍そばに居てくれたほうが都合がいい」

「わかった」

　セツナがさっそく、ドアの外にある服を回収して着替える。

　ドアの前でわざわざ脱いで片付けていたようだ。

　俺はセツナが下着姿で現れたほうが興奮する。そういう俺のツボをよく理解しているからこその行動だ。




　　　　◇




　セツナと共にエレンの部屋にやってくると、すでにエレンは書類仕事をしており、クレハが傍に控えていた。

　これからの戦いは、ただの武力のぶつけ合いではない。

　周囲の国を巻き込んだ、情報戦、政治戦でもある。

　今、エレンを失うわけにはいかない。

　だからこそ、クレハとエレンは同じ部屋で過ごし、常に共にいるように命じていた。クレハは【剣聖】。凛りんとした少女で、この国では俺に次ぐ実力者だ。

「エレン、精がでるな」

「ケヤルガ兄さまが頑張っているんです。私も負けていられません。ケヤルガ兄さまのおかげで、中の人間を疑わずに済むなら、いろいろと使える手はあります」

「それは心強い」

「考えうるブレットの動きをまとめたものです」

　分厚い紙束の中から、一枚の書類を受け取る。

　おそらく、エレンが調べ、計算した結果は分厚い紙束で、その中のこの一枚は、簡単に理解できるようにまとめたものだろう。

　面白い。ブレットの能力、グランツバッハ帝国の能力、取り巻く環境、政治的要因、何より、人の心というものを重視している。

　これこそが、かつては軍略の天才と恐れられた者の力か。

「……このままでは三か月でブレットが世界征服を成し遂げるのか」

「そうなります。なにせ、向こうの黒い力に侵された軍勢を倒す手段が、現状はグレンとケヤルガ様の能力ぐらい。一応、氷で足止めはできますが、並の術者による氷魔術でせいぜい数時間。しかも、敵はどんどん感染者を増やします。加えて、グランツバッハ帝国で見たように、普通の人間が突如化け物になる。あれが最悪です。向こうはこちらの内側に化け物を送り込み放題……そんなことが各地で起これば、突如隣人が化け物になるかもしれないと国民同士で疑心暗鬼になって、どんな国だって自滅しますよ」

　エレンのいう予想はどこまでも正しくてシビアだ。

　黒い化け物の能力は強すぎる。

　そもそも卑ひ怯きようなのだ。あちらは好き勝手に黒い力を拡散させられるというのに、こちらの浄化の力は増やせないのだから。

「時間は向こうの味方だ。早期決戦しかない。少数精鋭により強行突破で元凶を絶つ」

「……それしかないのですが。それができるとは思えないんです。【砲】の勇者ブレットが相手ですから」

　黒い騎士よりも強い黒い化け物どもと、それを指揮する戦闘力、指揮能力、情報戦に長たけたブレット。厄介なんて言葉じゃ表しきれない。

　そもそも、少数精鋭で倒せるのなら、あの場で俺はブレットを倒していた。

　それが不可能だと判断したからこそ逃げたのだ。

　考えれば、考えるほど手づまりになってくる。

「それで、エレンはどうすればいいと考える」

「人の力ではどうにもなりません。私の力では確実に勝てる手なんてものは考えつきませんでした。でも、勝てるかもしれない手はいくつかあります」

「可能性があるなら十分だ。それで、どんな手だ？」

「……イヴの力を借りることです。そもそも、あの黒い力は先代魔王からジオラル王に与えられたもの。本来、あれは魔王が使う力なんです。それなら、理論上はイヴだって使いこなせるはず。それこそ、【賢者の石】で無理やり適応したブレット以上に」

　そこに気が付いてたか。

　俺は先代魔王を【回復ヒール】したからこそ知っていた。

　黒い力は魔王の内側から湧き上がり続け、いずれ魔王の理性を奪い、内側から変えていく。だが、同時に魔王の力となるものだ。

　イヴであれば、黒い力を使いこなし、ブレットが黒い力を与えた者から、その力を奪えるかもしれない。

　しかし、それはイヴが黒い力に侵されることを意味する。意図的にあんな力を使おうとすれば、黒い力の侵食は取り返しがつかないところまで進み、いずれはイヴがイヴでなくなり、本当の意味で魔王となってしまうだろう。

「もう一つあります。神鳥カラドリウスの力を借りることです。神鳥カラドリウスなら、あの黒い力について何か知っているかもしれません。それどころか、対処策すら。……あるいは、黒い力を与えられたものすら殺す病を作れるかも。だって、同じ神獣のグレンは焼き殺せるんですから」

「イヴに甘えっぱなしだな」

「はい、相手が相手ですし、こちらもそういうカードを使うしかないんです。正攻法で行くならですが」

　その言葉を否定できない。

　だが、その手段を選びたくはない。

　もし、勝てたとしてもイヴは黒い力に侵されて、あるいは神鳥に命を食われる。

　イヴはすでに神鳥の力を二度も使った。三度目は死にはしないまでも無事では済まない。

　下手をすれば、生きているだけの存在になるかもしれない。

　嫌だ。イヴは俺の恋人なのだから。

「正攻法でいかないなら、どんな手がある」

「二つあります。一つ目はケヤルガ兄さまの命をチップにしないといけないうえ、勝算が薄い方法です。あの男はケヤルガ兄さまに執着してます。ケヤルガ兄さまを献上品とし、見逃してくれと懇願します……そして、ケヤルガ兄さまはあいつのおもちゃにされながら、あいつを殺せるチャンスを待ちます」

「いい手だな。楽にあいつと一対一の状況を作れる」

「はい。でも、ブレットならこちらの思惑なんて見破るでしょう。そして、あえて受け入れます。十二分に殺されないための対策をしたうえで。下手をすれば、ケヤルガ兄さまは何もなせず一生あいつのおもちゃ……いえ、下手をすればじゃなくて、奇跡が起こらない限りそうなります」

　奇跡が起こらない限り成功しないし、成功するにしても俺は多くの物を失うか……。

　それでも、勝てる可能性があるだけマシか。

「二つ目を頼む」

「はい、ぶっちゃけ今の状況ってもう九割ぐらい負けてると思うんですよ。ここから勝とうとすること自体が間違っていて、ならいっそのこと、ちゃぶ台を返しちゃえばって思っています」

「抽象的すぎてよくわからないな」

「……ケヤルガ兄さまの【回復ヒール】は拡大解釈がいくらでもできるっていう特異性があります。私から見ても、それはどう考えても【回復ヒール】じゃないって力、たくさん振るってますよね」

「まあな。それが俺の強さだ」

「だから、もっと拡大解釈すれば、この世界そのものを【回復ヒール】して、時間すら巻き戻せるんじゃないかって思うんです」

　心の底から驚いた。

　一周目の俺が出した結論を言い当てたのだから。

「たしかに理論上は可能だな。だが、理論上だ。このレベルでも、それだけの力は振るえない」

「力ならありますよ……ブレットがしたように【賢者の石】を使えばいいんです。あれを使ってケヤルガ兄さまが【回復ヒール】すればきっと」

【賢者の石】。魔王の心臓にして、究極の魔道具。規格外の魔力増幅・概念強化装置。

　俺の拡大解釈した【回復ヒール】をさらに進化させ、荒唐無稽な夢物語すら可能とする。

「その【賢者の石】を奪われたから、こうして面倒なことになっているんじゃないか」

「あるじゃないですか。ケヤルガ兄さまも気付いていますよね？」

　何でもないことを言うように、エレンは告げる。

「まさか、イヴのことを言っているのか」

「はい、現魔王イヴ・リース。その心臓を抉えぐれば手に入ります。ケヤルガ兄さまなら、いくらでも不意打ちができます」

「それは、いくらなんでも」

「私だって嫌です。一応、友達だと思っているので。でも、こうも思うんです。どうせ殺したところで、時間を巻き戻せば、生き返るって。時間を巻き戻したら、他の何を置いてでも、最初にブレットを殺してください。そうすれば、すべてがうまくいきますよ」

　そう笑顔で告げるエレンを見て、本当の意味で、彼女があのノルン姫だと理解してしまった。

　彼女の本当の才能は、一切の躊ちゆう躇ちよなく、最善手を選べること。

　人が無意識に避けてしまい、想像すらできない手を容易たやすく選べる。
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「……その手は使わない」

「使えないじゃなく、使わないですか」

「そうだ。神鳥の力は使わないが、神鳥に話を聞くぐらいはやってみよう。そうして対策を考えつつ、俺を餌にする準備を進めてくれ」

「いいんですね。きっと後悔しますよ」

「ああ、可能性はある。なら、その可能性に賭けてみたい」

「そう言うなら従います。……私もケヤルガ兄さまとの日々、忘れたくないですから」

　意外にも、一切の反論もなしに、あっさりとエレン自らが勝算は薄い、成功すれば奇跡と言った作戦に同意した。

　……妙に引っ掛かる。エレンは物分かりがいい。だけど、こんなふうに、ある意味軍師としての責任を放棄するようなことをするだろうか。

　合理性の塊であるエレンなら、必死で説得しようとするはずだ。

　俺の内心を知ってか知らずか、エレンが笑いかけてくる。

「薄い勝機を少しでも上げるようにベストを尽くします」

「ああ、頼む」

　胸に湧き上がる疑念を抑えつける。

　おそらく、何かあるだろうが、エレンが俺を裏切ることだけはない。

　そういうふうにしてある。

　何があってもエレンは俺のためにその力を振るう。

　方向性が決まったなら、俺は口出しをしないほうがいい。

　ここはエレンに任せ、俺は俺にできることをしよう。
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　エレンのもとを去ってから一人になる。

　セツナもエレンのところに置いてきた。

　どうしても、一人で考えたかった。

　ジオラル王国でもっとも美しい場所、フレア王女が造り上げた庭園で思索を続ける。

「こうなっている時点で、すでに負けているか……さすがは超一流の軍師だ。シビアかつ正しい」

　エレンの言っていることはわかる。

　もうすでにほぼほぼ負けているのだ。

　こちらがこれから最善手を打ち続けたとしても、それだけでは勝てない。

　ここから、逆転するには敵のミス、あるいは奇跡がいる。ミスを期待するのはナンセンスで、奇跡を前提にするのは愚か者のすること。

　感情面を切り捨てれば、エレンが言った手を使うべきだ。

　イヴを犠牲にして、神鳥カラドリウスの力を借りれば勝機は作れるだろうし、そもそも、それすらせずに今すぐイヴの心臓を抉り、時間を巻き戻すというのが最善手だと彼女が主張するのは当然だ。

　そんなことわかっている。

　どうせ、イヴを殺したとしても時間が巻き戻れば生き返る。何一つ犠牲にせずに最良の結果が得られる。

　それでも、心がノーと叫ぶのだ。それをすれば俺が俺でなくなると。

　余計な感情は枷かせになる。

　しかし、その枷を外してしまえばやり直してまで手に入れた二周目の人生に意味がなくなる。

　俺は俺の思うように振る舞い、自らが信じる理想の世界を作ると決めた。

　だからこそ、イヴを犠牲にする手は選ばない。

「ただ、頭の片隅には残しておかないとな」

　……これからの展開しだいでは、甘えたことを言ってられなくなるかもしれない。

　失敗すれば俺がブレットの慰み者になるだけではすまない。

　きっと、ブレットは必ず俺の女たちを凌りよう辱じよくし、さらし者にする。俺を独占するために、俺が執着するものすべてを奪おうとする。あいつはそういう奴やつだ。

　俺の所有物が、恋人が、おもちゃが、そんな目にあうことに耐えられるだろうか？

　もし、その運命が確定してしまったとき、いったい俺はどんな選択をするのだろう？




　　　　◇




　その日のうちに、ありとあらゆる準備を終わらせて出発の準備を整えた。昨日のうちにエレンとクレハをたっぷりと愛しておいた。万が一のことを考えた二人の要望を聞き届けて避妊はしていない。

　もしかしたら、子供ができるかもしれないが、それはそれでいいと俺は考えている。

　そして、いよいよブレットを倒すために動き出す。

　まず、最優先でしないといけないことは二つある。

　一つ、カスタ王子を彼の故郷であるエンリッタ王国に返すこと。

　彼には、グランツバッハ帝国で起こったことを世界中に広めてもらわないといけない。

　人に任せることはできない。ジオラル王国の精鋭をかき集めたところで、黒い化け物相手であれば分が悪く、確実にエンリッタ王国まで送り届けられる保証はない。なにより、時間がかかりすぎる。

　次に、イヴのもとへ向かい魔族と魔物の協力を取り付けつつ、神鳥から知識を授かること。

　これも俺以外にはできない。

　だから、エンリッタ王国を経由して魔王領に向かうことが必要となった。

「ケヤルガ兄さま、ご武運を」

「悪いな、今はエレンをここから動かすわけにはいかない」

「ええ、わかってます。ふう、せっかく私がいなくなっても、この国が回るように準備したのに。ケヤルガ兄さまと一緒にいられないんじゃ意味がないです……」

「そんなことはない。おまえがいなくても国を運営できるようにしたからこそ、エレンが国の運営から手を離してブレット対策に集中できるんだ。大手柄だよ」

「褒められるとうれしいですけど、そう言われると文句が言えないじゃないですか！」

　エレンが頬ほおを膨らませていく。有能かつ冷徹な軍師とは思えない仕草だ。

「クレハも悪いな。おまえに護衛なんて頼んで」

「謝る必要はないわ。むしろ、ケヤルガに頼られてうれしいぐらいよ。何があってもエレンは死なせないわ」

「頼む。エレンを失った時点で負けだ。そして、エレンを守れるのはお前だけなんだ」

【剣聖】クレハも、ここに置いていくことにした。

　大きな戦力減になるが、それもまた仕方ない。

　絶対にエレンは失えない。

　ゆえに、今からエンリッタ王国、そして魔王領に向かうメンバーは、俺、セツナ、フレイア、グレン、そしてカスタ王子となった。

「んっ、ケヤルガ様。いつでも出発できる」

「飛行機のほうもばっちりです」

　セツナとフレイアが、飛行機に乗り込んでいく。

「カスタ王子、あなたは国賓だ。本来ならもっと丁重な送迎をするべきだが。今回は速さ以外のすべてを諦めた」

　飛行機を軽くするために荷物は最低限。

　積み込んだ食糧も、保存食と水ぐらいであり、普通の王族なら怒り狂うような質素な旅になる。

「大歓迎だよ。むしろ、この状況で豪華な馬車に立派な護衛をつけての旅なんてものを提案してきたら、この国を見限っていたね。今は時間が何より貴重だ。それから、エレン君の提案はすばらしかった。エンリッタ王国は、この作戦に協力する」

「ありがとうございます。本国での活躍期待しています」

　エレンが優雅な仕草で礼をする。

　昨日、あれからエレンはカスタ王子と会談していた。

　内容は、ジオラル王国とエンリッタ王国の同盟、そしてこれからどうやってグランツバッハ帝国に対応していくか。

　二人とも、同じレベルで物事を見ていたし、何より、今は自国の利益なんてものを考えていられる状況ではないという共通認識をしていたため、すんなりと様々なことが決まった。

　そうできることが、二人が並の人物ではない証拠だろう。

「ご主人様、早く乗るの！」

　可愛らしい声が響く。その声は前方に乗った子ギツネのものだ。

「グレンは飛行機が嫌いじゃなかったか？」

「気づいたの。別に落ちてもグレンなら死なないの！」

　たしかにそうだな。こいつなら、自力で空を飛んでも不思議じゃない。

「じゃあ、みんな行こう。まずはエンリッタ王国だ」

「はい！　だいぶ地図が読めるようになったので迷わないはずです。運転も慣れました」

　方向音痴のフレイアが言ってもいまいち信用できないが、後のこともあるし習熟のために好きにさせてみよう。

「ん。行く」

「どんどん、とばすの！」

「……あくまで、安全が確保できる範囲で急いでくれると僕はうれしいかな」

　そうして、全員が乗り込み、フレイアの風で飛行機が舞い上がった。

　エンリッタ王国が無事であればいいが。

　今回の旅にはもう一つ目的がある。

　それは、現時点で世界各国の国が無事かどうかの確認だ。

　もうすでに、いくつかの国が呑み込まれている可能性は否定できない。

　だからこそ、遠回りにならない範囲で様々な国の上空を通過し、可能なかぎり各国の状況を確かめつつの旅にするつもりだ。




　　　　◇




　慣れてきたというフレイアの言葉は正しく、飛行機が耐えられる強度の一歩手前ぐらいの速度で飛んでいる。

　方角を間違えることもなく、真まっ直すぐ飛ぶ。

　理想のフライトだ。

　もうすでに半日以上たっており、複数の国を見てきたが、今の所大きな騒ぎにはなっていないように見えた。

「どうですか？　ケヤルガ様」

「完璧だ。文句のつけようがない」

　俺がそう言うと、ほんの少しだけフレイアが速度をあげた。

　上機嫌に鼻歌なんて歌ってる。

「【癒】の勇者様、やはり、これは素晴らしい。なんとか量産ができないものか」

　カスタ王子は前も同じようなことを言っていた気がする。

「俺もそう思うが、材料である竜素材が手に入らないし、そもそもできたとしても超一流の魔術士じゃない限り、ろくに飛ばせないぞ」

　ぶっちゃけ、かなりの力業で飛んでいる。

　これを大量生産したところで乗り手は集まらないだろう。

「たしかに今はそうだね。でも、僕はこう考える。改良を重ねて、どんどん無駄をなくせば、飛ぶのに必要な力は少なくなり、操れる人間も増える。それに、いつか魔力に頼らない動力を得られるかもしれない。……そうなれば、戦争の在り方、流通、何もかもが変わっていく」

「そうだな、そういう未来もあるかもしれない。だが、そんな未来のためにもブレットをどうにかしないといけない」

「そうだね。今は人間が滅びるかどうかの瀬戸際だ。ただ、僕がずっと気になっていることがあるんだ。いったい、【砲】の勇者ブレットはどんな世界を目指しているのだろうってね」

　ブレットの目指す世界か。

「奴の言葉を信じるなら、自分好みの美少年に囲まれた楽園だ。そして、その美少年の時をとめて永遠に美しさを保ち、愛めで続けるんだとさ」

「それなら、交渉の余地があるかもしれない。極論だけど、降伏してしまえばいい。好きなだけ、好みの美少年とやらをもっていくといい。なんなら、こちらで選よりすぐりの美少年を選別して、育て、毎年捧ささげてもいい。だから、僕たちの国を滅ぼさないでくださいってね」

「生いけ贄にえを捧げて、大人しくしてくれってわけだ。まるで、邪神か何かだな」

「まさにそれだよ。あれはもう人間じゃなくて、そういう類のものだよ。それっぽっちの被害なら受け入れるべきだ」

　言われてみればそうだ。

　そんな交渉で済むなら、おそらく、一つの国につき一年に十人や二十人の犠牲で済む。非常にコストパフォーマンスがいいと言わざるを得ない。

「ただ、あれと交渉するのは命がけだな。黒い化け物にされるリスクが高すぎる」

「同感だね。……でも、まあ、僕はその路線も探ってみるよ。打てる手はすべて打つべきだ」

　やはり、こいつは頭が切れるし柔軟だ。

「ジオラル王国も、いや、エレンもおまえと同じような手を考えているんだ。……ブレットは俺に執着している。俺を始めとした少年たちを餌にして、おまえが言ったように服従を誓う。この作戦は、カスタ王子に話している作戦と並行して行う」

「そうか、やっぱりエレンって子なら、そういう手を考えるよね」

「だが、それは演技に過ぎない。向こうがこっちを信用している間は、ジオラル王国は被害を受けず、そして俺はブレットの慰み者になりながら、隙を探して殺す」

　カスタ王子は笑う。

「よっぽど君を信用しているんだね。それ、君が無事にはすまないだけじゃない。殺しを失敗した瞬間に報復でジオラル王国が滅ぶよ。……君さ、それを僕に言って良かったの？　この情報を手土産にして、エンリッタ王国だけでも助かろうとするかもしれないよ」

「同盟者だからな。もとより、エンリッタ王国が信用できなければどうにもならない。なら、下手な動きをされてこちらの策に悪影響を与えられないよう、すべてを話すべきだ」

「ふうん、それは道理だね。約束しよう。君たちの邪魔はしない」

　その言葉を信じる。

　というより、信じるしかない。

　雲を突き抜けると視界が一気に開けた。カスタ王子が身を乗り出す。

「ははは、こんなにも早く帰ってこられるなんて。おっ、ちょうどいい時間だ。みんな、下を見てくれ。これが僕の国、麗しのエンリッタ王国だ！」

　エンリッタ王国の首都、エンリッタ。

　水の都、世界で一番美しいとされる芸術都市。

　その光景が眼下に広がっていた。

　石造りの街で、建物一つ一つのセンスがいい。

　何より、街全体の清掃が行き届いている。不自然なぐらいに。

　その秘密が目の前で明かされる。

「んっ、すごい。とってもきれい」

「うわぁ、虹が出来てます」

「街中が洗い流されてるの！」

　街の中心から一気に水があふれて、その水が通路を流れていき、ゴミやほこりをすべて洗い流していく。

　魔術と科学が融合した街そのものを清浄に保つためのシステム。

　ああやって、週に一度ほど街を洗い流し、街を掃除する。

　途中で、ゴミを分別するように工夫されており、流された水は浄化されたあと、栄養はしっかりと残して湖に流れこみ、魚たちの養分となる。

「これが、芸術と水の街か。度肝を抜かれたな」

「僕の自慢の国だ。奴やつらの手が伸びていないようで安心したよ。君たち、一日ぐらいは留とどまるだろう？」

「そうだな。もうすぐ日がくれる。夜間飛行は危険だ」

「なら、精いっぱいもてなしをさせてくれ。命を救われた礼がしたい」

　それは口実だろう。

　本当の狙いは、作戦を提案している体を保ちながら、俺たちを自分の意のままに操ること。

「わかった、甘えさせてもらう」

　わかっていて、その考えに乗る。

　もしかしたら、この男なら俺やエレンですら思いつかない手を思いついているかもしれない。その期待があった。
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　芸術と水の街、エンリッタ王国にやってきた。

　自然と人工物が見事に調和しており、こうして空から眺めているだけでも見み惚とれてしまう。

　エンリッタ王国は、真の意味で成熟した文化を持つ国だと言えるだろう。

　歴史の長さでは、ジオラル王国は足元にも及ばない。

　さきほど、清掃に使ったシステムも状況によっては外敵を駆逐するための武器になるし、建物を覆う防壁の強度もジオラル王国と遜色がない。

　莫ばく大だいな貯水量、浄水システム、強固な防壁と防壁内での食料生産力も高い。

　持久戦では随一の力を持つ都市。加えて、兵士たちも精鋭ぞろいと聞く。

　これを崩すのは並大抵のことではない。

　……しかし、そのエンリッタですら、あの黒い化け物たちには無力だろう。

　黒い力に侵された住民が、中に入り内側から暴れるだけで、ほとんどの防衛設備は無効化される。

　そして、ジオラル王国もこの国を攻略できる。今、こうして乗っている飛行機からフレイアが爆撃すれば終わりだ。

　さきほど、カスタ王子はいずれ飛行機を量産し、人を選ばないようにしたいと言ったが、そうなった未来では既存の防衛機構のほとんどが無用の長物になる。

「あの、着地はどこにすれば」

　フレイアがカスタ王子に問いかける。

「城の庭園に。ここからでも見えるだろう」

「ああ、見えます。でも、あんな綺き麗れいな芝生が生えそろっているのに」

「いい。あそこが一番、早くて安全なんだ」

「……わかりました」

　フレイアが飛行機を着陸態勢に移行する。

　あれだけ立派な庭園を惜しまないとは、なかなか豪胆だ。

　カスタ王子が俺たちをどうもてなすのかが楽しみになってきた。




　　　　◇




　庭園に着陸すると当然のように、見張りの兵が押し寄せてきた。

　カスタ王子が最初に飛行機から出て顔を見せると、兵士たちが平伏する。

　それは義務でやっているようではなく、彼への信頼と尊敬があった。

「ただいま。予定より早いけどトラブルがあって戻ってきたよ」

「お帰りなさいませ、カスタ王子。鋼の鳥で帰還とは驚きです。彼らはいったい？　それに、ヨルーム様や、ファンツ様は」

「グランツバッハ帝国で殺された。僕だけは彼らに救われてなんとか帰ってくることができたんだ」

　この場にいるものたちが、鎮痛な面持ちになった。

　カスタ王子が慕われていたように、殺された奴らも慕われていたのだろう。

　あの場で、彼らは俺がカスタ王子以外を切り捨てようとしたとき、カスタ王子を頼むと言って、俺たちを見送った。

　あの一瞬で、カスタ王子だけでも逃がすべきだと判断し、その場で死ぬ覚悟ができるというだけで、彼の部下が優秀だったとわかる。

「早く戻ってきたのも、ジオラル王国の面々に来てもらったのもそれが理由だよ。大至急、歓迎の準備をするよう、キリングに伝えてくれ。……ジオラル王国の皆様は、しばし羽を休めてくれたまえ。こちら側にも準備がある」

「ああ、あとで会おう」

　部下への情報共有。そして、これから俺たちに話すことの整理をするのだろう。

　存分に考えるといい。

　それが、俺たちにとってプラスになるかもしれない。




　　　　◇




　水が豊富にあるということは湯船を使えるということ。

　汗と汚れを流し、向こうが用意した服に着替える。

　水質が良く、とても気持ちが良かった。

　用意された服は手触りが良く着心地も最高。これは絹だ。

　絹は超高級品であり、何より希少品で手に入れようとしてもなかなか手に入るものじゃない。

　これを客をもてなすために使えるあたり、規格外の財力がある証拠。

　部屋でまったりしていると、使用人が食事の用意ができたと呼びに来た。

　しばらく歩くと、グレンとセツナ、嗅覚にすぐれた二人が鼻をひくひくとさせる。

「ごちそうの匂いなの。じゅるり、美味おいしそう。ジオラル王国じゃ、ごはんあんまりだったから、グレンはとってもとってもうれしいの」

「ん。セツナも感じてる」

「今のジオラル王国には金がないからな。贅ぜい沢たくはできないさ」

　かつての栄光もどこかへ消え去り、今のジオラル王国は緊縮財政状態で、あまりうまい物は食えなかった。

　せめてもの救いは、金食い虫で既得権益を得ていた貴族どもが軒並み掃除されていたこと。

　それだけはジオラル王の功績だと言えるだろう。

　可能な限り節制して、死んだ貴族共の財産を接収し、かたっぱしから復興に金を振り分けている。

　それほどまでにジオラル王の暴走による傷跡は深いのだ。

　使用人たちに案内された部屋はガラス張りで光が差し込み、部屋の中には人工池があって水が流れ色とりどりの魚たちが泳いでおり、雅みやびな風景が広がる。

　もう日が暮れているのに、この明るさ。おそらく魔術の力で偽の太陽を演出しているのだろう。

「なかなか、風流な部屋だ」

「エンリッタ王国で最上級のもてなしをするときに使うんだ。【癒】の勇者様がたに気に入っていただければ何よりだ」

「もちろん、気に入った。俺もそうだが、俺以上に連れがな」

　グレンとセツナは、普段は見せない子供らしい顔で、人工池を泳ぐ魚を見ている。

　血なまぐさいことをさせてばかりだが、グレンは生まれたばかりだし、セツナは十代半ば。

　本当なら、無邪気に遊んでいてもおかしくない年だ。

　それを俺の都合で、引っ張り回している。

　……もし、全部終わったらそのときはいろんな美しい物を見せてやりたいし、セックス以外の楽しいことも楽しませてやりたいと思う。

　しかし、そうさせてやるには、今まで以上に頑張ってもらわないといけない矛盾がある。

「ケヤルガ様、水が流れる庭園っていいですね。ジオラル王国にも導入したいです」

　フレイアも気に入ったようで、息が弾んでいる。

「とんでもなく金がかかるし、これだけの設備を作れる技術もない。実現は難しいな」

　ガラスは非常に高価だ。しかもこの美しい曲線を描いたガラス屋根はとんでもなく高度な職人技術を要求される。

　ここもまた、富と技術を他国に見せつけるだけの部屋なのだろう。

「ははは、ガラスはエンリッタの名産だからね。さあ、座ってくれたまえ。食事をしながら今後の話をするとしよう」

　カスタ王子が手を叩たたく。

　すると料理人が現れて、池の魚をたもで掬すくう。

　そして、その場で下ろして切り身にした。

「生で食べるのが一番美味しいけど、生魚に抵抗がある子はレアに焼きあげるよ。どうする？」

「俺は生でいい」

「グレンもそうするの！」

「ん。生が美味しそう」

「私は火を通してください」

　フレイア以外が生を希望した。

　生魚を食べる文化はジオラル王国にない。避けたくなる気持ちもわかる。

　フレイアの分はバターをひいたフライパンで表面をさっと炙あぶられる。

　残りは、皿に盛りつけられた。魚の切り身を元あった場所に飾り付けて、まるで魚がまだ生きているかのような盛り付けだ。

　見た目でも楽しませる趣向は悪くない。もっとも、フレイアの顔が引きつっているが、こういうのを楽しめるかどうかは価値観による。

　仕上げに、酢をベースにしたドレッシングと野菜を添えて完成。

　この魚は、うすピンク色の色合いで、皿の白、野菜の緑とよく合う。

　それがメインで、他にも肉料理やパン、スープ等が運ばれてきた。

　俺たちが席につくと、それぞれにワインが注がれる。

　香りだけで、それが最上級のヴィンテージものだとわかる。おそらく、一般人ならひと月分の給金をつぎ込んでもグラスいっぱい分にすらならない、そういうランクのワインだ。

「では、エンリッタ王国とジオラル王国の繁栄を願い、乾杯だ」

「乾杯」

　グラスを掲げて、乾杯を終えて一口飲む。

　なるほど、いいワインというのは美味しいではなく、幸せだと感じるのか。

　口に含むだけで恍こう惚こつとしてしまう。

　そして、今の今まで生きていた魚の身は当然ながら新鮮そのもの、赤い身の刺身は脂が良く乗っており、甘く、口の中で蕩とろける。

「ケヤルガ様、この魚、すっごく美味しい。氷狼族の村の近くで獲とれるサーモンと似てるけど、こっちのほうがずっといい」

「グレンにお代わりをもってくるの！　一匹じゃ足りないの！」

　セツナとグレンが、すごい勢いで一匹分平らげてしまう。

　カスタ王子は微笑ほほえんで、すぐにお代わりの手配をする。

「……生は怖いけど、すっごく美味しそうです」

「フレイア、一口だけ試してみるか？　病気にもならないし、寄生虫もいないと俺が保証する」

　鮮度は折り紙つき、この清らかな人工池だからこそ、病原菌がつかず、寄生虫が入り込む余地もない。

「では、一つだけ……あっ、美味しい。魚ってぱさぱさして、あまり好きじゃありませんでしたが、生で食べるとこうも瑞みず々みずしいんですね」

「だな。だけど、川魚をこうして食べるのはここだけにしておいたほうがいい」

　海の魚はともかく、川魚の生食は通常であればかなりのリスクだ。それを味わえることこそが最大の贅沢と言える。

「僕もこの魚は大好物でね。この人工池は、こいつを生で食べるために作ったようなものだ」

「金持ちはスケールが違うな」

「はは、いい金の使い方をしたと思うよ。……さて、そろそろ今後の話をしようか。【癒】の勇者に問おう。現状において我々の勝利条件と敗北条件とはなんだ？」

　勝利条件と敗北条件。

　それを定めるのは当たり前故に軽視されがちだ。

　しかし、それをきっちり定めないことには、作戦の根幹が定まらない。

「勝利は、ブレットの死と黒い力の根絶だ。敗北は、黒い化け物にジオラル王国と、エンリッタ王国が呑のまれ世界がブレットの思い通りになること」

「重ねて問う。ブレットが死んだら、本当に黒い力が消えるのか？　君のブレット暗殺計画においてそれが最大の穴だと思う。ブレットを運よく殺せたとしよう。でも、黒い力は消えないで、君はその場で化け物に取り囲まれてゲームオーバー。そして、ブレットの代わりに統率を執るものが現れて、ジオラル王国に報復する。なんて、未来も想定すべきではないかな」

　さすがに一国を率いるだけある。

　ありとあらゆる可能性が見えているし、的確な指摘だ。

　無邪気に、諸悪の根源を叩けばすべてが解決すると考えるほうがどうかしている。

「そうなる可能性は否定しない。だが、ジオラル王のときは本体を潰せば他は消えた。……そうなる公算が高いとしか言えないな。どっちみち、この状況では、その可能性にかけるしかない」

「たしかにね。贅沢を言えるような状況じゃない。でも、その保険が僕にならできると思うんだ。このエンリッタ王国の力があれば」

　そう言って、自らの案をカスタ王子は語り始める。

「……そんなこと可能なのか」

「僕は実現できないことを口にしたことは一度もない。やると言えばやる。この方法なら、君たちの計画を邪魔しない。いや、むしろ手助けになるはずだ」

「任せる。……すまないな」

　この方法はエンリッタ王国に犠牲を強いる方法だ。

　だが、現状では勝算を上げられる要素は少しでも増やしたい。

「謝る必要はない。エンリッタ王国の戦いでもあるからね。犠牲を払うのは当然だ」

「謝ったのは失言だった。許してくれ。どこかで俺は、これが俺たちだけの戦いだと思っていたようだ」

「わかってくれたらいい。重ねていうが、人類の存亡をかけた戦いだよ。エンリッタ王国も当事者だ。だからこそ、僕たちだってやれることはすべてやる。それから、これから魔王領に向かうのだろう。何かわかったら連絡をしてくれ。少しでも情報がほしい」

　カスタ王子が指を鳴らすと、鳥かごが運ばれてきた。

「よく訓練された伝でん書しよ鳩ばと。いや、鳥の魔物か」

「普通の伝書鳩と違って、帰巣本能で戻ってくるだけじゃなく、使用者の魔力を覚えて往復できる。これ以上に高速で安全な通信手段はないよ。この子たちを君に預けたい」

　白く美しい大型の鳩が二羽、運ばれてきた。

　おそらく、これは気軽に使えるものじゃなく国家機密級だろう。これだけ早く確実な情報伝達手段があれば、情報戦で他国を圧倒できる。

「約束しよう。新情報があれば伝える。カスタ王子の頭脳には期待しているからな」

「微力を尽くすよ。ご武運を祈っている」

　がっちりと握手した。

　カスタ王子の提案でわずかながら勝算があがった。

　この様子で積み重ねて行けば、あるいはブレットにも届くかもしれない。

　いや、届かせねばならない。

　夜が明ければ、さっそくイヴのもとへ行き、助力を得て、神鳥から情報を集め、さらに勝利の可能性を高めるつもりだ。

　あの男は、一周目で俺にした仕打ちだけで万死に値するのに、二周目でもやり過ぎた。

　……俺がこの世界で復ふく讐しゆうしてきた誰よりも、むごたらしく、惨めに、痛めつけて殺さないと気が済まない。

　そのためなら、なんだってするし、どんなものだって利用してみせよう。
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　カスタ王子の策には驚かされた。

　その策自体はエレンも思いついていた。しかし、エンリッタ王国にひどい犠牲を強いてしまうことから、それをエンリッタ王国に実行させるには脅しのようなことをしなければならないとエレンは考えていたのだ。

　しかし、そんな策を自ら実行するとカスタ王子が言ったのだ。

　彼は自らの言葉である「ジオラル王国に協力するのではなく、共に戦う」を証明してくれた。

　彼を救ったことは間違いじゃなかったと改めて思う。

　これから、俺たちは魔王領に向かい、その間にカスタ王子がグランツバッハ帝国の悪行を広めていく。

　すべては時間との戦いだ。

　俺もカスタ王子も最善を尽くしていく。




　　　　◇




　初めての夜間飛行を試している。

　一日でも早く目的地に着くためにはそれが必要だ。

　フレイアの魔力量と魔力回復量、それに俺の【回復ヒール】があれば理論上は可能だ。

　月明かりを頼りに、地上は見ずに計器だけ信じて飛ぶ。

　高度があり、障害物にぶつかることはない。

　念のため、針路上に大きな山がないかだけは確認している。

「フレイア、そろそろ代わろう」

「はっ、はい、お願いします」

　フレイアが風の魔術をやめる。

　飛行機が失速し、高度が落ち始めたので即座に風の魔術で安定させる。

　もともと、交代することを考えて、今回はフレイアと隣り合って座っていた。

　残りのメンバーはぐっすりと眠っている。

「朝が来るまで眠っておけ。夜間飛行はかなり神経を使っただろう」

「そうですね。何も見えないなか飛ぶのって、不安で、心細くて、どうにかなりそうでした」

「無理もない。この状況で、これだけの長時間、フレイアが正確に飛び続けられるとは思っていなかったよ」

「ふふ、がんばりました」

　魔力の回復は追いつく、疲労は【回復ヒール】で抜ける。

　それでも、心の疲れだけはどうすることもできない。

　フレイアは笑っているが、かなりきついはずだ。

「あの、ケヤルガ様。ずっと聞きたいことがあったんです」

「なんだ？」

「私の勘違いじゃなければ、ケヤルガ様、ひどく焦っているように見えるんです」

「それはそうだろう。あの黒い化け物は日に日に増えていく。一日単位で状況は悪くなるんだから」

「そういうことじゃなくて、うまく言えないんですけど、ケヤルガ様の感情が全部ブレット様に向けられていて、あのブレットって人を、殺したら、そのあとは空っぽになっちゃうような気がして」

　……まさか、フレイアに見抜かれているとはな。

　復讐の旅も佳境に入った。

【術】の勇者フレアは痛めつけ、俺に奉仕させている。

【剣】の勇者ブレイドは徹底的に尊厳を奪い、奴やつに女であることを刻み付けて殺した。

　俺からすべてを奪ったジオラル王国という国は、消滅し、俺の国となり、もはや俺の復讐相手はブレットしかいない。

　ブレットを地獄に落とせば俺の復讐は終わってしまう。

　俺の女たちには世界平和のために旅をしていると伝えていた。復讐のことは何も話していない。それなのに、ブレットで終わりだということを、よりにもよってフレイアに見抜かれるとは。

「まあな。奴とは個人的な因縁がある。それに……俺は世界平和のためだけじゃなく、とある目的でこの旅を続けてきた。それが終わるんだ」

「その、ケヤルガ様はいなくなったりしないですよね？」

　いなくなるか……。

　それもかつての俺ならあり得たかもしれない。

　復讐を終えて、真っ白になって、次に何をしていいのかもわからなくなる。

　もっとも、かつての俺であればの話だが。

「約束しよう。それはない。旅が終わっても、人生は続く。こんないい女を手放すわけがないだろう」

　自然にそんな言葉が出た。

　かつて、俺はフレア王女をフレイアにするときにこう考えた。

　記憶を消して、偽りの愛を植え付けて、自分から彼女が見下す下げ賤せんな男と愛し合い、あげくの果てにジオラル王国の兵を何百人も手にかけさせる。

　そして、しかるべきタイミングで記憶を取り戻させたら、どれだけ絶望し、苦しむだろうかと。事実、俺はそうさせてきた。

　フレイアは何度も自分から俺を求め、体を重ね合い、愛を囁ささやき、ジオラル兵どころか、父であるジオラル王すら手にかけた。

　フレア王女を壊すには十分すぎるほどのことをさせた。

　あとは記憶を戻すだけでフレア王女への復讐は完遂する。

　だけど、そんなことよりフレイアとして傍そばにいてほしいと思う俺がいる。

　そっちのほうが、復讐よりも大事だと。

　……やり直したばかりの頃では考えられなかった心境の変化だ。

　甘くなったのか？　いや、違うな。

　ただフレイアとの時間を積み重ねた結果だ。

「本当、ですか？」

「ああ、捨てないさ」

　復讐のために人生があるわけじゃない。俺が幸せになるための娯楽として復讐がある。それより、楽しいことを見つければ、そっちを優先してもおかしくない。

「絶対ですよ。絶対にいなくなったりしないでください」

「約束する」

　ひどく穏やかな気持ちで頷いた。

　……ブレットは絶対に殺す。だけど、それが終わったら、俺の女たちと幸せに暮らそう。

　血なまぐさいことは止めて、ただ穏やかに。




　　　　◇




　交代しながら夜通しで飛んだおかげで、予定よりだいぶ早く魔王領に着く。

　魔王城では、竜騎士たちの戦死を伝え、俺がついていながらこんなことになったことについて謝罪する。

　……謝罪を受けた者たちは、怒りはせず、ただ残念だと伝えてきた。

　恨み言を漏らすこともない。

　彼らは戦士であり、そうなることを覚悟している。

　だからこそ、申し訳なく思う。

　ブレットの罠わなにはまり、みすみす彼らと彼らの竜を死なせたことを。

（彼らの仇かたきは必ず取ってみせる）

　その後、魔王軍に幾つかのことを伝えてから、イヴのもとへ向かう。

　込み入った話になるので、セツナたちには別室で休むように伝えている。

　謁見の間に入る。

　俺と入れ替わりで護衛の魔族が出て行き、二人きりとなる。

　本来、護衛が必ず付くルールだが、俺はイヴの騎士だ。俺がいれば護衛は必要ない。

　久しぶりに会ったイヴは魔王の玉座に座りながら、頬ほおを膨らませていた。

「イヴ、元気にしていたか」

「第一声がそれ？　もっと恋人らしいこと言ってよ」

「悪いな、そこまで気が回らなかった。それで、どうなんだ」

「元気だし、こっちは平和だよ。平和すぎて逆に怪しいぐらいだね。悪いこと考えている人がいっぱいいるはずなのに」

「事前に、大掃除したからな」

　魔王をただの飾り物にして、実権を握ろうとした馬鹿どもはそれなりにいたが、エレンのアドバイスを受けつつ掃除と再教育したことで大人しくなっている。

　それに、ここに残していた星兎族の親子がいい仕事をしてくれているのも大きい。
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「そっちはどう？　ブレットは倒せたの？」

「いいや、逃げられた。……違うな、勝ち目がないから敗走した。情けない。情けなさすぎて、自分で自分を殺したくなる」

「ケヤルガでも負けることがあるんだ」

「大抵の状況はどうにかできる自信があったんだがな、奴は魔王ですら持て余す力を【賢者の石】で引き出して纏っていた。しかもそれを他の人間に分け与え、増幅させることまでできる。完全にお手上げだ」

「……たかが人間にそんなことって」

「【賢者の石】があればそれぐらいはできるが、その手段を思いつけたことが信じられないな」

　発想力、情報収集力、そして、実行するだけの決断力。それらすべてを備えていることが恐ろしい。ただ強いだけの奴なら簡単に殺せるが、ブレットはそうじゃないのだ。

「ここに戻ってきたのはあの黒い力の弱点を知るためだ。神鳥カラドリウス。あいつなら何か知っているかもしれない。そして、それを知ることはイヴのためにもなる。先代魔王はあの力で我を失った。イヴもいずれはああなる」

「いきなりすぎて、ぜんぜん頭がまとまんない。ちょっと待って、すーはーすーはー。よくわかんないけど、とりあえずうんわかったよ。たしかにケヤルガの言う通りだね。神鳥を呼んでみる。城の中庭に行こうか。ここじゃ、神鳥カラドリウスを呼ぶには狭すぎるよ」

「そうだな。壁を突き破りそうだ」

　あの白く神々しい神鳥に失礼な真ま似ねはしたくない。

　イヴと共に、中庭に出る。

「呼ぶだけなら寿命は問題ないんだな？」

「大丈夫。ごっそり魔力は持っていかれるけどね。魔王になって力が増したおかげで耐えられる」

「安心した。情報は欲しいがイヴの命には代えられない」

「ありがと。あのさ、ケヤルガ。もし、神鳥が黒い力に侵された相手だろうと、病で殺せるって言ったらどうする？」

　それの意味することは一つ。

　イヴは彼女を犠牲にして勝てるとすれば、どうするかと聞いている。

「どうもしない。……いや、その力を使うケースはあるか。それを使わないとイヴが死ぬ、そんな状況だ。あと一回ならイヴは死なない。イヴの命を守るためなら、使わせる。だが、それ以外では使うことは許さない」

　次使えば、おそらくまともに日常生活を送ることすらできなくなり、その次で命を落とす。回復術士だからこそ、イヴの体について彼女以上にわかってしまう。

「そっか、私の命が危険なときだけだね。あのさ、そんなふうに思ってもらえたら、私もこう思うんだ。ケヤルガのためなら使っていいかなって」

「そんなことは望まない」

「だから言ってるじゃん、そういうこと言う人だから使いたくなるんだよ。ケヤルガに恩返しもしたいしね。一応、言っておくけど、あくまで最後の最後だからね！」

　言葉を失ってしまう。

　イヴが本当に俺を好きなんだと伝わってきて。

「その気持ちは受け取ろう。だが、そうならないようにしてみせる」

「うん、それでいいよ。じゃあ、神鳥を呼ぶよ」

　イヴが目を閉じ、魔力を高める。

　足元に、神代の魔法文字で描かれた魔法陣が現れる。

　空間に亀裂が現れ、神鳥が顔を出す。

　数千年前から伝説に謳うたわれる神鳥。

　神鳥なら、あれについても知っているはずだ。

　それが突破口になることを祈りながら、神鳥の召喚を見届けた。







[image: 第五話：回復術士は神鳥から授かる]







　イヴの呼びかけに応じて、神鳥カラドリウスが召喚される。

　風が吹き荒れ、草木がざわめく。

　相変わらずの威容だ。

　金の冠を想おもわせる飾り羽、神聖で絶対不可侵の羽毛。

　この世の者とは思えぬほど、美しく、尊い。

『これほどの頻度で我を呼ぶ主は初めてだ。……ふむ、どうやら命を使わずとも我を呼ぶだけの力を身に付けたようだな。重畳。久方ぶりの主を失うのは我としても面白くない』

　魔王として力が増していることを神鳥カラドリウスは見抜いているようだ。

　イヴは褒められてうれしいのか、誇らしげに頷いている。

「もう、あなたを呼ぶだけで倒れるような私じゃないから。久しぶりだね、カラドリウス」

『うむ。して、何用だ……大方察しはつくがな。主の番つがいに纏まとわりつく匂い。まだ主の門が開いておらぬのに、それだけ濃く匂いがついているということは、誰かが下法をもって門を開いたのだな』

　思わず頬が緩む。

　神鳥カラドリウスが、黒い力について知っているかは賭けだったが、この口ぶり、知っているのは間違いない。

　それに、さっそくいい情報を得られた。

　イヴがやがて、黒い力に侵されるということ。

　先代魔王から搾り取った情報で、推測はできていたが神鳥の言葉で確信へと変わっている。

「神鳥、話が早くて助かる。俺たちは」

　そこまで言いかけると、胸元がごそごそと動き、子ギツネが顔を出した。

　二人きりで話したいと俺が言ったにもかかわらず、グレンは神鳥と話すなら役に立つといい、こうして服の中に潜り込んできたのだ。

「カラドリウス様、それ言っちゃだめなの！　いろいろとやばいの。ルール違反なの！」

　こんこんとグレンが騒ぐ。

　……せっかく情報を得られる機会だというのに、邪魔をしようとするのか。

　役に立つと言うから連れてきたというのに。

　最近、ようやく懐いてきたと思ったが、どうやら勘違いだったようだな。

　これは教育が必要だ。

「ひっ、なんか、邪悪な気を感じるの!?　こゃん!?　ちょっ、ご主人様、すとっぷ、すとっぷなの、苦しいの」

「グレン、俺の邪魔をするとはどういうつもりだ？」

「悪気はないの、ただ、グレンたち神獣には言っていいことと、やっちゃいけないことがあるのー」

　子ギツネがばたばたと暴れる。

　あまりにも必死であり、いつもの悪戯いたずらではなさそうなので放してやる。

　すると逃げていき、距離を取って木の陰からこっちを窺うかがっている。

　かなり警戒されてしまったようだ。

　そんな俺たちを興味深そうに神鳥が眺めている。

『あのときの卵がそう育ったか。どんな悪あつ鬼き羅ら刹せつが生まれるかと心配していたが……驚きだ。まともと言えなくもないような気がしないでもない子が生まれるとは』

　どれだけ、曖昧な言い回しだ。失礼な鳥だ。

「いろいろと混ざりものはあるが、俺の感情と魔力を喰くって生まれたんだ。そうそう変にはならないさ」

『そっ、そうか』

　ふむ、やはり改心したとはいえ、フレア王女やエレン姫の心を食っていたのはまずく、神鳥に心配させてしまっていたようだ。

　グレンがこういうふうに生まれてきてくれたことに感謝しよう。

　腹黒いとはいえ、見た目が良く、なんだかんだ言って俺を慕ってくれているし、あっちの具合もいい。

　可愛かわいい奴やつで、今は気に入っている。

「むう、グレンは可愛くて素直なきつねなの！　ぎりぎりまともとか、心外なの！　このババア！」

『ほう、性格のほうは問題があるようだな。ババア、ババアねえ、ふふふ、我は幾星霜の年月を過ごしてきたが、ババア。そんなことを言われたのは初めてだな。食い殺すぞ、くそガキ！』

「ひっ、ひいいい、冗談、冗談なの、きつねてぃっくじょーくなの、許してほしいの」

　頭を隠して、尻尾の毛を逆立て震えている。

　グレン、いったいこいつは何をやりたいのか。

『すまぬ、取り乱したな。……その子ギツネが言っていたことはある意味正しい。我ら神獣はその役割故に、この世界のことを知りすぎている。お主たちが知ってはならぬことまでな。だからこそ、世界のルールに縛られているのだ』

「それはつまり、黒い力について、俺たちには話せないということか？」

『正しく言えば、話せることと話せぬことがある』

　知っているのに、話してもらえない。

　目の前に欲しいものがあるのに手が届かずにもどかしい。

「隠し事をするつもりはないから単刀直入に聞く。俺たちが知りたいのは、人を不死身に、いや、化け物にする黒い力の正体だ」

『答えられぬ。おまえたちが知ってはならぬ情報だ』

「そうか、なら、それの正体なんて知らなくてもいい。どうやって殺せるか、それも、グレンの、いや神獣の力を借りることなく殺す方法を知りたい。それだけなら言えるか？」

　すべてを知ることができないのなら、最低限必要なことだけに絞る。

　ルールというものはよくわからないが、どこかに線引きがあるのなら、その線ぎりぎりまで情報を引き出してみせる。

『ははは、なかなか頭が回る。初めて会ったときから、面白い男だと思っていたよ。たしかに、殺し方だけなら答えてやれるな。……殺し続ければいい』

「それはやった。どれだけ、ばらばらにしようが、灰にしようが、奴らは必ずもとに戻る」

『違う、殺すのではなく殺し続ける。おまえが黒い力と呼ぶものには代償がある。魂と引き換えに力を得ているのだ。再生するごとに魂を喰われ、いずれは魂を喰い尽くされる。それまで殺し続けよ』

「……それで死ぬとは盲点だったな。二度、三度殺しただけで、不死身だと決めつけていたよ」

　言われてみればそうか、どんな力を振るうにも、必ず燃料が必要だ。

　今まで魔力や体力を使っていない。だから、無尽蔵なものだと決めつけていた。

　その実、魂を食われながら、振るっていたのか。

　何十回殺せばいいのかはわからない。だが、殺し続ければ死ぬというのは希望だ。

　それは俺たちだけの話じゃない。

　すべての国に教えるべき情報だろう。

　兵士たちにとって、不死身の軍勢に挑むのは、ただの絶望でしかなかった。

　しかし、殺し続ければ殺せるという情報は希望になる。

「ありがたい情報だ。ただ、もっと容易たやすく殺せる方法があればいいんだがな」

　何十回も殺し続けないといけないというのは、わかったとしても面倒だ。

『それもある。向こう側に魂を捧げ、対価を得ている。ならば、向こう側の門を閉じればいい』

「それは人間にできるのか？　あなたやグレンならできそうだが。それでは意味がない、黒い力に汚された化け物が、何百、何千もいるんだ」

『可能だ、あの力は向こう側のものであり、こちらにあるほうが不自然。ありえないものを認めない。その意志を込めた紋章を刻み付ければそれだけでいい』

「その紋章は教えてもらえるのか？」

　何十回も殺し続けるのと、紋章を刻むこと。

　どちらが簡単かなんて考えるまでもない。

『可能ではある』

「って、嘘うそなの。完全にルール違反なの！　それを教えていいなら、グレンがとっくにやってるの」

　そうだろうな。

　今までグレンはさんざん浄化の炎で黒い力に侵されたものを滅ぼしてきた。

　めんどくさがりのグレンなら、そんな方法があるならとっくに使っている。

『ペナルティはある。しかし、我の存在が消滅するほどではない』

　逆に言えば、かなりの代償を支払うということだ。

「むぅ、なんで、犠牲を払ってまで人間を助けるの？」

『このままでは人間が滅びかねないからな。病を喰らう我にとって、人間は畑のようなものだ。汚染された畑では作物が実らぬ』

　食料問題か。

　案外、神獣というのも人間に依存しているのか。

　グレンも、卵から生まれたあとも、俺の魔力や感情を食事にしている。

「ちょっとした推測をしてみた。黒い力と、おまえたち神獣は人間がいないと存在できないという意味では同じだな。今までのおまえたちの会話から察するに、ともに外側の存在で、この世界に居るためには、この世界のものを喰らうしかない。そんなところか？」

「ご主人様、それ以上はだめなの！」

『その問いについては、肯定も否定もできぬな。それが答えになり、紋章を教えるのとは比較にならぬ罰を受けてしまう』

「そうか、なら、いい。紋章とやらを教えてくれ」

『いいだろう』

　神鳥が鋭い眼光で壁を見る。

　すると、幾何学的な模様が刻まれていた。

　あれを刻むだけで、黒い化け物を殺せるようになるのか。

「こいつはいい」

　先端に紋章を刻印した槍やりを大量生産し、各国に配れば、戦況を覆せるかもしれない。

　ここに来て良かった。ここまでの武器が手に入るのは予想以上だ。

　礼を言おうと神鳥のほうを見るとその姿がぶれた気がした。

【翡翠眼】で注視すると、内側からごっそり取り返しのつかないものが持って行かれている。これが罰か。神鳥は、それをおくびにも出さない。

　なら、気づかない振りをするのが礼儀だろう。

「感謝する、神鳥カラドリウス」

『無駄にしたら、とびっきりの病をくれてやる。忠告だ。この紋章には頼りすぎるな。あくまで、門を閉じるだけだ。ゆえに、自らの力で門を開けるものには通じない』

　門を閉ざしても、すぐに開かれてしまうのだろう。

「これで、殺せるのは末端だけということだな。理解した。これで、奴らを一掃できる」

『ふむ、これで用事は終わったか。そろそろ主のほうが限界のようだ。我は帰ったほうが良さそうだ』

「ごめん、ケヤルガ。かなり、きついかも、もう、もたない」

　さきほどからイヴが一言も発さないと思ったら、言葉を話す余裕もなかったようだ。

　汗だくで、顔が青くなっている。

　魔力欠乏症の一歩手前。

　神鳥を現界させるだけで絶え間なく莫ばく大だいな魔力をもっていかれているようだ。

「ああ、もういい。イヴ、ありがとう」

「私はケヤルガの恋人だからね。これぐらいするよ……神鳥カラドリウス、私からもありがと」

『うむ、では行こう。……主、イヴよ。これから重大な決断を迫られるであろう。だから我はこう言おう。死ぬな。我はずいぶんと孤独だった、久方ぶりの主を失いたくはない』

「私は死ぬ気はないよ。まだまだこれからだからね」

　まだまだこれからか。

　いったい、イヴはどこまで遠くを見ているのだろう。

　神鳥が微笑ほほえんだ気がした。そして、消えていく。

「必要な情報は手に入った。さっそく、仕込みを始める」

　これを馬鹿正直に、いきなり戦線にだしたりはしない。

　もっとも効果的なタイミングで、一斉に解放しなければならない。

　小出しにすれば、即座にブレットに対策を打たれてろくな被害は与えられないだろう。

　……その仕込みには時間がいる。

　残念ながら、俺を生いけ贄にえとして差し出すという作戦を取り下げるわけにはいかない。

　そうして、時間を稼いでいる間に、致命的な一撃を叩たたき込む準備をする。

「あのさ、ケヤルガはすぐにまた戻っちゃうの？」

「そのつもりだ」

「私もついていっちゃだめ？」

「ダメだ。イヴにはやってもらいたいことがある」

　魔族領域からの増援を手配してもらいたい。

　それもまた、使いどころを慎重に選ばないといけない。

　イヴがここで統制を執る必要がある。

「そうだね……でも、ここでやるべきことが終わったら行くから」

「なんのために」

「私の力が必要になるかもしれないから」

　……それはある。イヴの力は極めて強大だ。

　切り札になりえる。

　なにより、イヴがいれば、最悪の場合にやり直せてしまう。そう、彼女の心臓である【賢者の石】を使って。イヴを近くに置いておくことは保険になる。

「大丈夫だ。信頼してくれ。イヴは俺の帰りを待っていてくれ」

　しかし、それは選ばない。

　これだけの収穫があるんだ。作戦を成功させてみせる。

　完全な劣勢の中でやっと光が見えた。

　ここから、逆転へとつなげてやる。
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　ベッドから起き上がろうとしたが、右腕が重いことに気づく。

　イヴが抱きついている。

　恋人との再会ということもあり、昨日は燃えた。

　俺とよほど離れたくないのか、無意識にくっついているようだ。

　イヴの頭を撫なでる。

「やっぱり、イヴを使いたくないよな」

　エレンの提案した、イヴの心臓を抉って、やり直すことでブレットを止めるという手法。

　あれには、致命的な欠点がある。

　ブレットが【賢者の石】を手に入れる前、すなわち魔王との決戦前に戻るのが理想ではあるが、ピンポイントで戻れるか自信がない。

　俺の感覚では、だいたい誤差がプラスマイナス一年は出てしまう。確実にブレットが【賢者の石】を手にする前に戻るには、最低でも一年半以上戻ると願うしかない。

　……偶然、都合のいいタイミングでやり直せればいいが、多くの場合、一年以上戻ってしまう。それはすなわち俺が【癒】の勇者として目覚める前であり、俺の女たちと出会う前。

　エレンは、イヴの心臓を抉ったとしてもやり直せば元に戻ると言った。

　だけど、俺が好きなイヴは旅で成長をした今のイヴだ。

　やり直した場合、またイヴと出会える保証はないし、出会えたとして、また今のイヴのようになってくれるのかもわからない。

　そもそも、やり直してから、今回とまったく同じように彼女と接するなんて不可能だ。

　今のイヴとは別人のようになるだろう。

　イヴだけじゃない、フレイアもセツナもクレハもグレンもそうだ。

　俺が愛いとおしいのは今の彼女たちであり、やり直した果てに得る彼女は、姿形が同じであろうと違うのだ。

「やり直しは利かないな」

　自嘲する。

　一度目の世界は、俺の両手は空っぽで、全てを捨ててやり直すことに躊躇ためらいなんてなかった。ただやり直せることを喜んでいた。

　だけど、今は失いたくないものが多すぎる。

　やり直しなんてしたくない。

　イヴを起こさないように、ゆっくりとその手を解いて、頬ほおにキスをして立ち上がる。

「イヴ、ありがとな」

　あのエレンが勝算はほぼないと言った絶望的な戦い。

　イヴの心臓を使ってやり直すという確実に勝つ手を捨て、一条の勝機にかける。

　そんな自分は愚かだとわかっている。

　だけど、悪くない。

　俺は世界で一番、自分のことが嫌いだった。それこそ、復ふく讐しゆう相手よりも。

　自分が嫌いだったからこそ、ケヤルの姿も名も捨てて、理想の自分であるケヤルガの仮面を被った。

　……それでも、この決断をしたことで少しだけ自分のことが好きになれそうだ。
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　出発の準備を整えていた。

　すでに魔王領に来た目的は達成した。

　長居している時間はない。

「フレイア、悪いがまた頑張ってもらう」

　連日の飛行で、精神をすり減らしているフレイアに声をかける。

　夜間飛行も含めて、彼女にはかなりの無理を強いている。

「大丈夫ですよ。まだまだ、いけますから」

　頼もしくなったものだ。

　旅を始めたばかりの頃は、少し歩いただけで座り込んだり、セツナの訓練にまったくついていけなかったのに。

　見送りに魔族たちが集まってきている。

　その魔族たちの人だかりが割れた。

　魔王たるイヴがやってきたからだ。

「ずるいよ。黙っていなくなるなんて」

「悪かったな。昨日は遅くまでがんばっていたし、寝かせてやろうと思っていた」

「嘘うそだよね。いつまでも簡単に騙だませるって思わないでよ。ケヤルガに言っとかないといけないことがあるんだ」

　息を荒くして、必死にここまでやってきたことから、その真剣さはうかがえる。

「昨日、ケヤルガに頼まれたことがあるから、今は無理についていく気はないけど、それ片付けたら、絶対にそっちいくからね。帰りを待てって、ケヤルガは言ったけど、私も一緒に戦うから」

「気持ちはうれしいが、どうして？」

「ケヤルガが怯おびえてるから。ケヤルガって自分じゃ気付いてないけど、不安なときとか、強がってるとき、ベッドの上で、妙に言葉攻めが多くなるし、胸に顔を埋めようとするよね」

　……そんな癖があったとは。

　後ろでセツナが小声で『知らなかった。勉強になる』と呟つぶやいている。

「昨日はちょっとどんびくぐらいに、その癖が出てたよ。それだけ、まずい戦いに挑むんだから、私も絶対行くって決めたの！　わかった!?」

　びしっと指さす。

　この旅で一番成長したのはイヴだろう。

　魔王になることの意味も、自分が背負っている物の重さもわからず、強がっていただけの小娘の姿はそこにはない。

「ああ、わかった。イヴの力を借りる」

「だから、それまで危ないことしちゃだめだからね」

「それは約束できないな」

　嘘はなるべくつかないようにしている。

　これから先、常に綱渡りのようなことを繰り返すのだから。

「ケヤルガのばか！」

「でも、イヴと合流するまで、絶対に死なないとは約束しよう」

「約束だからね」

「ああ、約束だ。神に誓って」

「ケヤルガって神様とか信じてないでしょ」

　ばれたか。

　俺の肩の上に乗ったグレンが耳元でこんこん吠ほえている。

「ご主人様には、神獣もとい、神に対する敬意が足りないの！　もっとグレンを敬って、お肉をお供えして、毛繕いの頻度を増やすの！」

　そういうことを言うのなら、敬意を払いたくなるような振る舞いをしてほしいものだ。

　うるさいので干し肉をポシェットから取り出し、放り投げる。

「あれは特別なほうの干し肉なの！　きつねまっしぐら！」

　尻尾をたなびかせ、風のような勢いでグレンは走り去っていった。

　やっぱり、ただの子ギツネだよな。こいつ。

「神に誓っても信じてもらえないなら、魔王に誓おう。恋人は裏切れない」

「それなら、許す」

　俺たちは微笑み合う。

　もう、これ以上言葉はいらない。

　ほくほく顔で肉を咥くわえたグレンを抱き上げ、飛行機に乗り込み、出発する。

　これから、また忙しくなる。
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　あれから、一か月たった。

　ジオラル王国に戻り、エレンにエンリッタ王国のカスタ王子の作戦と、神鳥から得た情報と託された紋章について語っている。

　秘ひ密みつ裡りに神鳥から託された紋章を化け物に刻む武器の生産を始めた。

　当初は、各国の協力を仰いで増産する予定だったが情報漏ろう洩えいのリスクが高いため、確実に情報が漏れないと断言できる、ジオラル王国首都、ラナリッタ、エンリッタ王国首都の三都市でのみ、生産を始めている。

　そして、ブレットも動き始めた。

　黒い化け物の軍勢が、グランツバッハ帝国の近郊国から順番に襲い始め、その勢力を増している。

　たった半月で、三国も落ちた。奴やつらの手に落ちた国の民たちは次々に化け物へと変えられている。

　そのタイミングで、グランツバッハ帝国から降伏勧告が世界各国に投げられている。

　ふざけているのが、その勧告には、神皇帝ブレット・エルドランの名で、神皇帝にすべての国は跪ひざまずけとあった。

（突っ込みどころが多すぎる）

　いつからお前は、皇帝になったんだ？　神を自称するとは正気か？　エルドラン、それはこの大陸の美と若さを司つかさどる神。そんな神の名を騙かたるなんて、自己愛が強すぎて恥ずかしくないのか？

　もともと、カスタ王子がグランツバッハ帝国の悪行を広め、さらに根回ししていたおかげで、スムーズに反グランツバッハ帝国連合軍が出来たが、連戦連敗。

　黒い化け物はあまりにも強すぎるし不死身、なによりもその軍勢は日々増え続けていた。

　騎士を一人育てるのに、最低で三年いる。魔術士なら五年。

　しかし、向こうはただの一市民を一瞬で騎士十人がかりでようやく渡り合える化け物に作り変えられる。

　最初はある程度均衡を保っていたのに、今ではほとんど一方的な敗戦を続けて、日に日に状況は悪くなっている。

　……何度、神鳥から授かった知恵で作りあげた武器を各国にばらまこうと考えたかわからない。

　だが、堪えた。

　まだ、その時じゃない。

　エレンとカスタ王子の策が生きるタイミングはもう少しあとだ。

「ケヤルガ兄さま、悪い知らせです。また一国落ちました。今、まともに戦えているのは、ジオラル王国ぐらいです。だけど、私たちも、そう長く持ちません。そして、ジオラル王国が落ちれば、その背後にある国は一瞬で呑み込まれます」

「そうか」

　ジオラル王国は、まだ防衛ができている。

　魔族との同盟で増援を得ていること、そして俺やフレイアという最強クラスの勇者を保有しているのが大きい。

「そして、つい先日、グランツバッハ帝国から書状が届きました」

「返事が来たようだな」

「はい、向こうは私たちの降伏を受け入れました。こちらの企たくらみがバレていないように文面からは見えます」

　一か月、ジオラル王国は持ちこたえているが、これから復興というタイミングで長期戦かつ消耗戦。

　たとえ、戦場では拮きつ抗こうできても、資金も食料も足らず、民の不満が各地で爆発し始めており、もはや戦いを続けることすらできなくなってきている。

　この国は崩壊する直前だ。

　降伏するのは予想通りの筋書き。

　もっと早く降伏すれば、傷は浅かっただろう。しかし、余力がある状態であれば、ブレットは降伏が偽りのものだと気付くだろう。

　だからこそ、魔族の支援を受けてまで徹底応戦という姿勢を見せつけた。そしてこのままでは国が滅びるというぎりぎりまで耐えてから、降伏した。

　すべてはブレットを油断させるためだけに。

「朗報と言っていいのかはわかりませんが、ブレットは目もく論ろ見み通り、【癒】の勇者の身柄を要求しています。ケヤルガ兄さま、本当にいいんですね？」

「いいに決まっているだろう。そういう作戦だ」

　ジオラル王国は降伏の意思を伝える際、この国の存続、そして民に手を出さないこと、その二つの条件を呑んでもらえるのなら、あとはどんな要求にでも従うと伝えてある。

　そして、エレンにはわざとらしさを消しつつ、ブレットが俺を要求するよう誘いの文面を作ってもらった。

　……これから、俺は奴への貢ぎ物となる。

　そこまでは予想通りだが、一つだけ予想外のことがある。

「ケヤルガ様に何かあったら、セツナが守る」

　ブレットはセツナの身柄を要求してきた。

　人質としてだ。俺がブレットに逆らえばセツナは殺される。

　意外だ。フレイアでもクレハでもエレンでもなくセツナだ。

　俺が購入したお気に入りの奴隷でしかないのに。

　まったく嫌になる。イヴの次に執着をしているのがセツナだと見抜かれているのだ。

　俺の女たちの立場や、有益さ、表層的な部分に騙されず、こちらの心の底を見透かす。そういう男と騙し合いをするなんて、ぞっとする。

「悪いな、セツナ」

「ううん、いい。むしろ、ケヤルガ様の近くに居られてラッキー。セツナはケヤルガ様のものだから」

　胸の前で握りこぶしを作っている。

　恐怖がない。頼もしい。

「一か月だ。もし、一か月、俺から連絡がなかったら」

「わかってます。突入します」

「道案内はグレンにお任せなの！」

　ブレットに汚されながら寝首をかく隙を探る。

　しかし、それができなければ、力業しかない。

　俺と神獣は魂の深いところで繋つながっている。どこに幽閉されたとしてもグレンなら居場所がわかる。

　一か月連絡がなければ、残された俺の女たちが俺の救出に向かう。

　……その一か月で俺が壊れているかもしれないが、最後の保険だ。

「自分の無能さが嫌になります。この作戦の成功率は決して高くないです。それがわかってるのに、代替案も、成功率を上げる方法もぜんぜん思いつかなくて」

　ぎゅっとスカートの裾を握り締めてエレンが泣き始める。

　そんなエレンの頭をポンと叩たたく。

「勝率が低い、そう言えるようになったのはエレンのおかげだ。おまえがいなきゃゼロだった。誇れ。あとは、俺が足りない分を補う。それでもだめなら、皆と一緒に助けてくれ」

「……はい、ケヤルガ兄さま」

　まだ泣なき止まないのでキスをする。

「あのケヤルガ兄さま、私、ずっと、隠していた秘密があるんです。帰ってきたら、聞いてください」

「秘密か、怖いな」

「びっくりしますよ。きっと」

「それを聞くためにも帰ってこないとな」

　部屋を出た。

　もう外には、俺を献上品として捧げるための馬車が用意できている。

　これから、地獄への旅に出かける。

　ブレットとの最終局面、ほとんど詰んでる状態からひっくり返してやろう。
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　セツナと二人で馬車に乗り込んでグランツバッハ帝国を目指す。

　俺は神皇帝への貢ぎ物だ。

　そのことに不平不満を言うつもりはない。

　そういう取引をすると決めたのは他でもない俺だ。

「二人で旅をするのは久しぶりだな」

　馬車に揺られながら、セツナに話しかける。

　もちろん御者や護衛、外交担当の文官などはいる。しかし、それらはいてもいなくても変わらない空気と同じであり、カウントしていない。

　他の面子もついてこようとしたが、向こうが名指しで連れてくるなと書いている。それは警戒からかもしれない。

「ん、いつも誰かがいた。しばらくケヤルガ様を独占」

　どことなくセツナは上機嫌だ。

　これから人質になるというのに。

　……女たちの中で一番忠実なのはセツナだ。

　彼女がいることで少しは気が楽になっている。

　旅は順調すぎるぐらいに順調。

　まあ、俺たちがグランツバッハ帝国に行くことをとがめるものはいないので当然だ。

　神皇帝は俺を望み、そしてジオラル王国の民も俺を差し出すことで得られる平和を望んでいる。

　今まで英雄的な活躍を繰り返してきたというのに、俺が犠牲になることを止めようとしたのは俺の女たちだけだ。

　まあ、しょうがないだろう。

　誰だって自分が可愛かわいい。

　英雄であろうと他人は他人、他人が犠牲になって自らの幸福が守れるのなら万々歳というところか。

「ケヤルガ様、セツナは何をすればいい？　どうやったらケヤルガ様の力になれる」

「何もするな。動くべきときに指示を出す。強いていうなら、そのときに動けるように自分の身を守れ」

「わかった。備える。それがセツナの仕事」

　ブレットはセツナに洗脳を試みるだろう。

　セツナが俺の武器にならないようにできるし、俺が行動を起こす際にセツナが裏切ればそれが詰みになる。

　洗脳に耐えられるかどうか、セツナの心の強さが試される。

　あのブレットの洗脳を受けて、なおかつ俺を愛していられるか。

　いや、試されるのはセツナだけじゃないな。

　俺もだ。

　いざというとき、セツナがブレットに洗脳されていないと信じ切れるかどうか。

　俺自身がセツナの強さを信じないといけない。

「セツナ、約束してくれ。最後まで俺を信じると」

「約束する。セツナはケヤルガ様のもの」

　口づけを交わす。

　舌を入れるものじゃなくて、子供のような触れるだけのキス。

　快感を求めたものじゃない、心のつながりを確かめるキス。

『信じる』

　最近、その言葉を多く使う。疑心暗鬼の塊のような俺がだ。

　それはそうするしかないからではあるが、それだけじゃない。

「セツナは頑張る。だから、ケヤルガ様も頑張って」

「ああ、頑張ってみせるとも。何があろうと俺は俺だ。たとえ、生まれ変わってもそれは変らない」

　ブレットの人形になどならない。

　俺の憎しみが消えることなどありえないのだから。
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　数日の長旅を経て、神聖グランツバッハ帝国にたどり着いた。

　驚いたことに、俺たちが出発して、ここにたどり着くまでにとうとう国の名前まで変わってしまった。

　グランツバッハという名前が残ったのは奇跡だろう。

　おそらくは、完全に変えてしまうと不便だからでしかない。

　神聖という言葉がついたとしても、グランツバッハの名前が残っていたら、諸外国も混乱しないで済む。

　そういうあたりがブレットらしい。趣味に走りつつも、実益を求める。あいつはそういう性格だ。

　俺を運んでいる馬車は、そのまま王城に行く。

　てっきり、前回のように専用の建物を使うのかと思ったが、いきなり本拠地である王城だ。

　舐なめられていると思わなくもないが、舐めているのではなく、正しくこちらの戦力を評価した上での判断だろう。

　ブレットはたとえ王城に入り込まれても痛くもかゆくもないと思っている。

　城門を通り、美しい庭園を抜けていく。

　王城には、どれだけ金をかけているかで国力、どれほど洗練された美しさを持つかで文化力を見せつける役割が求められる。

　新興の国であれば、そこを軽視するが、この大陸随一の大国家であり、もっとも古い歴史を持つグランツバッハでは当然、庭園にも金を存分にかけ、国一番の庭師によって、磨き上げられ、もはや芸術品と言っていいレベルに仕上げられている。

　何より広大だ。

　城門から城の入り口まで、一キロ以上ある。

　だというのに、それまでの間、等間隔に黒い化け物が並んでいる。

　人をやめた異形、それが数百体。

　数も恐ろしいが、完全に制御されていることがより恐ろしい。

　ただ、暴れているだけでも脅威なのに、統率され有機的な連係を取られれば勝ち目など万に一つもない。

　これは、警告なのだろう。国力と文化力だけでなく、武力を見せつけてきている。

「これ、真正面から戦ったらセツナたちは勝てない」

「だろうな」

　セツナには、黒い化け物どもの門を閉じる方法を教えており、氷の爪の先端にその紋章を刻めるように鍛え上げた。

　それでもこの数は対処できない。

　なにより、ブレットがこれ見よがしにこんなものを見せたということは、まず間違いなく、見せていない本命の何かが隠されていると思ったほうがいい。

「これは歓迎されていると見たほうがいいのか悩むところだ」

「んっ、それは間違いない」

　ついに馬車が止まった。

　城の入り口にたどり着いた。

　純白の衣装をまとった美少年たちが現れる。

　ブレットの愛玩動物どもだ。

　あどけなく、無む垢くで、どこか淫いん靡びな笑みでこちらを見る。

　そして、俺、セツナ、その他大勢を分けて、それぞれ別の場所へ案内する。

　セツナが最後に俺の顔を見て、強く頷き去って行く。

　ここからは一人になる。

　俺もセツナもそれぞれの戦いに赴くのだ。
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　一人になったあとは、とんでもない豪ごう奢しやな風呂に案内され、ミルク風呂で体を清めさせられた。

　少年たちに体の隅から隅まで洗われ、気色が悪かった。

　着替えている間に、ありとあらゆる武器は取り上げられ、衣服まで処分された。

　代わりの服を渡され、ケヤルの姿になれと少年たちに命じられる。

　……元の姿はあまり好きじゃないが、逆らうわけにはいかないのでケヤルに戻る。

　視界が低くなり、華きや奢しやな体つきになり、声が高くなる。

　用意された服は、周りにいる少年たちが来ている白いローブのようなものに、金色の刺し繍しゆうをつけたもの。

　下着類はなく、裸ローブという変態的な姿だ。

　ブレットの趣味なのだと思われる。

　この服はブレットのお気に入りしか着ることが許されないものと、少年が自慢げに言った。

　そして、俺に渡されたものは、少年たちの服にはない金色の刺繍が入っている。お気に入りの中のお気に入りということだろうか？

　金の刺繍が入った白いローブを見ている少年たちの眼めには強烈な嫉妬がある。

　心底気持ちが悪い。できることなら、この服をこいつらに投げつけてやりたい。

　そんな屈辱的な姿で連れていかれたのは玉座。

　少年たちが扉を開き、中の光景を見ると吐きそうになった。

　ブレットがいる、そして少年たちが跪ひざまずいて、世話をしていた。

　それも普通の世話じゃない。

　玉座で、こんなことをするなんて正気じゃない。

「ようやく来てくれたケヤル。ああ、おまえはその姿がいい、そそるよ。やはり、ケヤルの姿がいい」

　その言葉の通り、俺を見て反応したせいで急に一部が大きくなったようで、少年が苦しそうにする。

「……そうか、俺は戻りたくなかったがな。まあ、俺は貢ぎ物だ。好きにするといい」

「ふははは、そういうわりに目が死んでないじゃないか。わかる、わかるぞ。こうでもしないと懐に入り込むことすらできないからなぁ。狙っているのだろう一発逆転を」

　ブレットが立ち上がる。

　そして、玉座からおり、俺の前まで来て、顎に手をかけて持ち上げてくる。

「なあ、ケヤル。おまえの狙いがわかっていて、なんで招き入れたと思う」

「この状況でも殺されない自信があるからだろう」

　隠し事は無駄だ。正直に答える。

　まるで出来のいい生徒の答えを聞いた先生のように満足げに頷うなずく。

「そうだ。そして、それだけじゃない。おまえを屈服させたいからだよ。神の力を使って、おまえを屈服させるのは簡単だ。だが、それじゃ、面白くない。せっかくの最高素材を養殖ものにするなど、俺の美学が許さない。希望をもたせて、正面から打ち破ってやる。楽しみだよケヤルぅぅ。おまえが本当の意味で俺の物になるのが」

　とんだサディストだ。

　そして、なんて自信なのだろう。

（今のうちに笑っておけ）

　……必ず後悔させてやる。

　俺の心を折れるとは思うな。

　ブレットが見落としている、いや知りようのない秘密がある。

　俺は一度目の人生で地獄すら生ぬるい苦しみを味わい抜き、それでもなお壊れず、立ち上がり、やり直していること。

　ブレットがこれからやるであろう責め苦など、すでに体験済みだ。

　耐えきれないはずがない。

　それこそが、唯一ブレットの計算を狂わせるカード。

　徐々に壊れて、屈服したように見せ、最後の最後に逆転劇を披露する。

　俺ならできるはずだ。一度目でどう壊れたか再現する。そうすれば、演技を見破られることもない。

　読みようがないこのカードで、喉笛をかき切ってやる。

　暗い復ふく讐しゆうの炎を、胸の内で強く強く燃やしていた。
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　ブレットのもとへやってきてからすでに十日ほど経たっていた。

　驚いたことに、ブレットは何もしていない。

　ただ、監禁して贅ぜい沢たくをさせるだけだ。

　覚悟していた性的な暴行などもない。

「ブレットは何を考えている」

　割り当てられた個室は、掃除が行き届き、ベッドの質も良く、快適そのものだ。

　ただ、不自由はある。

　外の情報がまったくわからない。

　完全な外からの遮断。もちろん、人質であるセツナのこともわからない。

　人質については、俺が敵意を見せない限り丁重に扱うと聞いているが、そんなことを信じられるはずがない。

　俺に執着するブレットが、俺のお気に入りに手を出さないほうが不自然だ。

　眼と耳が塞がれるというのはとてつもない不安を感じる。

　セツナのこともそうだし、ジオラル王国に残して来たみんなやイヴのことも知りたくて仕方がない。

「調べようと思えば調べられるところが罠わななんだろうな」

　この状況でも外の情報を集める手段はあることはある。

　だが、それをしてバレた際のリスクが高すぎるため、おいそれと手を打つことができない。

　……ブレットの狙いがわからない。

　俺を屈服させると言ったが、こんなふうに閉じ込めたところでさほど効果的とは思えない。

　ドアが開かれる、ブレットに付き従う少年たちが、豪勢な食事を持ってきた。

　いつもは無言で見送るが、今日は話しかけることにした。

「ブレットは何のために俺を閉じ込めている。なぜ、何もしない？」

「申し訳ございません、神皇帝の深慮遠謀を私ごときがうかがい知ることはできません」

　しらを切っているわけではなく、本当に知らないようだ。

　ブレットの性玩具おもちやでしかないこいつらに期待しても無駄だった。

　やはり、情報がほしい。

　もしかしたら、この情報への渇望こそがブレットの手かもしれない。

　我慢しきれずに、行動を起こした瞬間、破滅が待っている。

　それがわかっている以上、我慢するしかないのだ。




　　　　◇




　それからさらに数日、何事もなく過ぎた。

　俺の焦りは日増しに大きくなっている。

　そして、そろそろ期限のほうも怪しくなっていた。

　ブレットのもとへ来て、しばらく俺が戻らなければ、作戦は失敗したと考え、フレイアたちが救出にくる。

　このままでは、なんの成果もなく無謀な戦いを俺の女たちにさせることになる。

　もう、行動にでるか？

　ブレットの隙も弱点も見えていないなか、暗殺を強行する。

　神鳥に教えてもらった紋章があれば、勝率はゼロではない。

　……だめだな。

　こういうのが一番危険だ。

　時間がないから、勝算なしに挑む。それは間抜けのすることなのだ。

　ここに来て、多少はわかったことがある。

　ブレットの取り巻きの性玩具ども、あいつらは他の個体よりも強く黒い力を受けている。

　ブレットほどではないが、強敵だ。

　加えて、動きを見ればわかるが、ある程度の訓練を受けている。黒い力に侵されながらも理性を保って行動できると考えるべきであり、あれらとブレットをまとめて相手にしても勝ち目はない。

　そのため、ブレットが一人になったときを狙う必要がある。

　厄介なのは、ブレットが一人になる時間がないこと。

　夜はベッドで、あのオナホールどもと戯れる。トイレや風呂ですら世話をさせている。

　これは直接見たわけではなく、少年たちから聞き出したことだ。

（当初の予定とは違った方法だが効率的に情報を集められた）

　聞き出すのは簡単だった。あいつらは俺に嫉妬している、ブレットの特別であることが許せないらしい。

　だから、少し嫉妬心をくすぐってやれば、べらべらと自分たちがいかにブレットに愛されているかを語ってくれた。

　つねに少年たちの誰かが傍そばにいることや、ブレットから訓練を受けたこと、自分たちが特別な力を持つこと。

　彼らはブレットを裏切っている自覚などないだろう。

　むしろ愛し、忠誠心を捧ささげている。しかし、そのことが必ずしもいい結果を生むとは限らない。

　これらの情報を得られたことで、俺は目的の半分ほどを果たせてしまったのだから。




　　　　◇




　今日の食事は部屋ではなく食堂でと言われ、部屋を出る。

　やってきた食堂は、何十人も使えるであろう、冗談のような長い机があり、それを使うのは俺とブレットだけ。

　そして、世話係の少年たちが壁際にずらっと並んでいる。

「ここでの暮らしには慣れたか？」

　ブレットは、まるで教師のような態度で優しい言葉をかけてくる。

「そうだな。快適に過ごしているさ」

　ここに来た日以降、ブレットと話したのは初めてだ。

　会話に全神経を集中する。

　少しでも多くの情報を得られるように。

「それは重畳。俺の可愛かわいいケヤルに不便させたくはないんだ」

「閉じ込めて何もしないなんて、なんのつもりだ？」

「なんのつもりとは？　せっかく俺のものになったんだから、大事にしてやる。当然のことだ」

　ブレットはにやにやと笑っている。

　世間話を続けることで、俺を嬲なぶっているのだ。

　こういう会話を続ける限り、情報は得られない。そのことで焦れる俺を嘲あざ笑わらっている。

「変なことを言って悪かったな。ありがたく好意を受けよう」

　しかし、この場で情報を集められる話題に誘導したところで、ブレットは答えない。

　だから、食事に集中する。

　こちらからきっかけを作ろうとすれば、心に鍵をかけられる。向こうがきっかけを作るのを待つしかない。

　料理を口に運ぶ。

　やはり、うまい。

　……食事に毒は盛られていない。ここに来てからのすべての食事でそうだ。

　これでは本当にただもてなしているだけ。

「食事に集中出来ていないようだな。そんなに、あの雌が気になるのかな？」

「どうだろうな」

　雌とはセツナのことだろう。

　俺のように、もてなされているはずはない。

　ブレットは女には興味がない、故に慈悲はなく、俺を屈服させるための道具としか思っていないはずだ。

「あれはいい素材だった。我が神力をあれほど見事に受けきったものは初めてだ。いい作品に仕上がった。今じゃ、立派な戦力だ」

　フォークを落とす。

　動揺している演技をしている。

　……実のところ、それはないとわかった。

　神鳥から授かった紋章をセツナに刻んでいた。それも絶対に見えない場所へ。

　故に、黒い力への耐性は極めて高く、無理やり押し切れば気づくことができる仕掛けがある。

　動揺した振りをしているのは、黒い力への対抗策を持っていることを知られないため。

　もともと、何百人に一人か、黒い力に侵されない体質のものがいるという報告を受けていたし、そういう人間を使って対抗策の研究をしていた。

　黒い力が利かないこと自体はとくに不自然ではない。

　ここで動揺さえしておけば、セツナもそうだったと認識してもらえる。

「ケヤルぅ、なんだ、その顔は、怒っているのか？　泣きたいのか？　よほど、あの雌が大事なんだな！」

　ブレットが笑う。

　俺の心を壊すために、あえて大げさに。

「あはははははは。ふう、その顔を見られて満足だ。今のは冗談だ。あの雌には力が使えなくてな。残念だ」

「……俺が大人しくしている限り、セツナに手を出さないんじゃなかったのか？　これでは人質として成立しない」

「ケヤルは無む垢くだな、そんな約束守るわけないだろう。それにこれは善意。より優れた生き物にしてやろうとしただけだ……まあ、安心してくれ。それ以外はとくにしていないからな。それも、今後のケヤルの態度次第だ。俺が本気になれば、あんな小娘、ものの数時間で壊しきれる」

　本当にこいつは神経を逆なでするのがうまい。

　熱くなる自分を抑えつける。

　もくもくと食事が進んでいく。

　メインディッシュであるステーキが運ばれてきた。

　巨大な塊肉を、俺たちがいる大陸の形に切り出した飾りステーキ。ブレットがわざとらしくフォークを、ステーキに突き刺した。そこにあるのは、ジオラル王国。

「なあ、ケヤル。俺は嘘うそをついている。それはなんだと思う？」

「ただ、俺を大事にするためだけにもてなしているということ。ブレットはそういう無駄をする男じゃない」

「正解だぁ。やっぱり、ケヤルはいい。ご褒美に正解を教えてやろう。俺はな、ケヤルを警戒していたんだ。先代魔王ハクオウとジオラル王を倒したケヤルを、俺と同じ力を持つ強者を殺せるケヤルを」

　そういうことか。

　ここまで言われれば、ブレットのやりたかったことがわかる。

「ブレットは何もしなかったわけじゃない、俺をここに足止めしていたのか」

　ここでもてなすことで、外界と完全に隔離した。

　それだけで良かったのだ。

「その通りだ。俺は、停戦条約など初めから破るつもりだった。最大の脅威を手元に置き、安全かつ、確実にケヤルの大事にしているジオラル王国を亡ほろぼす。そう、おまえの愛しい雌どもがいる国だ。ケヤルの心を手に入れるには、まず邪魔者を消さないとなぁ。……消すと言っても、おまえのお気に入りの女どもは、殺さないでおいてやろう。必ず、ここに連れてくる……そのほうが面白いだろう」

「趣味がいいな。だが、そううまくいくかな」

「ほう、ケヤルがいなくても、戦えるとでも？　ケヤルに頼り切るだけで、何も考えてこなかった、肉人形どもが？」

「それを口にすることになんの意味がある。なにせ、すぐに結果はでるんだ」

　肯定も否定もしない。

　ただ、結果を待つ。

　……そうか、フレイアたちの戦いが始まったか。

　これはエレンが想定していた流れの一つ。

　ゆえに、準備はしているし、簡単にはやられはしない。

　ブレットはたしかに、俺をここに留とどめることに成功した。だが、逆にブレットも動きを封じられている。

　俺という爆弾がここにいる以上、ブレットもまたこの城を離れることはできない。

　俺とブレットという、両陣営のトップが不在時の戦い。

　残されたものたちの力、そして、俺とブレットがどれだけ仲間に多くのものを与えてきたかで優劣が試される。

　ブレットは、俺の女たちが、俺に頼るだけで、何も考えずに来たといったが俺はそうは思わない。

　彼女たちがただの人形なら、惜しいとは思わず、とっくにやり直していた。

　人形じゃなく、替えが利かない大事な女だから、俺は不利な戦いをすると決断した。

　俺は信じている。

　俺の女たちを。

　これからの戦いで彼女たちは俺の期待を超えてくれるだろう。
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　ブレットは俺に何もしないという選択をした。

　今のままでは俺の心を折るのには時間がかかる。

　だから、俺の大事なものを壊してからということだろう。

　もし、ジオラル王国、そして俺の女たちをすべて壊されてしまえば、俺は正気でいられない。

　有効な手だ。しかし、一つだけ間違いがある。

　ブレットは俺の女たちを、愛玩動物、俺が守ってやらなければいけない存在だと思っている。だが、そうじゃない。

　彼女たちはそれぞれ力を持っている。だからこそ、信頼していた。

　無能なんて一人もいない。

　自分の意思で動くこともできる。

　俺がいなくとも、危機を切り抜けてくれる。

　彼女たちを甘く見れば、どうなるか、それをブレットは思い知ることになるだろう。

「今日の食事は美味しかったかい？」

「そうだな。悪くない」

　だから、今は動かない。

　焦って、俺が動くこともブレットの狙い。

　故に、そうはせずに、ここで情報を集め、勝利への布石を打ちつつ、信じて待つのだ。……仲間たちの勝利を。




　　　　◇




　ジオラル王国では、エレンが忙しく指示を出していた。

　停戦したはずのグランツバッハ帝国がいきなり進軍を始めたからだ。

　すでに国境近くに敵軍が来ており、このままではそう遠くないうちにジオラル王国が戦場になる。

「フレイアさん、飛行機で出撃を。基本方針は、大規模氷結魔術での足止めですが……極めて甚大な被害を与えられると確信できる場合のみ、あれを使うことを許します。クレハさんも同行してください。相手が飛行機対策をしているのは確実です。あれはもう、見せすぎました」

　すでにフレイアとクレハは戦闘準備を整えて、すぐにでも出発できる状態だった。

　この状況であれば、真っ先に自分たちの力が必要になると予想していたからこその対応の速さ。

　彼女たちも成長していた。

「では、行って参ります。ふふふ、力が有り余ってますから、特大のをぶちかましますよ。あの人たちのせいでケヤルガ様と引き離されたんです。その報いを受けさせないと」

　フレイアは、杖つえをぎゅっと握りしめてやる気をアピールする。

　ケヤルガがいない寂しさと欲求不満も、彼女のモチベーションとなっていた。

「エレン、相手の飛行機対策は気になるし、私が同行したほうがいいのはわかるわ。でも、それでいいの？　エレンの護衛がいなくなるわ。私以外にあなたが守れるか不安なの。戦闘なら、私たちだけでもどうにでもなるけど、これは戦争よ。エレンが討たれた時点で私たちの負けになるわ」

　それがジオラル王国の弱点だ。

　かつてのジオラル王の暴走により有用な人材が失われ、国の運営ならともかく、先頭に立ち、舵かじ取とりをできるのはエレンぐらいしかいない。

　しかも、あの黒い化け物は人間に化けられる特性ゆえに、すでにジオラル城内に素知らぬ顔で入り込んでいる可能性すらあり、暗殺の危険性は人間相手の戦争より数段高い。

　加えて、エレンはケヤルガの仲間たちの中で唯一戦闘能力がない。

　彼女は軍師であって、戦士ではない。自分で自分を守れない。

　もちろん、騎士たちはいるが、普通の騎士たちではエレンを守り切れないだろう。

　だからこそのクレハの警告。

　だというのに、エレンは微笑ほほえんでいた。

「クレハさん、安心してください。私には、グレンがついてますから」

「グレンにお任せなの！　エレンはグレンが守るの！」

「そういうことね。その子が本気で守るなら信頼できるわ。本気になりさえすれば、私だって勝てるかわからないぐらいに強いし。よく、そのマイペースキツネを手て懐なずけたわね」

「それはまあ、根気よくお話しして、撫でたり、毛繕いしたり、いろいろですよ」

「エレンはいいお肉をたくさんくれるから、大好きなの！　グレンとエレンはお友達なの！」

「……よくわかったわ。私もお肉をたくさんあげようかしら？」

　エレンの膝に乗っている子ギツネが元気よく鳴き声をあげる。

　少し息が生臭い。

　さきほどまで、エレンがプレゼントしたいい肉を食べていたせいだ。

　ケヤルガが出発してから、エレンはグレンをうまく篭ろう絡らくしていた。

　肉の力は偉大だが、それだけじゃない。

　ありとあらゆる手段をとって、グレンに取り入った。

　軍師の優秀さは、策を考える能力だと思われがちだが、それだけでは二流もいいところだ。その策を十全に行うため、うまく人を操る能力。それこそが肝要。

　どんな策を練ろうと、それに兵たちが従わなければなんの意味もない。

　超一流の軍師たるエレンにも当然その力は備わっている。

　子ギツネ一匹を手懐けることは、エレンにとっては容易たやすいこと。

「グレンほどではないとはいえ、私の一族も少しは助けになるはずよ。うまく使ってあげて」

「はい、剣の一族、頼りにさせていただいてます。一対一で黒い化け物を圧倒できるのは、あの方々ぐらいですしね」

　それで話は終わったと判断した、フレイアとクレハが踵きびすを返す。

　その背中にエレンが声をかける。

「……フレイアさん、クレハさん、くれぐれも気を付けて。フレイアさんの飛行機を使った爆撃は非常に強力ですが、何度も切ったカードです。敵には対策する時間もありました。今までのように簡単にはいきません」

「わかっています。ケヤルガ様も口を酸っぱくして言ってましたからね。対策の対策も十分です」

「私も空で戦うための技を編み出したわ。レベルがあがったせいかしら、今まで無理と決めつけていたことが次々にできるようになったの」

　エレンが頷うなずく。

　エレンが敵が取りうる飛行機対策を何パターンか推測していた。

　その中でも、もっとも可能性が高いのは、空を飛べる生き物、例えば鳥などを黒い力で侵して操ること。

　人間を飛べるようにすることは難しくても、元から飛べる存在を強化するのはさほど難しくないはずだ。

　フレイアとクレハが飛行機の格納庫に向かっていく。

　それを見送ってから、エレンはベルを鳴らす。

　すると、黒い影が二人、音もなく現れた。

　ジオラル王国が誇る諜ちよう報ほう部ぶ。

　その中でも取り分け優秀かつ、ケヤルガとエレン自身が徹底的に調べ上げて、シロだと判断した駒だ。

「御お呼よびでしょうか、エレン様」

「時が来ました。エンリッタ王国のカスタ王子にこの書状を」

　使うことは想定はしていたが、できれば使いたくなかった手を使うための手紙。

　カスタ王子が考案した手をエレンが改良したもの。

　多かれ少なかれ犠牲を強いる手だ。

　これはケヤルガが神鳥から情報を得たからこそ使える手であり、フレイアの足止めが成功しなければ、間に合わない。

　だからこそ、ブレットが想定していない手。

　故に成功率は高いと踏んでいる。

　影が消えていく。

「……ふう、この状況はあまりよろしくないですね。七十二パターンほど、展開を考えていましたが、下から七番目に悪い展開です」

「そんなにいろいろ考えてめんどくさくないの？　グレンにはよくわからないの」

「面倒ですよ。ですが、ありとあらゆる想定と準備があれば、少ない勝機を引き寄せられます。ケヤルガ様が駒を揃そろえてくれた以上、それをうまく操るのが私の役目。ここは戦えない私がケヤルガ様の役に立てる唯一の戦場、他の誰にだって劣る気も譲る気もありません」

　誇らしげな笑みをエレンは浮かべた。

　彼女は自分にできること、できないこと、なによりケヤルガが何を自分に求めているかわかっている。

「ふあぁぁぁ、難しくてよくわからないの。グレンはエレンを殺されないことだけ考えておくの」

「はい、それでいいです。あなた一人の力で、私が殺されないという安心を得られるのは、とてもすごいことなんです。そのおかげで、クレハさんを攻撃に回せますし、私の負担や緊張も和らいでいます」

「グレンはすごいの。だから、きつ寝して英気を養うの」

　子ギツネが丸まって寝息を立て始めた。

　エレンが苦笑し、優しく子ギツネを撫なでる。

　なんだかんだ言って、可愛かわいいもの好きなエレンは子ギツネに夢中で、その愛情が本物だからこそ、グレンも気を許しているのだ。

「さて、カスタ王子は私の期待通りに動いてくれるでしょうか」

　そう呟つぶやくと、続いて魔王……自分と同じくケヤルガに恋をする乙女に手紙を書き始めた。

　この黒い化け物たちの侵略は前ぜん哨しよう戦せん。

　その後の本番には、魔王という駒がいる。

　エレンの思考はすでに、この戦いの先を見据えていた。

　だからこそ、次の手を今打っておく。

　それこそが、ケヤルガが信じたエレンの力だった。
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　黒い化け物たちの進軍が始まった。

　グランツバッハ帝国とジオラル王国の和平を一方的にグランツバッハ側が踏みにじった。

　圧倒的な力があるゆえの傲慢。

　本来国家間の条約を破れば周辺諸国から非難され、信用を失うが、もはや今のグランツバッハ帝国にとってそんなものは些さ事じだ。

　しかし、その不意打ちをジオラル王国は読んでいた。

　正しくは、ジオラル王国を担うエレンが読んでいたのだ。

　読んでいるからこそ、十分に対策をとっており、被害を最小限に抑えて、反撃のカードが切れたのだ。

「ブレットも私が裏切りを読み、対策をしていることぐらい予測済みでしょうね。ならなぜ、強引にせめてきたのか？」

　エレンは深く思考する。

　不可解な点が多い。

　まず、あまりにもやり方が温ぬるい。

　もし、自分がブレットの立場なら唯一まともにグランツバッハ帝国とやりあえるジオラル王国を真っ先に潰すべく手を打つ。

　たとえば、周辺各国にジオラル王国を滅ぼせば、助けてやるとそそのかす。

　そうすれば、ジオラル王国は黒い化け物と人間の国を両方相手どるしかなく、今以上に苦戦した。

　七十二の予測ケースのうち、それを前提にしたケースが下から六つ。

　しかし、そうはしなかった。

　それどころかグランツバッハ帝国は無差別に人間の国を襲っている。

　それにより、人間側は団結しているし、グランツバッハ帝国の戦力は各地に散っている。

「難しいところですね。単純にこちらを舐めているのか。あるいは、そう思わせる作戦なのか」

　地図に目をやる。

　エレンの頭ではありとあらゆる手が浮かんでは消えている。

　エレンは目を閉じる。

　こういうとき、彼女は基本に立ち返る。

　彼女の基本思考、軍師としてのやり方は単純明快。

　相手の思想や、思考といった感情的な要素を一度すべて切り離す。

　敵の心理を読むことで多大な戦果を得られることはある。だけど、それはどこまで行っても不確かなものだ。

　どんなつまらない人間が相手だろうと、その内面全てを読み切るなんてできないし、人の心など周囲の人間、環境次第でいくらでも変わる。

　……なにより、感情面を考慮しだすと自分を殺そうとする敵にすら、救いを求めてしまう。

　こう動くはずだ。こう動いてほしい。心という見えないものを根拠にするから、都合のいい考えをしてしまう。そうして、多くの軍師は破滅していくのだ。

　だから、エレンは心ではなく相手の能力を見る。相手が何をしたいかではなく、何ができるかしか信じない。

　冷徹に、一切の感情を捨てて、ただ事実を見続ける。

　そうして得た答えのあとに、心理面を考慮し補完するのがエレンのやり方だ。心はあとに来る。

「なるほど、そういう手もあったんですね。……この手を打てるのなら、ブレットという男、傑物です」

　ただでさえ良くない状況がさらに悪くなる想定をした。

　それを見過ごしはしない。対策を考え始める。

　こういった対策は十中八九無駄になる。しかし、一を見落とせば終わってしまうのだ。

「フレイアさんとクレハさん。無事に戻ってきてくれるといいんですけどね」

　送り出した仲間たちを想おもう。

　エレンの用意した手札のほとんどが、フレイアとクレハを使った作戦が成功する前提で揃えたもの。

　故に、フレイアが討たれれば、その時点で勝利はなく、どれだけ被害が少なく負けるかという敗戦処理を始めるフェイズになる。

　第二案、第三案を用意できないのは、軍師としては歯がゆいが、そういう手しか打てない状況だと認めないと先に進めない。

　戦況は動き続ける。

　その盤面を軍師は冷たい目で睨にらみ続ける。

「お肉美味しいの。でも、美味しいお肉ほど早くなくなる。不思議なの」

　そして、その後ろで子ギツネはエレンが用意した最上級肉を食べ終わり、名残り惜しそうに骨をしゃぶっていた。




　　　　◇




　竜の素材を使った飛行機が空を舞う。

　エレンが指定したポイントに向かって真まっ直すぐに進んでいた。

　昔は危なくて見ていられなかったフレイアの飛行だが、今では周囲の景色を楽しむ余裕まである。

「今のところ、順調ね」

「そうですね。黒い化け物だって空を飛べる個体は限られるでしょうし、広い空にくまなく包囲網を作るなんてできないですから、もうしばらくは安全なはず。エレンちゃんの受け売りですけど」

　ジオラル王国を出てから、一度も襲撃らしきものはない。

　ブレットの使える黒い化け物で空を飛べる個体が極端に少ないという読みが当たっているからだ。

　黒い力を受け入れる器には、ある程度強い魂が必要になる。

　魂と知性の強さは比例する。

　黒い力を受けて化け物になれるのは人程度の知能をもっている生物に限られる。

　人並みの知能を持って空を飛べるものなど、一部の高位魔物に限られ、そうそう調達できるようなものではない。

「それはそうね」

「エレンちゃんが言うには、だからこそ私たちを派遣した場所は、少ない航空戦力を集中させている確率がすごく高い場所だってことです」

「それ、おかしくないかしら？　爆撃の成功率がさがるわ」

「私たちは、空爆で敵の主力を潰すことと、敵の航空戦力を潰すこと両方を期待されているんです。じゃないと、クレハちゃんまで連れてこさせませんよ」

　ケヤルガが離脱した今、フレイアとクレハ。【術】と【剣】の勇者という二大切札を同時に切るなんて無む茶ちやをするのだから、無茶をするだけの戦果が求められる。

　航空戦力を放置するのはそれだけで、即敗北に繋がるのだ。

　フレイアが戦略級魔術を空から一方的に放てば、それだけで軍が壊滅する。

　逆に、黒い化け物の軍勢は堅けん牢ろうな防壁に守られた城や街の中へ、空から黒い化け物を落とすだけで、一方的に蹂じゆう躙りんが可能。

　固い甲羅に覆われた亀も、一度甲羅の中に潜り込まれれば、あとはいいように柔らかい肉を貪られてしまう。

　だからこそ、双方、何をおいてもまずは相手の航空戦力を潰したい。

「エレンは最後の切り札をいつ使うと思う？」

「きっと、エレンちゃんのことですから、最後の最後、全部ひっくり返すタイミングで使うと思いますよ」

「それって、私たちが絶体絶命の窮地ってことよね。遠慮願いたいわ」

「たしかにきつそう。……おしゃべりはここまでですね。来ました」

　前方から、黒い化け物……翼竜たちがやってくる。飛行機よりも若干大きい、竜種としては小型に部類する。

　それが黒い力を纏い、皮膚がただれ筋肉が盛り上がりグロテスクに変形していた。

「十六体もいます。あれだけの竜を揃えたっていうんですか」

「イヴの魔王軍でも竜なんて三十頭しかいないのに。びっくりね」

　竜であれば、人間並みの知性を持ち、黒い力の器たりえる魂がある。

　しかし、超希少種であり、魔族領域ですらまず見ないものを十六体も揃そろえているのは異常だ。

　かなり前からブレットは、航空戦力を重要と考え、その準備をしていたことの証明でもある。

「クレハちゃん、任せていいですか」

「ええ、切り払うわ」

「飛行しながらだと高位の魔術は使えませんが、できるかぎり援護します」

「いえ、必要ないわ。しばらくしたら飛び降りて迎撃する。あなたはこのまま目標地点に向かって爆撃して。敵の航空戦力はここにいる竜だけよ」

　クレハがそう断言したのは、竜たちの挙動からだ。

　魔物の一部は、共感覚を持ち、群れと鳴き声などといった外部伝達手段を用いずとも連係をとる。

　その際、後方に仲間がいる場合と、群れ全員で狩りをする場合で微妙に纏う空気が変わる。

　最前線で戦い続けてきたクレハには、彼らが群れ全体で狩りをしているとわかるのだ。

「でも、ここ空ですよ」

「ケヤルガに素敵な魔術を教えてもらったの。私向きのをね。じゃあ、行ってくるわ」

　クレハが飛行機から飛び降り。空を踏みしめる。

　ケヤルガが教えた魔術、【風壁】。

　空気を固める魔術、これを使えば空中で足場を用意し、三次元機動ができるのだ。

　体から数十センチまでという制限、空気を固めるだけの単純な魔術。

　故に、魔術工程数は極端に少ないし、座標さえ合っていて強度があれば、あとはわりとアバウトでも構わない。

　魔術が得意ではないクレハであっても、レベルによって上昇した魔術処理速度だけで、ほぼ無詠唱で使える。

　そうして、可能になった空中での神速踏み込み。

　竜たちは亜音速で飛行するが、【剣聖】の踏み込みはそれを凌りよう駕がする。

　フレイアの乗った飛行機を追いかけようとした竜に背後から追いつき、超神速の抜刀術で翼を断ち切る。

　クレハは【神装武具】ではなく、あえて人の手によって作られた魔剣を振るった。

　ケヤルガが鍛冶に特化したスキル構成とステータスにした上で、力業で生み出した魔剣。

　黒い化け物を殺すためだけに生み出し、クレハに託したもの。

「キュアアアアアアアアアアアアアア」

　翼を断ち切られた竜が墜落していく。

　再生するはずの翼が再生しない。

　十全にケヤルガが魔剣に持たせた機能が発動しているからだ。

　この魔剣は剣の腹に、異界から魂を対価に黒い力を引き出す門を閉じる紋章が刻まれている。

　それにより、この剣の斬撃には門を閉じる力が付与されている。

　それだけではない。
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　それだけだと弱いのだ。一撃で再生不可能にできた秘密は、わずか数ミリに満たない刃、そこにミクロン単位でこまかく数十の紋章が並べて彫られていること。

　だからこそ、この魔剣で切ると相手の肉体に紋章が刻まれる。

　おおよそ人間業ではないが、ケヤルガならそれができる。

　クレハは空を踏みしめ、振り返る。

「ここから先へは行かせないわ。愛した人から託された二つの力が私にはある。……だから、死んでも負けるわけにはいかないの」

【剣聖】から凄絶なまでの気が迸ほとばしる。

　絶対強者の竜が怯おびえる。

　未いまだかつてないほどにクレハは絶好調だ。

　なぜなら、この場で振るう剣閃の一つ一つが、自らの愛の証明になると知っているから。

　クレハは銀髪をたなびかせ、空で踏み込んだ。

　一体殺すだけで英雄と称される竜。それが十六体、しかも黒い力で強化されているというおまけつき。

　だというのに、クレハは負ける気が一切しなかった。
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　クレハが黒い力に侵された竜たちを相手にしているうちにフレイアは飛行機を進める。

　フレイアが薄情なわけでも、クレハを捨て石にしたわけでもない。

　クレハは援護はいらないと言った、なら本当に必要ないのだ。

　あの【剣聖】は己の力を過小評価することも過大評価することもない。

　フレイアはクレハの判断を信じていたからこそ、ためらわず先へと進む。

　背後から聞こえる剣けん戟げきの音と竜の咆ほう哮こうが遠くなっていく。

「むしろ、私のほうが危ないぐらいですね。護衛がいなくなっちゃいましたし」

　航空戦力はクレハが相手にしている竜だけだが、地上から飛行機を狙い撃つ手段がないとは限らない。

　……かつて、竜が地上からの弓で射貫かれたことがある。

　そんなことができるのは三英雄に匹敵する実力が必要だが、そういう強者が紛れ込んでいる可能性は否定できない。

　すでに、飛行機は目標地点に差し掛かった。

　敵主力上空。

　ここを潰せば、ジオラル王国方面の戦いは一気に優勢へと傾く。

　逆に言えば、この主力が国境内に入るだけでほぼ敗北が決定してしまう重要局面。

　フレイアは探査系の魔術を使いながら、高度を下げていく。

　今の高度からでは狙いがつけられない。

　ぎりぎりまで下がり、探索範囲内に大軍を確認。

　座標を記憶して、風の魔術を使い急上昇。

　上空からの攻撃を予想していたのか、敵軍から魔術と矢が飛んでくるが、そんなものは届きはしない。

　フレイアの探索可能範囲は五百メートル近い。上方向に五百メートルというのは届かせるだけでも難しく、ましてや命中させるなんて、ほぼ不可能。

　詠唱時間を稼ぐために、最高高度へと飛行機は昇っていく。

「さて、どうしましょうか。最低限、凍らせて動きを止めろって命令でしたが、いけそうなら、アレをやっていいって許可ももらってますし。……やりましょう。きっとケヤルガ様ならそう言います！」

　最高高度で静止、詠唱を始めると、重力にひかれて飛行機は落ちていく。

　アレとは対黒い化け物用に編み出した力。

　ケヤルガはクレハに黒い化け物殺しの力を与えたように、フレイアにもそのための力を与えていた。

　フレイアが手に入れた神杖ヴァナルガンド。

　その能力は二つある。

　一つ、全属性の威力・精度向上。普通の杖は、使用している材質と、使われた製法により、得意属性と不得意属性が存在する。しかし、ヴァナルガンドにはそれが存在しない。

　四大属性すべてを使用するフレイアにとってはありがたい能力だ。

　二つ、絶大な魔力を貯蔵しておけること。

　魔力を外部に保存するのは非常に難しい。しかし、このヴァナルガンドならそれが可能だ。

　魔術を主体にするものにとって、魔力切れはなんとしても避けたい事態。外部に予備があるのは保険になるし、ため込んだ魔力を一気に放出することで、己の限界を超えた魔術を使用できる。

　……そして、ため込む魔力の種類によっては面白いことができる。神獣たるグレンの浄化の炎をため込んでおけば、フレイアにも浄化の炎が使えるのだ。

「ぶっつけ本番ですが、必ず決めてみせます！」

　フレイアは詠唱しながら、ヴァナルガンドの宝玉に手を当てて集中力を高める。

　本来、フレイアほどの術者になれば脳内演算だけで魔術を素早く発動できる。

　しかし、あえて詠唱をする。

　発動までに時間がかかるが、代わりに精度と威力は増加する。

　飛行機が落下にともないどんどん加速していく。

　この魔術は射程は長いが、爆撃のようにとりあえず地面に向かって放てばいいというわけじゃない。

　かなり危険な高度まで下がる必要がある。

　かつてのフレイアなら、このスピードでの落下をしようものなら取り乱していた。しかし、彼女も強くなっている。詠唱中で風の魔術による姿勢制御ができないなか、純粋な操縦だけで飛行機のバランスを保っている。

　地上まであと六百メートル。

　詠唱が最終段階に入り、フレイアが目を見開く。

「神威の炎よ、我が力を食らい、穢けがれし者たちを焼き尽くせ。第七階位炎結界魔術【ヘパイトス】」

　ついにフレイアの呪文が完成し、杖の先端から地表に向かい業火が吐き出され、それと同時に飛行機が急上昇。

　放たれた炎の魔術に使われたのは、グレンの魔力二割にフレイアの魔力八割。浄化の力はグレン本来のものより弱まるのが当然だが、この炎は違う。グレンの炎がフレイアの炎を食らい、膨れあがっている。

　そうなるように、フレイアは術式を組んだ。

　おおよそ人間業ではない。

　神獣の炎と親和性を高めるように、己の魔力をチューニングするなんてことは、常人にとって想像だにしないものだ。

　吐き出された炎が大地を走り、陣を描く。

　地表に半径数百メートルにもなる炎の陣が輝く。

　上空からみれば、それが黒い力を引き出す門を封じる紋章だとわかる。

　炎の陣を描くラインからさらに炎が吹き出て、浄化の炎と門を閉じる紋章の力が荒れ狂う。

　ただの大規模破壊魔術ではない。

　これは、炎で描かれた大封印であり、大結界。

　神獣の炎と神鳥の紋章の複合による効果は絶大。

　たとえ、焼き尽くされて煙になろうが復元する黒い化け物たちが、一切の再生を許されず、灰すら残らずに消えていく。

「ふう、なんとか成功です。この炎結界があれば、もう黒い化け物も怖くありませんね」

　フレイアが冷や汗をぬぐう。

　基礎理論が間違ってない自信はあった。

　なにせ、術式が完成してからケヤルガとともに煮詰めた。

　それでもぶっつけ本番は怖い。

　本当は練習したかったが、これだけの大規模魔術だ。秘ひ密みつ裡りに練習は難しい。

　とくにジオラル王国内にスパイがいるかもしれない状況では。

　だからこそ、エレンは練習を禁止し、使うのはいきなり実戦で、それも敵に大打撃を与えられる状況でと念を入れていた。

　そして、今がその時。

　ここできっちり決められたのは大きい。

　ジオラル王国方面の主力が壊滅すれば、今後戦況は有利になるし、こういう魔術があると分かれば、敵は大軍で攻めてこられなくなる。

　なにより、敵は本拠地を厳重に守る必要がでて、攻め手が緩むのだ。

「あっ、クレハちゃんが戻ってきました。さすがですね。傷一つない」

　クレハが、空を駆けて、こちらに向かっていた。

　竜を始末し、合流しようとしている。

　フレイアはクレハを回収する。

「終わったのね」

「はい、ばっちり。多少うち漏らしましたが、敵軍は壊滅です。そっちはどうですか？」

「もちろん、すべて斬り伏せたわ。敵の竜は残っていない」

　クレハとフレイアはこれで、敵の航空戦力と主力、両方を潰した。

　無論、あくまで航空戦力といってもジオラル王国を攻めるために使えるものであり、帝国の王都には守備隊の航空戦力は残っているだろう。

　それでも、ブレットは黒い力を受けた竜たちなら飛行機を落とせると踏んでいただろうし、主力が氷漬けになり数日動けなくなる程度の被害は覚悟していても、消滅するとは思っていなかったはずだ。

　その見込み違いを敵にさせるために、エレンは今の今まで神鳥から黒い力の門を封じる紋章を授かったことを隠していた。

　この計算違いが、付け入る隙を生む。

「城に戻らず、このまま攻め込んじゃいましょうか」

「やめておきなさい。紋章を得たことが伝わる前に、畳みかけたほうがいいとは思うけど、エレンがあえてそれを命じなかったのよ。何か理由があるはずだわ」

「そうですね。私たちでもそうしたほうがいいと思ったこと、エレンちゃんが見落とすわけがありません。……なら、全速で戻ります」

「あっ、戻ったら竜の死骸を兵士たちに回収するように言わないと。竜の素材なんて滅めつ多たに手に入らないわ」

「それ、いいですね。これ一機だと落とされたら終わりですし、複数あれば戦略が広がります」

　大きく飛行機が旋回し、針路がジオラル王国に向けられる。

　意気揚々と二人は戻る。

　まず、ジオラル王国方面は一気に優勢になった。

　これで、カスタ王子も心置きなく、あの手を使える。

　あの作戦はジオラル王国だけは優位に戦えていることが前提なのだから。
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～グランツバッハ帝国、城内～

　黒い肌とスキンヘッドが特徴的な大男と中性的な少年が食卓を囲んでいる。

　ブレットとケヤル。【砲】の勇者と【癒】の勇者だ。

　彼らは昼食をともにするのが日課になっていた。

　ブレットはジオラル王国をはじめとしたケヤルが守りたいものが、絶望的な状況に追い込まれていることを伝えて、彼をなぶっている。

　食事中、ブレットの部下が慌てて彼のもとにやってきて耳打ちする。

　伝えられた情報はジオラル王国方面に展開した主力および、航空部隊の壊滅。【剣聖】と【術】の勇者が、黒い化け物の再生を封じるカードを手に入れていること。

　……実のところは、【剣聖】と【術】の勇者だけが黒い力を封じられるわけではないが、彼女たちの特殊性ゆえにそう錯覚している。

　それもエレンの策のうちだ。

　想定外の展開を聞かされ、滅多に動じることがないブレットの眉が傾く。

　それを見逃すケヤルではない。

「珍しいじゃないか、おまえが動揺するなんて」

　彼は、より動揺を大きくすることで、平常時には引き出せない情報を得ようとしていた。

「動揺？　ふむ、そうだな俺は動揺しているよ。ケヤルの女どもは、ケヤルがいなければ何もできないお人形さんたちだと思っていたからな……存外やるようだ。あるいは、ケヤルは自分がいなくなったあとの準備をしっかりしてきたのかな？　困った。これでは、ケヤルの前に連れてこられないなぁ」

「俺はおまえと違って人形遊びは好きじゃない。俺がいなくとも、俺の女たちは考えて動く。なにより、彼女たちは強い」

「ふむ、この状況では言い返せないなぁ。だが、面白くなってきた。一方的に蹂じゆう躙りんしてしまってもつまらんしな。ジオラル王国さえ落とせば、俺の敵はこの世界にいなくなる。最後のゲームだ。それなりに盛り上がったほうがいい」

　ブレットの動揺が収まっている。

　多少の抵抗があったところで、依然として絶対有利だと確信しているからだ。

「その油断が仇あだにならないといいがな」

「心配してくれるのかい？　うれしいねぇ。だが、これは油断ではないよ。余裕というものだ。多少、有利にことが運ばれたとしても、それで終わりだ」

　そのことは否定できない。

　黒い化け物は人間がいる限り、無限に供給され続けるのだから。

　黒い化け物は、人間と向こう側をつないで、魂を供物に捧ささげ力を得るというシステム。それゆえに占領した街の人間を化け物に変えても消耗はしない。

　街や村を呑み込むたびに、ブレットの戦力は増えていく。

　その根本を叩かない限り、勝機はない。

　今のままでは、どれだけ善戦したとしてもやがて終わりが来るのは目に見えている。

　……だからこそ、エレンとカスタ王子は根本を断つべく策を練っている。

「計算違いが一つ起こったんだ。これからも、同じことが起こるかもな」

「それはそれで楽しめる。ケヤルの女たちの力を見せてもらおう。だが、覚えておくといい。こうして俺を困らせれば、困らせるほど、捕らえられた先に待っている凌りよう辱じよくは激しくなる。大事な女たちが壊されるとき、ケヤルはどんな可愛い顔をするんだろうなぁ」

　それは脅しではなく、本気だろう。

　諜ちよう報ほう部ぶのエースだった男だ。人を壊す方法はいくらでも知っている。そして、ブレットは嫉妬深く、執念深い。

「やってみるがいい。……それはそうと、そろそろセツナと会わせてもらえないか。こうして、ブレットが和平を破ってジオラル王国を攻めた以上、俺を縛る鎖は、セツナだけだ。彼女の無事が確認できないのなら、これ以上、おとなしくする義理はない」

　本気で言っている。

　隙をついて暗殺するにも、ブレットは俺の女たちをとらえ、俺の目の前で凌辱することで心を壊してからでないと、俺に手を出さない以上、隙を突けない。

　ジオラル王国に手を出させないという目的があったが、今はそんなものどこかに吹き飛んだ。

「自分の立場が分かっていないようだな」

「いや、わかっているから言っている。……俺を殺さずに無効化できると思うな。おまえをこの場で殺す。あるいはこの国から脱出する。そんな真ま似ねを確実にやる自信はない。だがな、失敗したとき、自殺するぐらいはできる。俺が欲しいんだろう」

　半ば、ギャンブル。

　賭け金は俺自身。

　俺には洗脳も薬も効かない。

　だからこそ、ブレットは俺の心を壊そうと、大事な場所を焼き尽くし、俺の女たちを目の前でなぶろうとしている。

　しかし、それはまだ為なされていない。

　俺がブレットのものになってないからこそ、賭けは成立する。

「ははは、ますますケヤルが気に入った。いいだろう。お前の一番のお気に入りに会わせてやろう。その前に食事だ。せっかくケヤルのためにうまい飯を作らせたんだ。残すともったいないだろう」

　ブレットは大笑いをして、それからスープを口に含んだ。

　久しぶりにセツナに会える。

　無事ならいいんだが。
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　食後に、セツナがいる別の棟へと案内される。

　案内役はブレットと、その配下の少年たち。

　やはり、配下の少年たちはただの人間とも、黒い力に侵されたものたちとも違う。

　規格外の強さを持っているのは間違いない。

　少年たちは万が一にもセツナを連れて逃げないよう俺を見張っている。

　別棟は俺がとらえられているきらびやかなものとは違い、質実剛健を絵に描いたようなもの。

　調度品どころか、壁紙すらなく、岩肌がむき出しだ。

　階段を上っていく。

　セツナの部屋があるフロアは四階。そのフロアにある別の部屋を覗のぞき、顔をしかめる。

　石と鉄の檻おりに小さな小窓。部屋の隅には汲くみ取り式のトイレ。

　これは罪人用の牢ろう獄ごくだ。

「人質なら、もう少し丁重に扱ってほしいものだな」

「そういうな。これでも、ケヤルに愛されている女への嫉妬を必死に抑えて、最低限生きていける環境は整えているんだからな」

「それはどうも」

　男も女も、嫉妬心にとらわれたものは面倒だ。

　いよいよ、セツナの部屋だ。

　鉄扉にある覗き窓から中を見るが、セツナは見つからない。

　いや、いた。

　天井の梁はりにぶら下がって懸垂をしている。

　それも右手の握力だけでぶら下がる、とんでもなくハードなものだ。

　やつれているのではないかと心配していたが、むしろ少し筋肉がついたように見える。

　安心した。食事は質や味はともかく、量と栄養はあるものが提供されているようだ。

　扉をノックすると、セツナがこちらを見て駆け寄ってくる。

「三十秒だけ会話を許してやろう。今のところ、人質に一切手を出してない。だが、変なことをしたら、ペナルティをかす。ケヤルじゃなく、その雌にだ」

　ブレットはこういうたぐいの嘘うそはつかないし、人質に手を出すほど愚かじゃない。

　今まで手を出してないというのは真実であり、ペナルティをかすと言ったのなら容赦なく、そうするだろう。

　俺はセツナに微笑ほほえみかける。

「セツナ元気だったか」

「んっ、元気。ちょっと退屈な以外は問題ない」

「よかった。心配していたんだ」

「うれしい。ケヤルガ様がセツナのこと思ってくれていて」

「俺の大事な女だからな。また、セツナと愛し合いたいよ」

「セツナも、ケヤルガ様に愛されたい。ケヤルガ様のがほしい」

　セツナが潤んだ瞳で俺を見ている。

　この扉がなければ、ここで愛してやれるのに。

　そんなことを考えていると、ブレットに肩を引かれた。

　平静を装っているが、顔には強い苛いら立だちがあった。

「ケヤル、三十秒経たった。これ以上はだめだ。俺が、俺を抑えきれなくなる」

　さきほど、冗談めかして嫉妬を抑えているとブレットは言ったが、今はそんな言葉などなくても嫉妬をむき出しにしているのが見て取れる。

　今にもセツナを潰しそうな勢いだ。

「ありがとう、セツナに会わせてくれて」

「ほかでもない、俺のケヤルのためだ。だが、そう何度もわがままを許すと思うなよ」

「わかっているさ」

　その必要もないしな。

　実のところ、セツナの無事を確認するというのは口実だ。真の目的はセツナに指示を出すことであり、それを果たした。

　ブレットは諜報のプロであり、普通にサインや暗号を使ったところで、簡単に見破られる。

　サインや暗号を見破られなくても、なにか伝えたと疑われただけでセツナは凄惨な目にあうだろう。だからこそ、特殊な指示の出し方をした。

　俺がセツナに会いにきたときの会話の種類で指示を出せるようにしていた。

　たとえば、フレイアたちに会いたくないか？　ジオラル王国に帰りたい。全部終わったら、氷狼族のみんなに会いに行こう。今回のように、愛し合いたいなど、その内容次第でセツナのとる行動と動き出すタイミングが変わる。

　これもサインであり、暗号だが、ブレットに読まれない理由がある。

　これらは、俺とセツナの本心だからだ。

　予あらかじめ用意したセリフのパターンすべてがそうだ。

　さきほど、俺は本気でセツナを犯したいと思っていたし、セツナも心の奥から俺に愛されたいと言っていたし、少し濡ぬれていた。

　演技でなければ、違和感は存在せず、サインを出していることに気付かれない。

　ブレットに唯一弱点があるとすれば、他人の心を操れると思っていること。確かに奴やつほどの技量をもって洗脳や薬物を使えば、人を思い通りにできる。

　だけど、心の奥の奥、絶対に触れられないものがあるのだ。

　……さあ、セツナに指示は伝えた。

　フレイアたちのおかげで俺が動けるだけの状況は整いつつある。

　もうすぐ、カスタ王子とエレンの策が始まる。

　そして、特大の花火が打ちあがるだろう。

　そのときこそ、俺が動くときだ。

　そろそろ、逆転と行こうか。
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　戦況が動いた。

　ジオラル王国が優勢に運ぶことで、他国でも圧が弱まった。

　だからこそ取れる手がある。

「さすがは【癒】の勇者の仲間たちと言うべきかな」

　カスタ王子は、諜報部から聞いた報告を確認して、うなずく。

　ジオラル王国のような規格外の戦力はこの国にはない。いや、他の国もだ。

　エンリッタ王国は周辺の国と連合を組み、一丸となって戦っているが分が悪いのは否めない。

【癒】の勇者から、黒い化け物を倒す手は与えられたとはいえ、あれの使いどころを失敗すれば、ろくに敵に打撃を与えられないまま、対策されて手づまりになる。

　だからこそ、まだカスタ王子はその札を切っていない。

「エレンは優秀だ。僕と同じ景色が見えている」

　地図を広げる。

　その地図には、戦線を徐々に下げていく様子が記されていた。戦線を下げるたびにエンリッタ王国や周辺諸国は重要な都市や砦とりでを失っている。

　ここ数日の戦いで、連合軍はある程度時間稼ぎをしながら市民を逃がして、後退するという戦法を繰り返していた。

　勝てない以上、そうするしかない。

　途中で、多くのものを取りこぼしてきた。

　逃がせるのは、自分の足で避難先まで歩けるものだけであり、そうでないものは置いてくるしかなかった。

　そのことに対して、カスタ王子は痛みと無力感に苛さいなまれているが後悔はない。

　最善の手を選び続けたという自負がある。

　王の資質で重要なことは二つだとカスタ王子は考えている。

　一つ、何ができて、何ができないかを把握する能力。

　できないことをやろうとすれば、何一つ得るものはなく傷口を深くする。

　今回、すべての民を守ろうと戦線を下げずに徹底抗戦していれば、守れたはずの人々すら失っていただろう。

　……多くの民と兵、街を失ったが、大部分を王都に避難させることができ、軍も維持できている。

　現状の把握が正しかったからこそ、これだけ残せた。

　そして、ここが最後だ。ここを失えばエンリッタ王国が滅びるのはもちろん、地理的に重要なポイントであり、ここが抜かれれば連合が土台から崩れる。逆に言えばぎりぎりで持ちこたえた。

　そして、二つ目。

　自らの意思を実行するだけのカリスマ。

　人は痛みに弱い。いくら統率者が、犠牲を受け入れ、最小限の被害で済む手を考えようとも、それを末端までのどこかで拒絶するものが現れる。そして正義感で目の前の誰かを救うために多くの者を危険にさらす。そうなると描いた地図がゆがむ。

　どんな素晴らしい策を練ろうと、それを実行できなければなんの意味もない。

「私は部下と民に恵まれた」

　カスタ王子の策は今ここになろうとしている。

　非情な作戦だというのに、それが実現されてきた。無論、だれも反発しなかったわけじゃない。

　ただ、多少の反発を修正するだけの組織力があり、厚い忠誠心を持ったものが将校に多かったおかげだ。

　彼らがカスタ王子を信じてついてきてくれたからこそ、今がある。

　彼の部屋に、伝令兵が走りこんでくる。

「カスタ王子、外壁が破られ。化け物どもが王都になだれ込んできます」

「ついに、この水の都が落ちるか。では、手て筈はずどおりに」

「はっ、かしこまりました」

「民はみな、城内に避難しているのであろうな？」

「滞りなく」

「ならよし、この水と芸術の街エンリッタが美しいだけではないということを化け物どもに教えてやろう」

　このエンリッタには、一つの禁じ手がある。

　それを使う策は、カスタ王子の脳内には何か月も前から描かれていた。

　すべてが予想通り。

　仕込みは十分。

　ならばあとは実行するだけ。
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　エンリッタの四方の門を破り、黒い化け物たちが殺到していた。

　兵士や騎士たちは、ほかの街でもそうしたように時間を稼ぎながら徐々に後退していく。

　街の中心へと。

　やがて、兵士たちは城へと逃げ込む。

　エンリッタは街を守る外壁と城を守る壁の二重構造になっている。

　街の外壁以上に分厚い城壁に加えて、兵士たちが死に物狂いの防衛を行っており、黒い化け物たちも攻略に時間がかかっていた。

　二日、三日と経っても城は落ちない。

　黒い化け物たちの増援がどんどん集まり、今や王都の中は黒い化け物たちがたむろする魔都となっている。

　まだ城が落ちていないのは奇跡であり、城が落ちるのは時間の問題だと、誰もが考えている。

　エンリッタ王国の軍は疲労し、食料を必要とする上、城内には避難させた民という足手まといを抱えている。それに対して黒い化け物どもは食事を必要とせず、無尽蔵の体力がある。

　一秒ごとに戦況は悪化する。

　そう長くは籠城できない。黒い化け物たちはただゆっくりと待てばいい。

　そして、四日目。異変が起こった。

　街中に地響きがなる。

　この街に住んでいるものなら、それがこの街を清めるための浄水システムだと気づくだろう。街道に水が流れ、ゴミやほこりを洗いながしていく。

　それらは浄化されたのちに湖に流れこみ、栄養となって湖を豊かにする。

　この街は、そのシステムを効率よく運用するために設計された街なのだ。

　……しかし、今回のはあまりにも揺れが大きかった。

　何人もが膝をつき、あれだけ堅けん牢ろうだった城壁にもひびが入る。

　そして、地響きをも呑み込む轟ごう音おんとともに、それは来た。

　まるで津波のような異常放水。

　すべてを押し流す水が、ゴミどころか黒い化け物すらも押し流していく。

　完璧に設計されたがゆえに、水はよどみなく流れ、黒い化け物どもを一か所に押し流していく。

「すごい」

　城内から外を眺めていた一人の女性が惚ほうけたように言った。

　これは禁じ手だ。

　軍にいる魔術士が総出で、まる三日以上魔力を込める必要があるうえ、あまりの負荷で動力が一発で使いものにならなくなる。

　その上、街にも深刻なダメージを与えてしまう。

　それでも、街に入り込んだ外敵をすべて押し流すことができるのは多大なアドバンテージ。街中の化け物どもが流されていくのは、巨大な浄化槽。

　湖に水を捨てるまえに、大きなゴミなどをこしとるための設備だ。

　それはあまりにも巨大であり、長大だった。

　街中を流れた水が向かう先であることを考えても、あまりにも大きすぎる。

　その理由は、ただの浄水装置ではなく、こういう運用を前提に設計されているからにほかならない。

　浄化槽にはゴミを取り除くため、本来幾重にも鉄格子があるのだが、剣山のような無数の槍やりが鉄格子に並べられていた。

　……その一本一本には、【癒】の勇者からもたらされた黒い力の門を閉じるための紋章が彫られている。流されてきた黒い化け物たちが次々にくし刺しになり絶命していく。

　しかし、ある程度たつとすでに刺さった化け物どもが肉の壁となり、槍が刺さらなくなった。災害規模の濁流が流れきる。

　浄化槽には、この街にいたほぼすべての黒い化け物が押し込められていた、この異様なサイズでなければ、簡単にあふれていただろう。

　再びの地響き、今度は軍の大移動によるもの。

　浄化槽にエンリッタ王国の大軍勢が現れた。

　そのすべてが歩兵であり、大型の槍と盾を持っている。

　整然と壁の端から端までびっちりと並び、肩と肩、盾と盾をくっつけあい猫の子一匹通る隙間すら作らない。

　盾の隙間からはおおよそ、使いやすさや取り回しの良さなどを一切考えられてない、あまりにも長すぎる槍が覗のぞく。

「第一列、突撃！」

　よく通る将校の声に、兵たちが怒号で応えて突撃。

　実用性がないと思われた長すぎる槍も、こうして突撃するだけであれば十二分に強力だ。

　黒い化け物の剣も爪も一切届かないところから突き刺さる。

　長すぎて取り回しが悪いため、側面を突かれればもろく崩れるだろうが、こうして盾が擦れ合うほどに密着しているため、それも不可能。

　この戦術をファランクスという。

　太古から愛されてきた戦法であり、今なお有効性が高い。

　数と質量による暴力。

　黒い化け物たちを、長槍が貫く。

　門を閉じる紋章の刻印がされているがゆえに再生せずに死に絶えていた。

　これこそがエンリッタの最終戦術。

　城が落ちるか否か、そこまで追いつめられたときにのみ使用する。

　水で押し流し、巨大な浄化槽一か所に敵を集めたうえで、この地形を最大限に生かすファランクスによって仕留める。

　極めて単純。

　ゆえに強い。

　軍師の策というのは、複雑であるほど、奇き天て烈れつであるほど、評価されやすいが、それは誤りだ。シンプルなものほど不確定要素は起こりづらく信頼できる。

　カスタ王子の策も、一文で表せる。

　敵をおびき寄せ、地の利がある場所へと押し込めたうえで、一網打尽にする。

「第二列、突撃！」

　紋章付きの槍の存在はばれた。

　二度目は相手も対策する。

　ゆえに、この場で殺しつくす。少しでも多くの傷を相手に刻む。そのために、ずっと我慢してきたのだ。

　兵たちは、あらんかぎりの力で叫び、蹂じゆう躙りんする。

　これまでのうっ憤を、涙を、恨みを、怒りを、晴らすかのように。

　数時間後には、黒い化け物は全滅していた。

「勝った。勝ったんだ」

　誰かの声が引き金になり、歓喜の声が連鎖していく。

　泣き叫ぶもの、抱き合うもの、みな勝利に酔っていた。

　あまりにも大きな犠牲を払った。

　いくつもの街を失い、何千人もの民を失い、王都は深刻なダメージを負った。

　しかし、勝ったのだ。

　反則じみた力を持つ英雄の力を借りることなく、たった一つの武器を最大限に生かして。

　軍団の後方にたたずむカスタ王子は、わずかにほんのわずかにだが表情を緩める。

　……ジオラル王国、エンリッタ王国が相次いで黒い化け物を退けた。

　この状況なら、ようやく攻めの手が打てる。

　そして、それがわからないエレンではない。必ず、あの少女は手を打つ。

　ようやく、負けない戦いではなく、勝つための戦いができる。

　そのためにも、ここでやるべきことを完璧にやり遂げてみせる。







[image: 第十四話：残されたものたちは、回復術士を迎えに行く]







　ジオラル城に、フレイアとクレハが戻り数日が経たち、その間、情勢はめまぐるしく変わっていた。

　ジオラル王国とエンリッタ王国の勝利により、人類に希望が生まれ、各国の士気が高まった。それと同時に二国は黒い化け物を殺す紋章を全世界に共有した。ひそかに作り続けた武器ごとだ。

　小出しにしなかったのは、この勢いが欲しかったからだ。

　二つの勝利により、敵の打てる手は少なくなった。

　なにせ、三つに分けた戦力のうち、二つがほとんど壊滅したのだから。

　しかも、黒い化け物を殺せる武器が出回っている以上、今までのようなごり押しはできない。しかし、まだだ。

　壊滅したとはいえ、もう一つの大戦力は残っている。

　黒い化け物の本当の恐ろしさは、戦力の補充能力にある。

　付近の村や町を呑み込みながら、その民を黒い化け物にすればいい。

　この機に、ジオラル王国とエンリッタ王国は協力して徹底的に叩たたかなければ、結局振り出しに戻ってしまう。

「そう、考えるでしょうね。普通なら」

　エレンは自室に広げられている地図の駒を動かす。

　それが定石だからこそ、黒い化け物側も拠点を作り戦力の補充と防衛に主眼を置いている。

「だからこそ無視する。正攻法で勝てる相手ではないです」

　博ばく打ちもいいところだ。

　放っておけば、眼と鼻の先で、追い詰めたはずの敵がどんどん数を増していくのをわかっていて放置するのだから。エレンの手は一見、愚かな手だからこそ奇襲になりえる。

　ここで打つべきは守りではなく、攻めの手だ。

　懐に飛び込んできた敵を放置したうえで、外敵の排除よりも敵の本拠地を叩くことに戦力を割く。

　たしかに放っておけば、戦力を補充されて振り出しに戻る。だが、振り出しに戻るまでの時間を得られた。

　ジオラル王国とエンリッタ王国の勝利は、その時間を得るためにあった。

「……耐え忍ぶ戦いは趣味じゃないんですよ。私、Ｓですし。さて、賽さいを投げましょう」

　エレンは、目をつぶり、自らが描いたこれからの展開を検証する。

　いくつにも分岐する可能性。

　その中で選ぶのは、最善手と思えるものではなく、たとえ読みが外れたとしても、ケヤルガたちが方向修正可能な手だ。

　どれだけ優れた軍師が先を読み策を作ろうと、想定外のことは起きる。

　ならばこそ、その起こりえる想定外を対処できる幅こそを重要視して、選択する。

「やっぱり、これしかないですね。人を操るのは好きですけど、一度動き出すと祈るしかないのは辛いところですね」

　エレンは立ち上がる。目指すのは、皆が待つ作戦本部。

　最後の仕事が待っている。
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　作戦本部には、ジオラル王国の主要な面々が集まっていた。

　中にはフレイアやクレハ、グレンも。

「皆さん、よく集まってくれました。皆様が死力を尽くしてくれたおかげで、わずかながら勝機が生まれました。……守るのは終わり、仕掛けます。次の標的はグランツバッハ帝国。ブレットを討ちます」

　エレンの宣言に、ざわめきが広がる。

　皆、敵が送り出した戦力の駆逐をするものだと思っていたからだ。

「ジオラル王国と、エンリッタ王国。双方の正規軍が紋章装備で、敵に残された最後の主力を擁する拠点、ファーコルトに歩調を合わせて進軍します。……ですが、これはあくまで囮おとりです。不自然にならない範囲でゆっくりと進み、敵の目を引き付ける。本命は夜闇に乗じて空からグランツバッハ帝国を攻める部隊です」

　空という言葉で、さらにみんなの顔に疑問符がつく。

「えっと、エレンちゃん。それって飛行機を使うってことですか？　それだと、せいぜい五、六人が限界ですよ」

「そうね、私たちが倒したドラゴンの素材を回収したけど、結局、ケヤルガ以外には飛行機を造れなかったわ。錬金魔術の使い手はいても、彼らじゃ精度が足りないのよ」

「フレイアさんとクレハさんはそちらを使いますが、空を飛べるのは飛行機だけではありません。ケヤルガ兄さまがお土産を残してくれました。……その名は気球です」

　エレンが、机のうえに設計図を広げる。

　それは気球というよりも飛行船に近いものだった。

　数十人が乗れる空の船の設計図。

「ケヤルガ様が必要になるかもしれないと言っていたもの。すでに工房で製造と試験が済んでいます。これなら五十人程度の乗船が可能です。【剣聖】の一族を始めとし、この国に残されたすべての精鋭を選よりすぐり乗船させます。我が国、最強の少数精鋭なら、五十人でも立派な戦力です」

「おっきな風船みたいですね。こんなのが空を飛ぶなんて信じられないです」

「信じられないから、奇襲になるんです」

「でも、疑問があるわ。空に浮かぶ気はするけど、どうやって進むのかしら？　やっぱり風の魔術？　フレイア以外にこんなでかぶつを自在に操れる魔術士なんてそうそういないわよ」

「その点に抜かりはありません。……協力者がいます」

　エレンが指を鳴らすと、赤い肌の竜人が入ってくる。

「私は魔王直属部隊の竜騎士だ。名をアレクラ・ハルトマン。我らの竜が牽けん引いんする」

　人が造った気球を竜が引く。それこそが、エレンの手だ。

　これであれば夜闇に乗じて、警戒されていない上から攻められる。

　開戦と同時に、この手を使うこともできたが敵の航空戦力を警戒していた。

　加えて、ここまで徹底的に交戦したからこそ、即座に攻め入る手段があるとは敵も想定していない。

「いいですか、作戦は至ってシンプルです。まずは、フレイアさんとクレハさんが飛行機で突撃します。そうすることで、敵の航空戦力を引き付けます。フレイアさんとクレハさんは航空戦力を打ち破り、制空権を取ってください」

「わかりました。任せてください」

「お安い御用よ」

「心強いです。そして、お二方が空を支配する、あるいは隙を作れしだい、二方面から精鋭を乗せた気球がグランツバッハ帝国上空から侵入。限界まで積載した爆弾を投下後、着陸し、ブレットの首を取る」

「あの、エレンちゃん。二方面ってどういうこと？　気球が二台あるんですか？」

「いえ、紋章付きの装備を作るのにもかなり人員を割いているので、一つ造るのが精いっぱいでした。……もう一つは、魔族領域から来ます。この設計図は、イヴさんのところにも届け、向こうで同じものを完成させてあります。こちらと同様、魔族の精鋭たちを乗せて、竜たちが気球を引いてやってきます。奇襲というのは、畳みかけてこそ意味があります。空から、しかも魔族領域との共同作戦で敵の意表をつけるでしょう。それから、もう一つとっておきがありますのでお楽しみに」

　奇襲は、定石から外れるがゆえに、効率が悪い。

　相手が動揺せずにどっしりと構えてしまえば、ただの悪手に変わる。

　そうさせないために、奇襲をかけるならば怒ど涛とうの展開が必要だ。決して平常心に戻らせない。

「こんなことをして、ケヤルガとセツナは無事なのかしら？」

　あの城には二人が人質として囚とらわれているのだ。

　攻撃が始まれば、盾にされるか、殺されるか、ろくなことにはならない。

「無事じゃすまないでしょうね。でも、やります。ケヤルガ兄さまなら、きっとなんとかします。どっちみち、ここで動かなければ負けです。指を咥くわえて敗北するより、勝つ可能性がある選択をします。……反論は許しません。私は、ケヤルガ兄さまに後を頼まれてここにいる。私の言葉はケヤルガ兄さまの言葉です」

　強く、透き通った声で断言する。

　エレンは一歩も引くつもりはない。ここで引けば、あるいは自分の考えを曲げれば、それは後を任してくれたケヤルガへの裏切りになるのだから。

　フレイアとクレハは笑う。

「わかりました。エレンちゃんにすべてを委ねます」

「そうね。こういうのはあなたの領域よ。悔しいけど、私たちじゃ、どうにもならないわ」

　ケヤルガは無能を近くに置かない。エレンの戦闘力は皆無だ。それでも、彼はエレンを傍そばに置き続けた。

　それは軍師としてのエレンの力に全幅の信頼を置いているからだ。

　その意味がわからない二人じゃない。

「グレン、あなたも行ってください」

「ん？　グレン的にはべつにいーけど、エレンを守る人いなくなるの」

　グレンはエレンから美味しい肉をもらいながら、もふもふごろごろしたペットライフを満喫していたが、きっちり護衛としてやることはやっている。

　何度か暗殺を防いでもいたのだ。

「この作戦が成功すれば勝利、失敗すれば終わりです。どっちみち、私ぐんしはもう必要ありません。なら、あなたという戦力をいらなくなった駒を守るために使うのは愚策ですから」

　エレンは生粋の軍師。

　グレンを傍に置いたのは、不安からでも保身からでもない。自分が死ねば終わりだったから必要なコストを払っただけ。

　そして、その必要がなくなれば、そんな駒の無駄遣いはしない。

　エレンはフレイアたちすら駒として割り切っていたが、自らもまた駒と認識しているのだ。

「……へえ、人間って面白いの。言うことを聞いてあげる。グレンはエレンのこと、肉を出してくれる召し使いぐらいにしか思ってなかったの。でも、ちょっぴり格上げしてやるの」

「ありがとう、グレン。帰ってきたら抱っこさせてください」

「まあ、特別サービスで肉抜きでも抱っこさせてやるの。だから、死なないで」

　そういうとグレンは子ギツネの黒い鼻をエレンの鼻に押し付ける。

　ほのかに、神獣の気が流れ込む。

　ちょっとしたおまじないだ。

「ええ、グレンをもふもふするまで死ねないです。それから、まだまだケヤルガ兄さまに愛してほしいですし」

　エレンが微笑む。

　それはやり切ったものの顔だ。

「では、皆さん、日没と同時に出撃です。それまでに準備を」

「「「はっ！」」」

　軍師は最後の命令を発する。この瞬間、彼女の仕事は終わった。

　エレンは目を閉じ、ケヤルガの顔を思い浮かべる。

　……あの人の期待に応えられたかな。そんなことを考えながら。
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　ジオラル王国とエンリッタ王国で反撃の狼煙のろしがあがった。

　黒い軍勢の侵攻を撥はねのけた二国はその勢いで、敵の第三勢力を滅ぼすために出兵する。

　だが、それは囮だ。

　本命はグランツバッハ帝国を狙う。

　もとより、消耗戦では圧倒的に人類側が不利であり短期決戦。つまりは【砲】の勇者ブレットの首を獲とる以外に勝ち目がないのは誰の目にも明らかであり戦略としては間違っていない。

　しかし、それを実行するには並外れた胆力が必要だ。目先の安全を捨て、勝ちに行くなんてことは普通はできないものだ。

　そして、その実行方法もまた常識の埒らち外がいにあった。

　竜に気球を引かせて、敵の急所に精鋭部隊を叩たたき込む。

　気球という存在そのものが、開発中の新兵器であり世に出回っていない。ましてや竜にひかせるなんて発想はどこにもない。

　いかにブレットといえど、この一手を読むことはできない。

　奇襲をかけることはできるだろうが、それでも首を獲とれる確率は低い。

　なにせ、今のグランツバッハ帝国はほとんどすべての民が異形と化した魔都。

　普通の国であれば、一般市民は戦力として数えないでいいが、グランツバッハの場合は全人口が戦力、それも通常の兵士を圧倒する強さ。

　少しでもブレットの首を獲るのに手間取れば終わり、あっという間に圧倒的な戦力の差に呑のみ込まれる。

　この作戦の決行をしたエレンにとっても苦渋の選択だった。

　勝ち目が薄い博ばく打ちであるのは本人も理解している。

　しかし、判断し実行しなければ、博打をすることすらできなくなる。今が一番、まだマシな賭けができる。そんな中での決断だった。




　　　　◇




　竜に引かれた気球が空を飛ぶ。

　積載容量のほとんどは精鋭たちとその装備が占めていた。

　水と食料は最低限しか積まずに、可能な限り人員を増やした。短期決戦でなければ終わりなのだから、長期戦への備えは無用の長物にすぎない。

　ここにいるのは精鋭ばかりであり、新兵のように恐れたり、取り乱したりすことはない。

　しかし、さすがに今回は緊張した面持ちだ。

　ただ一人を除いて。

「お肉、美味しいの」

　子ギツネが、土産にもらった肉にかぶりついている。

　あまりにも、今の空気には似つかわしくない姿。

　死地へ赴く者の悲壮感はない。

　本人にその気はないが、愛くるしい子ギツネの姿と、無邪気な仕草が一種の清涼剤となり、兵たちの心を癒いやしている。

　一人の兵がグレンのもとへ行く。

「あなた様は神獣と伺っています。なにか、あの化け物たちに打ち勝つ、まじないのようなものはないでしょうか」

「うーん、あることにはあるの。美味しいお肉食べて、上機嫌だし特別なの。その剣、貸してみるの」

「どっ、どうぞ」

　ここにいる精鋭すべての武器には対黒い化け物用の紋章が彫られている。その紋章に子ギツネが前足を乗せた。

　すると、赤く紋章が輝き出し、グレンが前足を離しても、光は消えない。

「武器はあまりよくないけど、その紋章はグレンの力と相性がいいから力を込められるの。黒い化け物なんて、それでイチコロなの」

「あっ、ありがとうございます！　みんな、見てくれ。神獣様が私の剣に祝福を！」

　その男の叫びで辺りが大騒ぎになり、グレンのもとへ押し寄せてくる。

　当然だ。

　これから向かうのは死地。少しでも力がほしい。神獣の破邪の力を武器に宿せるとなれば、それに縋すがりたくなる。

　群がる人たちを見て、グレンがめんどくさそうな顔をしている。

　この子ギツネは自由奔放。

　他人のために何かする殊勝な心はない。

　今のはただたんに上機嫌だからの気まぐれだ。

　この場にいる全員の紋章に力を流すなんてめんどくさくてやってられない。

「グレンは疲れたの、もう無理！」

　ぷいっとそっぽを向く。

「そんな、そこをなんとか」

「俺、どうしても故郷に帰って、あいつを迎えに」

「肉が好きなんだろ。俺の分の保存食、これをやる！」

「僕だって、病気の母親が」

　そうは言うものの、あっさりと諦めてくれるわけがなく、頼み込まれ、最後には泣き落とし。

　いかに自由奔放なグレンとはいえ、死にたくない、生きて家族のもとへ戻りたいと縋りつかれたら、さすがに気が引ける。

　家族。

　その言葉を聞いたとき、ケヤルガの顔が浮んでしまったのだ。

　それも、なぜかさわやかな笑顔で。

　グレンは首を傾かしげる。そんな顔、見た記憶がない。でも、ちょっぴり寂しくて泣きたくなった。

「しょうがないの、生きて戻ったら高い肉をグレンにお供えするの。保存食の安くて硬い肉はいらないの。……あと、グレンのご主人様を守るために命をかけるの。やけくそなの！　条件が呑めるなら、武器をもってくるの！　グレンの気が変わらないうちにそうするの！」

　そして、とうとう折れた。

　この場にいる全員が条件を呑み、グレンは一人ひとりの武器に力を注ぐことになった。

　死んだ目で、ぺたんぺたんと前足をついていく。

　はじめはテンションは最低だったが、感謝され、おだてられるたびに調子にのっていき、最後には上機嫌になっていた。

「あがめられるのも悪くないの、ご主人様ももっとグレンを敬うべきなの！」

　そして、最後の一ペタン。

　これで全員分終了した。

「ありがとうございます、グレン様！」

「なんて神々しい毛並み」

「猫派から、キツネ派に改宗します」

「どうか、もふらせていただけないでしょうか！」

「くるしゅうないの！　でももふるのは駄目なの。もふっていいのは、グレンの特別な人だけなの。きつねの尻尾は安くないの！」

　そう言いながら尻尾を振り、丸くなって、尻尾を枕にする恒例のきつ寝を始め、取り巻きたちはうっとりと眺める。
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　力を使いすぎて眠くなったし、眠って回復しないと半日後の戦いに支障がでる。

　グレンはなんだかんだ言って、ケヤルガを助けたがっている。これは万全の状態にするためのきつ寝なのだ。

　……この一幕はグレンにとって、ただの偶然で気まぐれだった。

　しかし、その気まぐれはいろいろなものの計算を狂わせることになっていく。




　　　　◇




　気球の前を先導していく飛行機がある。

「ふう、これだけゆっくりと飛ぶのは逆に神経を使いますね」

「あと少しがんばって、もうすぐ着陸地点よ」

　飛行機だけであれば、その日のうちに奇襲をかけられたが、気球に合わせるとなるとそれは不可能。

　今日は着陸し、休息を取り、明日仕掛ける予定となっている。

　その休息は魔族側とタイミングを合わせるためにも使う。

「あそこが着陸地点ですね」

　先行していた諜ちよう報ほう部員が、気球の姿を確認し、サインを送っている。

　それを見て着陸態勢に入り、数秒後には危なげなく着地していた。

　二人は、手際よく野営の準備を始める。

「ケヤルガとの再会、楽しみね」

「はい、あの人がいない日々は辛いです」

「そうね。寂しいし、体も疼うずくわ」

「クレハちゃんは、そういうこと口にするタイプじゃないと思ってました」

「今さら取り繕うこともないわ。……たぶん、これが最後の戦いよね。これが終わったら、ケヤルガと子供を作って、のんびりしたいと思うの」

「あっ、実は私もなんです。そういうの憧れてました。今まで、忙しすぎましたし。それにケヤルガ様も、これ以上何かを手に入れるより、そういう日々を望んでいると思うんです」

「そうね、周りの人は野心家だって言うけど、ケヤルガの本質は違うと思うわ。平穏と平和。安らぎ。そういうのを求める人よ。あの人はそこまで多くを望んでいないわ」

「……驚きました。私以外にケヤルガ様をそう思っている人がいるなんて」

　ケヤルガという人間は、常に騒動の中心にいて、金も女も何もかも手に入れ、逆らうものはためらいなく叩き潰つぶしてきた。

　世間では英雄ではあるが、欲望のままに突き進む暴君として見られており、平穏、平和、そういったものからもっとも離れたところにいるという意見が一般的。

　なのに本心ではケヤルガは平穏と平和を望んでいる。そう、二人は言う。

　それは正しい。

　彼という人間の本質はそこにある。

　好き好んで、暴れまわっているわけではなく、自らが望む優しい世界を手に入れるために動いている結果、そうなっているだけだ。

　クレハはともかく、フレイアがそれに気づいたことは、ケヤルガにとっては想定外だろう。

　ケヤルガにとって、フレイアは外法をもって自分に従わせた人形だ。

　主人の内面を見抜くなどあってはならない。それは、人間がその中身まで愛して初めて起こりえる奇跡なのだから。

「勝ちたいですね。勝って、ケヤルガ様を取り戻して、ケヤルガ様がケヤルガ様らしくすごせる、そんな世界にしたいです」

「ええ、そのためにここにいるわ。……戦いが終わってからもいろいろ面倒でしょうけど、それはできる人に任せちゃいましょう。そっち方面で私たちは無力だわ」

「それ、エレンちゃんやイヴちゃんに言ったら怒られますよ」

「エレンとイヴは戦いが終わってからのほうが忙しいものね」

　フレイアとクレハは笑いあう。

　お互いに友情というものを感じ始めていた。

　今までは所詮、ケヤルガを中心に集まったひとりでしかなく、ケヤルガが消えればとくに話をすることもない他人。そんなふうにお互いを見ていた。

「竜騎兵が一人来てますね。イヴちゃんの使いです」

「明日は競走ね」

「なんのですか？」

「誰が最初にケヤルガを救うか」

「負けませんよ」

　平穏に過ごせる最後の夜は過ぎていく。

　フレイアとクレハはあえて、その日は二人きりで過ごした。

　気球が降りて来てからは、そちら側と事務的な話を最小限にし、あとはテントの中に引きこもった。

　女同士、二人きりでケヤルガの話で盛り上がった。

　愛する男の話で盛り上がるのはことの外楽しく、時間を忘れた。

　翌朝、飛行機が飛び立つ。

　あと数時間もすれば最悪の敵地だ。

　愛する人の顔を思い浮かべ、少女たちは空を往ゆく。
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　いよいよ、戦いが始まる。

　日が沈むと同時に、グランツバッハ帝国上空に飛行機が侵入する。

　飛行機の存在はグランツバッハ側も知っており、対策もされていた。

　黒い化け物となっている竜たちが襲い掛かる。

「舐なめられたものね」

「そうですね。それは一度、叩き潰した手です。でも、油断はしないでください、同じ手だと思わせる策かもしれません」

「……そうね。ちょっとケヤルガに似てきたんじゃない？　もし、ケヤルガが居たら、同じことを言っていた気がするの」

　グランツバッハ帝国によるジオラル王国への侵攻が行われた際、敵主力上空に飛行機で侵入、クレハが竜たちを切り伏せ、フレイアが大規模魔術で焼き払った。

　もし、敵があのときのように力任せに竜で叩き潰そうとするのなら、また同じようにクレハが切り伏せ、フレイアが大規模魔術を放って終わりだ。

　クレハが飛行機から飛び降り、風を踏んで空を進む。

　さながらその姿はワルキューレ。

　無数のブレスを躱かわし、振り下ろされた爪を逆に切り裂き、まったく竜たちを苦にしない。

　逆に竜たちは次々に両断され墜落していった。

　このままいけば、そう遠くないうちに竜たちは全滅する……そんなときだった。

　斬り伏せた竜の陰から天使の翼を生やした少年が現れ、槍やりを持ってクレハを狙う。

　不意打ちでありながら、クレハは即座に対応し、額を狙った一撃を、首を捻ひねり躱す。

「僕の一撃を躱すとは、下等な人間にしてはやるね」

「私を舐めてるのね。なら、舐めたまま死になさい」

　繰り出された槍の追撃、それを躱すだけでなく、カウンターを首筋に叩たたき込んだ。

　しかし、それは決定打にならない。クレハの剣が止められたのだ。

　信じられないことに鉄をバターのように引き裂く【剣聖】の剣が皮膚で止まっている。

　無傷ではないが、うっすらと血が流れている程度。

「今の私に斬れないものがあるなんて……面白いわね」

　クレハと対たい峙じする少年天使は首元を拭い、血がべったりとこびりついた手をじっと見る。

　彼は美しい。中性的で、儚はかなくて。

　だけど、その顔が憤怒に歪ゆがんでいき、元が美しいだけに余計に醜悪に見える。

「傷を、僕の体に傷を、神皇帝様の所有物に傷をおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　光が爆発する。

　体から、無数の槍がハリネズミのように突き出された。

　クレハはさらに後方に下がりつつ、体をひねり、自らを捉えうるものを剣で払う。

　それでも、二本はかわし切れず、太ももと脇腹に掠かすり、怪け我がを負った。

　トリッキーな攻撃故に一瞬の反応遅れ、それを差し引いても少年天使の攻撃が速すぎた。

　クレハは目の前の少年を強敵だと認識し、ギアを一つあげる。

「ふう、舐めていたのは私のようね。温存、なんて考えるから余計な傷を負う。ケヤルガに怒られるかも」

　そんなクレハに槍を生やした少年が襲いかかってくる。

　クレハはそれを出迎えるように加速。

　すでに少年の速さを知っている。

　だから、反応できないほどの速さでも予測できる。

　無数の槍を躱しながら、肉薄。

　クレハの剣が届く、直前に少年からさらなる槍が生えた。

　が、クレハはそれを読んでいた。

　今のクレハは想定外すら、想定している。

　槍の一部はかわし、一部は急所を外して受けて、渾こん身しんの一撃を叩き込む。

　さきほどは皮膚で止められた。

　だけど、すでに速さを知っているように、硬さも知っている。

　ならば、簡単だ。

　その硬さを斬れるだけの力を込めればいい。

　さきほど斬れなかったのは、クレハは竜の戦いですら前座と捉え、力を温存していたから。

　温存を考えなければ、本気であれば、斬れるのだ。

　脳天から、股下まで一刀両断。

「あああああああああああああああ、繋がらない、僕のが、繋がらない。大事な、神皇帝様を喜ばせるための、僕のがああああああ」

　少年天使は墜落していく。

　真っ二つにされても即死ではない、異常な生命力だ。

　しかし、紋章が刻まれた剣は黒い化け物の再生を阻害する。

　いずれは死ぬだろう。

　少年天使は、黒ではなく白かったが、それはかわらないらしい。

「……強かったわね」

　独白しながら、太ももと脇腹に突き刺さった槍を引き抜く。

　あっさりと終わったが、軽傷は覚悟したうえで、力任せの突進をすることで不意打ちじみた一撃を強引に当てた結果だ。

　短時間で終わらせるため、その手を選択した。

　逆に言えば、クレハがそうしない限り長期戦になってしまうと考えるほどの強さ。

　だというのに……。

「ちょっと、嫌になるわね」

　そんな強敵を倒してしまったばかりだというのに、竜たちの増援に交じり、少年天使が三人も現れた。

　さきほどの少年天使と同格であることがクレハにはわかる。

　さすがのクレハも、少年天使三人相手に勝てる自信はない。

　フレイアの援護も期待できない。今のフレイアは竜のブレスを躱すのに精いっぱいだからだ。

　天使に集中している間に、竜たちは飛行機を狙っている。

「まずいわ」

　本来の作戦であれば、まずは二人が先行し、制空権を獲とり、その後に気球がやってきて本拠地に突入、そのまま精鋭たちが雪崩込むはずだった。

　しかし、この状況では制空権は獲れない。

　このまま気球がやってくれば、目標地点にたどり着くまえに落とされてしまう。

　少年天使たちは険しい顔をしている。

「アキエルの仇かたきだ」

「汚らわしい女のくせに」

「豚の玩具おもちやにしてやる」

　少年天使三人は、クレハを宿敵とみなしている。

　さきほど斬ったものと違い、最大限に警戒し、三人がかりでフォーメーションを組む。

　三対一の場合、勝つには実力差が三倍あればいいというものではない。三方向から同時攻撃される上に手数もまるで違う。なおかつ空というフィールドも大人数に有利に働く。遮蔽物がなく、全方位から攻められるからだ。

　せめて、背中を任せられる相手がいれば、数の不利を埋められるのに。

　全力で戦って、なお勝てない。そのことに気付き、クレハが唇を噛かんだ次の瞬間だった。

「遅くなったね！　増援に来たよ！」

　魔王が現れる。

　黒い翼と銀の髪を持つ麗しい少女。

　当代の魔王にして、ケヤルガの恋人。

　彼女は、百近い黒翼族たちと共にこの空を飛んできた。

「イヴ！　どうしたの彼らは」

　クレハは、彼女が引きつれている黒翼族たちの顔ぶれを見て叫ぶ。

　顔見知りがいた。そして、それはここにいるはずがない面々だ。

　なにせ、かつて黒翼族の集落で仲良くなった人たちばかり。もう死んでいるはずの者たちだ。

「ちょっとだけ、力を借りることにしたんだ」

　……イヴの引き連れている黒翼族たちは死人。

　スキル、【黒翼召喚】。

　死して、未練を残した黒翼族たちは、もっとも輝ける同族の魂に引かれ、その翼に宿る。

　イヴはその魂を具現化できる能力を持つ。

「みんな、いくよ。私たちの力を見せてあげよう。……あいつらの力は先代魔王の残ざん滓し、私たちの力で刈り取る義務がある。【聖光爆裂】」

　きわめて希少な光属性魔法、【聖光爆裂】が発動する。

　イヴだけでなく、その背後にいる眷けん属ぞくからも同じく放たれた。

　少年天使が、竜が、次々に光槍に貫かれて落ちていく。

「再生が……」

「痛い、痛いよぅ、神皇帝様」

「僕たちは永遠なのに、どうして」

　少年天使たちはわけもわからず、落ちていく。

「それはもともと魔王の力。本物の魔王とその眷属の攻撃には意味をなさないよ」

　イヴは魔王となり、先代魔王と同じく黒い力に浸食され始めていた。

　そして、そうなることで、それがなんなのか理解した。

　今まで、歴代の魔王は自分が自分でなくなっていく恐怖に怯おびえ、目を逸そらした。

　だけど、イヴは違う。

　自らを蝕むしばむ何かを真正面に見据え、見据えたうえで対処法を考察し、その力すら従えてみせようと決めたのだ。

　彼女の恋人がそうだったから。

　ケヤルガは怖いものほどよく観察し、対処を考えていた。そんなケヤルガが好きで、憧れたから、イヴもそうしている。

　イヴの眷属たちが翼に帰っていく。

　力の消耗が激しいスキルであり、魔王として覚醒したイヴであっても長時間の展開はできない。

「残党は私に任せてください。イヴちゃんもクレハちゃんもこちらに！　飛行機の周り以外は危険です」

　フレイアが叫ぶ。そして、一つの大魔術を完成させた。

「第六階位広域気流操作魔法【アイオロス】」

　上空から、凄すさまじいまでの下降気流が発生し、イヴとその眷属による一斉掃射によって、空で傷ついていた敵の軍勢が地面に叩きつけられる。

　地面に叩きつけられた風は水平方向へと移り、地表にも甚大な被害を与える。

　いわゆるダウンバースト。

　超大規模な竜巻が街のど真ん中に起こったようなもので、それだけで街は壊滅状態。

　今や、空を飛んでいるのは飛行機とその周辺にいるイヴとクレハだけ。

「やった、綺麗に片付きましたよ！」

「私が助けに来なくてもなんとかなったかもね」

「いえ、それはないわ。あの天使たち、強いわよ。このぐらいの風は苦にしなかったんじゃないかしら。何はともあれ、よく来てくれたわ、イヴ」

「イヴちゃん、一緒にケヤルガ様を助けましょう」

「うん、そのために来たんだ。偉い人に魔王が直接行くなんてって怒られたけど、私はケヤルガの恋人だからね」

　少女たち三人が笑う。

　そして、敵がいなくなった空に、ジオラル王国を出発した気球と、魔族領域からやってきた気球がゆうゆうと入り込む。

　気球は、そのままグランツバッハ帝国の城に激突。

　その衝撃で空いた穴から、ジオラル王国の精鋭、魔族や魔物たちが雪な崩だれ込んでいく。

　それぞれの手には、当然のように対黒い化け物用の武器。

「私たちも降下しましょう」

「手て筈はず通りね」

「二人とも無事だといいんだけどね」

　三人は降下する。

　……実のところ、気球に乗っている精鋭、魔族、魔物は囮おとりだ。

　気球での奇襲自体が、迎撃にでた主力軍を目くらましする囮のため、二重の囮といえる。

　本命は、グランツバッハ帝国の地下通路から潜入する、イヴ、クレハ、フレイアの三人。

　地下通路を通り、セツナを救出。

　その後、ケヤルガのもとへ行く。

「あー、待つの！」

　そんな三人のもとに可愛らしい声が聞こえてきた。

「むー、グレンを忘れたらやなの。だいたい、グレンがいないと、ご主人様とセツナを見つけられないの」

　モモンガのように両手両足を広げて滑空してきた子ギツネだ。ちゃんと飛行のための被膜がある。

　グレンの場合、人の姿など変身できるバリエーションの一つにすぎない。このようななんちゃってキツネモモンガのような姿になることも容易たやすい。

　そして、グレンは鼻がいいし、グレンとケヤルガは魂の奥底で繋つながっているので、どこに隠されていようとわかるため、道案内には最適だ。

「ごめんなさい、グレンちゃんのことを忘れてたわけじゃないんです」

「これからグレンのために働くなら許してやるの。まっさきにご主人様のところにたどり着いて、なでなでしてもらったり、気持ちいいことしてもらったりするのはグレンなの。みんなはグレンのために、せっせと邪魔な奴やつらを片付けるの」

「……これで見た目が可愛かわいい子ギツネじゃなかったら、置いていくところね」

「まあ、グレンらしくて、これはこれで可愛いと思うよ」

　そして、三人と一匹は走り出した。

　ケヤルガを迎えに行くために。

　敵の注意は、数の多いところに向いている。

　今なら楽に忍び込めるだろう。
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　城というものには、脱出路が設けられていることが多い。

　堅けん牢ろうな城壁に守られている城は安全ではあるが、万が一落とされたときにはその堅牢さが仇になり脱出できなくなる。

　その万が一が起きたときに、城内から王族を逃がすため、王族のみが知る抜け道というのが用意されているのだ。

　例にもれず、グランツバッハ帝国の王城も抜け道が存在した。

　それを使ってフレイアたちは城内に潜入する。

　この城の場合は下水道に紛れ込ませる形で抜け道が存在していた。

　王族しか知りえない情報を、フレイアたちが知っているのには理由がある。

　グランツバッハ帝国の王子が一人、とある国へ留学中であり、そいつを捕まえて聞き出した。

　ブレットによってグランツバッハの王族たちはすべて殺され、国民たちは化け物にされているという話を王子に聞かせると、王子は悲しみ、怒り、協力してくれるようになった。

　これもまたエレンの策。

「今さらだけど、私たちも気球で城に侵入すれば良かったんじゃないかしら？」

「ただ、敵を倒すだけならそうですけど、セツナちゃんと、ケヤルガ様を助けるのが最優先ですから」

「それもそうね」

「グレンちゃん、セツナちゃんの匂いは感じますか」

「ここ、臭すぎて匂いがわからないの！　捜すのは地上に出てからなの」

　子ギツネが鼻をキツネ尻尾で覆っている。下水道の近くなので悪臭がひどい。

　嗅覚がいいグレンにとっては地獄なのだ。

「仕方ないですね。……この地図によればもう少し歩けば、食糧庫に出るはずですよ」

　エレンに持たされた地図をフレイアが見る。

　正解のルート以外に入れば、容赦ない罠わなが待ち構えている。

　道を間違うわけにはいかない。

　王城には棟が四つ存在し、最初に目指すのはセツナが捕まえられていると推測される棟だ。

　ここに捕らえられているというのも、例の王子からの情報によるもの。魔術を使えるものを拘束できる設備は限られる。

　こつんこつんとフレイアたちの足音だけが響く。

「不思議ですね、見張りが誰もいません。エレンちゃんが言うには、留学中の王子のことはブレットも知っている。だから、私たちが抜け道を知っていることがブレットにばれていて、待ち伏せされる可能性が高いらしいんです」

「上の襲撃の対策に忙しいんじゃないかしら？」

「そうだといいのですが」

　そうこうしているうちに、天井が低い場所にきた。

　その天井のあるポイントを押すと、簡単に天井がはずれ、食糧庫が目に映る。

　フレイアが【熱源探査】の魔術を使い、待ち伏せされていないことを確認し、安全だとみんなに伝える。

　するとグレンはぴょんと軽く跳んで一番のり、次に身軽なクレハとイヴが上って、フレイアを引っ張り上げた。

「美味おいしそうなのがたくさん、じゅるり」

　食糧庫だけあって、様々な食材が並んでおり、グレンが尻尾を振っていた。

「駄目ですよ。時間がないんですから」

「グレンだってわかってるの！」

　そうは言いつつも、ちゃっかり一番いい肉を咥くわえているあたりがグレンらしい。

　肉を咥えながらグレンが鼻をすんすんと動かす。

「セツナの匂いがする。二つか、三つ、上の階にいるの。ご主人様の匂いはしない」

「そうですか、ならそちらへ合流です。時間がないのでショートカットしますよ。グレンちゃん、セツナちゃんがいる方向を指さしてください」

「あっちなの！」

　グレンが斜め上に手を伸ばす。

「そうですか。なら、真上に放てば大丈夫ですね」

　フレイアが微笑ほほえみ、詠唱を始める。

　本来、フレイアクラスの魔術士であれば詠唱を破棄することが可能。

　そして、それをあえてしないということは、フレイアクラスの術者でも、詠唱を破棄できないほどの魔術ということ。詠唱が完成する。

「第六階位炎熱魔術【紅光】」

　人間の限界である第五階位の先にある魔術。

　それは超高密度の炎を放つ魔法。

　本来なら、この棟そのものを燃きつくすだけの炎を超圧縮して、プラズマ化させて放つ。

　石でできた天井をぶち抜き、それでも赤い閃せん光こうは減衰せずに真まっ直すぐに空へ届き、雲を割った。

「道は作りました。イヴちゃん、セツナちゃんを連れてきてください」

「めちゃくちゃするね。でも、てっとり早くていいかも。じゃあ、グレン、セツナに近づいたら教えてね」

　イヴがグレンを抱きかかえて、羽ばたく。

「こやっ!?　いきなりはひどいの、お肉落としたの！」

　グレンが落ちた肉を名残惜しそうに見ながら短い手足をばたばたさせるが、イヴは気にせず、フレイアがぶち抜いた穴を通って飛ひ翔しようし、上へ上へ向かう。

　四階についたあたりで、グレンがこんっと鳴く。

「この階なんだね」

「もう少しなの」

　グレンは尻尾で方角を示し、イヴがその方向に飛ぶ、イヴは魔力を纏まとった体当たりで壁をぶち抜きながら最短ルートを飛んでいた。その際にはグレンを抱き込むようにして怪け我がをしないように配慮している。

「フレイアに乱暴っていった人のやることじゃないの」

「時間との戦いだからね」

　そうして、やってきたのは牢ろう屋やが集まったフロア。

　イヴは魔力が分散していくのを感じていた。

　この牢の素材は魔力を拡散させる力がある。

　近づいただけでこれなのだから、牢屋の中に入れば、自分ですら魔術を使うのに苦労するだろうとイヴは見抜いた。

　そして、ここに来てようやく見張りと遭遇する。

　少年天使。黒い化け物すら超える力を持つ、ブレットの寵ちよう愛あいを受けたものたち。

　その少年天使が両手両足を縛られたセツナを盾にしていた。

　セツナは何かされたのか、気を失い、ぐったりしていた。

「さすが、神皇帝様。なんという慧けい眼がん。本当に女を助けにノコノコ仲間がやってきました」

「やっぱり、セツナを助けに来ることは読まれちゃったみたいだね」

「うーん、でも関係ないの。あの男か女かわからない、くっさいのぶっとばして、セツナを助けるだけなの」

　グレンが退屈そうにあくびをする。

　その余裕の正体は、当代の魔王であるイヴがいることにある。

　神獣たるグレンは少年天使の力について知っている。

　そして、それが本来の持ち主である魔王本人相手では何の意味もないことにも。

　イヴが頷うなずき、光魔術を放とうと力を溜ためる。

　イヴは光速の槍やりで首から上を吹き飛ばすつもりだ。

　反応すら許さない光の速さの魔術であれば、セツナを盾にする暇すら与えない。

「ふふふ、何をやっても無駄です。僕たち上位種は、神の尖せん兵ぺいを生み出せる。もう、神託は終わってる。僕を殺しても、すぐに、この女はこちら側になる」

「そんな、嘘うそだよ！」

「嘘じゃない、さあ、見るがいい！」

　イヴの顔が絶望に染まる。

「ぐひひひひ。見ていてくださいますか神皇帝様！　僕は言いつけ通り、神皇帝様の敵を絶望のふちに叩たたき落としました」

　少年天使が嘲あざ笑わらう。

　ぐったりしたセツナの体から黒い力があふれ出る。

　そして、異形化が始まる。

　このままではセツナもまた、醜い黒の化け物となる。

　この少年天使はイヴたちがセツナを助けに来るのを待っていた。

　その目的は嫌がらせ、助けられると思った次の瞬間に醜い化け物になっていくセツナを見せつけることで、絶望させる。

　ブレットは捕まえることや排除することよりも、絶望させることを優先した。

　彼は知っているのだ。

　ケヤルガとは違って、彼の女たちの心が脆もろいことを。一度心が砕ければ、あとはどうにでも料理できる。

　イヴの表情が歪ゆがむ。イヴにとって、セツナは同じ人を好きになったライバルであり、一番優しくしてくれた大事な友達。

　最初、セツナはケヤルガの命令でイヴの面倒を見ていただけだった。

　イヴも世話役以上の感情はなかった。

　だけど、二人はなんとなく気があった。

　同じ人を好きになったし、根っこのところで似ていた。それにお互いの一いち途ずさになんとなく共感し、いつの間にか友達になっていた。

　イヴは涙を零こぼしながら光の槍を放つ。

　少年天使の首から上が狙い通りに吹き飛んで、セツナは解放される。

　しかし、変質は止まらない。

　少年天使の言葉はブラフではなく、本当にすべては終わったあとだったのだ。

「間に合わなかったよ……。ごめん、セツナ。だけど、せめて化け物になる前に終わらせてあげる」

　イヴが光の魔力を溜めた手を化け物になりつつあるセツナに向ける。

　せめて、人のまま殺す。

　それが、今の自分にできる唯一のことだと信じて。

「さよなら、セツナ」

　そして、光の槍が放たれる。……その寸前だった。

「ふぉっくすぱんち」

　グレンがイヴの肩からジャンプすると、浄化の力を込めた肉球をセツナの額にペタンとする。

　すると、黒い力が嘘のように消えていき、変質が止まる。

　イヴの表情が消える。様々な感情が溢あふれて、どんな顔をしていいのかわからなくなった。それから、はっとした表情で慌てて右手をセツナから逸そらすと、光の槍が壁を撃ち抜いて消えていく。

「危ないの！　グレンとセツナを殺す気なの!?」

　子ギツネが、こんこんと抗議の声をあげる。

「助けられるなら、助けられるって言ってよ！」

　負けじとイヴも声を張り上げた。

「完全に向こうへいっちゃった奴やつらなら殺すしかないけど、なりかけならどうにでもできるの。でも気を利かせて言わなかったの！　『せめて化け物になる前に終わらせてあげる』とか、自分の世界に入っちゃってたから、可哀そうだったの……」

「いや、言っていいよ。そこで止めといてよ！」

　グレンは納得しかねる顔をしながら、『あふたーふぉろー』と言いつつ肉球でセツナの頬ほおを何度もビンタする。

「とにかく、セツナを担いで逃げるの。なんか、臭いの近づいてきてるの。それから、セツナも臭いの、こいつ風呂入ってねーの」

「ああ、もう、とにかく行くよ」

　イヴがセツナをお姫様抱っこし、グレンが頭に乗ると羽ばたく。来た道を帰っていく。

　自らがぶち抜いた壁を通り過ぎ、フレイアがあけた穴から落ちる。

　着地直前で羽ばたいて勢いを殺す。

　セツナを抱きかかえたイヴを見て、フレイアとクレハが駆け寄ってくる。

　感動の空気になる前に、グレンがフレイアに向かって、『セツナが臭い、早く水魔術で洗うの』と言ったせいで色々とぶち壊しになる。

　微妙な空気でセツナが無事だったことを喜び合い、グレンに急せかされながらフレイアがセツナを洗う。

　イヴは苦笑いしながら、何はともあれ第一目標が達成されたと自分を納得させる。

　予定通りセツナを救出した。
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　ケヤルガの言葉を信じるなら、セツナはアレを手に入れているはず。

　そして、いよいよ、ケヤルガとの再会だ。

　久しぶりに恋人と会える。

　こんな状況なのに、イヴはそのことがうれしくて仕方なかった。
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～ケヤルガ視点～

　幽閉されている部屋でほくそ笑む。

　どうやら始まったようだ。

　魔力が溢れ、怒号が響いている。

　大きな揺れが二回起きた。この規模の揺れ、おそらく気球船の直撃が二回。

　どうやら、俺の残した設計図を使い、ジオラル王国と魔族領域で完成させたらしい。

　そうであるなら、今頃、対黒い化け物用の武器をもった精鋭たちが押し寄せているはずだし、それを囮おとりにしてフレイアたちがこちらに向かっている。

「……グレンも来たようだな」

　神獣であるグレンと俺は魂で繋つながっている。

　ここまで近づければわかるのだ。

　そして、グレンも俺の存在を感じている。つまりは、迷わず迎えにこられる。

　俺はじっと手を見る。

　手て枷かせがされていた。

　ただの手枷じゃない。

　魔力を拡散させる効果と、術式を組み立てようとすればノイズを走らせ思考を乱すもの。

　つまり、魔力を練れず、魔術も使えない状態。

「もっとも、こんなもの、破ろうと思えばいつだって破れる」

　……ブレットだって、俺をこんなもので縛り付けておけるとは思ってはいないだろう。

　俺を捕まえているというポーズにすぎない。

　もし、本気ならばセツナが閉じ込められているような牢ろうの素材すべてが魔術の妨害をするような特別な部屋を選んでいる。

　今までは大人しくしていたが、そろそろ動こう。

　こうして捕まっていたのは、時間稼ぎであり、情報収集であり、この奇襲を行うための下準備のため。

　もう、機は熟した。

　自らの内側、魂の深奥に魔力を集中する。

　この作業は一時間前から始めていた。

　手枷は魔力を分散させる。しかし、魂の奥底までは届かない。

　魂の奥底にため込んだ力を一気に爆発させる。

　手枷が分解できる魔力量には限界があるのだ、魂の奥底にため込んだ魔力を爆発させれば、分解が間に合わなくなるのも道理。

　その状態で錬金魔術を行う。

　ひどいノイズが頭をかき乱す。だが、問題ない。

　ノイズのパターンは一定。先日から何度も試し、慣れた。

　いくら慣れようが脳の中をかきむしられるような激痛は、常人であれば正気を失う類のもの。

　しかし、俺は痛みには慣れている。

　痛みに慣れれば、障害はワンパターンのノイズだけ、ノイズによって術式がずれることを前提に組み立てれば魔術は行使できる。

　錬金魔術が完成し、手枷が外れる。

「さて、出るとしようか」

　まずは、フレイアたちと合流だ。

　向こうもこちらに向かっているようだが、こちらもグレンめがけて進むとしよう。

　部屋の扉に手をかけ、錬金魔術で錠をあける。

　当然、扉には見張りがいる。

　ブレットのお気に入り、少年天使たち。

　黒い化け物でありながら光り輝く異質な存在、最高戦力にしてブレットの男だん娼しよう。

「貴様、勝手にで」

　何かを言いかけて言葉が中断される。

　理由は簡単。俺が顔を鷲わし掴づかみにしたからだ。

「【改悪ヒール】」

　俺が放つ魔術によって、醜く変形していく。

　ありとあらゆる血管をでたらめに繋ぎ変え、神経系を分断し、それを正常な状態へと定義する。

　俺が得意とする即死魔術だが、相手が相手だけに今回は別の使い方をする。

　黒い化け物は殺せないがゆえに、動けなくしたのだ。

　ある意味、死ぬ以上の地獄だ。

　もう一人の少年天使が槍を生やしながら突進してくる。

　その一撃を、ちょうど手にある肉塊で受けて、さらに深く突きさし槍をからめとる。

　少年天使は顔を青ざめさせて硬直する。

　意外だ、こいつら人の心なんてなくしたと思っていたのに、仲間意識はあるようだ。

　仲間が傷ついたことに動揺し、悲しんだ。

　それは明確な弱点。

　その隙を見逃す俺じゃない。

　肉塊を押し込む流れでさらに踏み込み、一匹目のように頭を鷲掴みにする。

「【改悪ヒール】」

　次は脳みそを弄いじった。

　理性を司つかさどる部分を徹底的に壊し、ただの動物に落とす。

　人たりえる部分を壊されれば、どうなるか？

「肉塊遊びか、いい趣味とは言えないな。一生腰を振ってろ」

　さすがはブレットの男娼だ。実にらしい。

　壊れた少年天使を後目に俺はその場を去る。

　ここは化け物の巣。

　一匹や二匹駆除したところでなんの意味もない。

　早く、セツナたちと合流しなければ。




　　　　◇




　下へ下へと降りていく。

　なんども黒い化け物たちと遭遇する。

　かつては逃げるしかないと感じたが、今は戦えている。

　ここに囚とらわれていた間、この【翡翠眼】でずっと見ていた。

　どういう生き物か、どういう構造か。

　すべてを見通す精霊の瞳でこれだけの時間をかけたのだ。そのほとんどを理解できていた。

　何ができて、何ができないか。どうすれば殺せるのかがわかる。

　さきほど少年天使たちを危なげなく倒せたのも、その結果に他ならない。

　ただ、少々辛くなってきた。

　……武器がいる。

　魂に力を込めて叫ぶ。

「来い！　ゲオルギウス！」

　俺の【神装武具】を呼ぶ。

　神獣がそうであるように【神装武具】もまた魂と繋がっている。

　こうして手枷を外した今なら、呼べばやってくる。

　壁をぶち抜きながら、神甲ゲオルギウスが現れ、俺の腕に装着される。

　これで殺しの効率があがる。

　さあ、俺の女たちのもとへ急ごう。
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　血にまみれながら、俺は進む。

　右手には神鳥から授かった紋章を刻んだ剣。

　左手にはゲオルギウス。

　右手の剣は、奪った剣に即行で錬金魔術による強化を施したもの。満足な性能とは言えないが有用ではある。ついでに服も拝借して、俺好みにいじってある。

　剣と、飛ばす【改悪ヒール】で黒い化け物を圧倒するのだが、魔力の消耗が激しい。

【略奪ヒール】での魔力回復は黒い化け物には使えない。

　あいつらの魔力は人間にとって毒なのだ。

　魔力を温存したいが、それを許してくれる相手じゃない。

　隠おん密みつ系スキルは黒い化け物には通用しないから連戦を強いられ、今も敵が増えている。

　どうしたものかと悩んでいたとき、なじみ深い『気』を感じて、俺は口角を吊つり上げる。

　背後から押しかかってきた黒い化け物が両断される。

　そこには麗しい女剣士がいた。

「クレハか」

「助けにくる必要はなかったようね」

「そうでもないさ」

　クレハがポーションを投げ渡してきたのを受け取り、飲み干す。

　助かった。

　疲れた体に染み渡る。

　疲労回復促進ポーションと魔力回復促進ポーション。

　俺が作った特別仕様であり、効果は折り紙つき。

「ケヤルガ様、会いたかった」

　両手に氷の爪を生やしながら、セツナがすれ違い、眼前の敵を貫き、内側から氷漬けにする。

　計画通り、セツナは救出されたのか。彼女のことは気がかりだった。

　現れたのはクレハとセツナだけじゃないようだ。

　騒々しい気配が近づいている。

「グレンを褒めるの！　セツナを助けたのも、ここまで案内したのもグレンなの」

　俺の背中ごしにキツネ耳美少女形態のグレンが浄化の火球を放った。

「グレンちゃん、手柄の独り占めはダメです。みんながんばってここまで来たんですから！」

　神鳥の紋章が先端に刻まれた鉄槍やりを土魔術で生み出し、爆発魔術で射出する複合魔術……それを数十発同時に放つという人間離れした技をフレイアが見せつける。

　俺の女たちにより、黒い化け物の群れが一蹴されていく。

　それでも、フレイアの槍の雨は数を重視したため、強い個体が一部残っていた。

　しかし、そいつも光の槍によって貫かれ、消えていく。

　超稀少な光魔術と魔王の力をミックスしたもの、こんなもの使えるのは世界に一人しかいない。

「恋人が来たんだから、もっと喜んでよ」

　黒い翼を広げ、イヴが微笑ほほえみかける。

　クレハ、セツナ、グレン、フレイア、イヴ……俺の女たち。

　ただの道具だったはずなのに、いつの間にか掛けがえのないものになっていた。

　俺は彼女たちを見たとき、心の底から愛しさが溢あふれてきた。

「みんな、来てくれてありがとう。元気そうでよかった」

　自然と表情が緩む。

　そんな俺にみんなが微笑み返す。

　こんな状況なのに、愛し合いたいと思ってしまった。

「ケヤルガも無事で安心したわ」

「んっ、ずっと心配だった」

「誠意は言葉じゃなく、お肉なの！」

「あの、ケヤルガ様、お尻大丈夫ですか」

「私はケヤルガが汚れたって、大丈夫だからね？」

　……一部、お仕置きが必要な奴やつがいる。

　だけど、愛するのも、お仕置きも後だ。

　まずはあいつを打ちのめす。

　これからが本番だ。

　ただ逃げるしかなかったあのときとは違う。

　捕まえられていた間、俺もセツナも何もしていなかったわけじゃない。ちゃんと勝算は用意してある。

　ブレットも気付いていない、重大な弱点を俺は探り当てていた。

　ブレットはこの状況でも必勝を確信しているだろう。

　その余裕を叩たたき潰つぶし、這はいつくばらせ、それから絶望に叩き落とそう。

　ここ数か月、あいつをどう苦しませるかそればかり考えてきた。

　実行に移すのが楽しみで仕方なかった。
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　セツナたちと合流した。

　合流してまずしたことは、【翡翠眼】を使ってセツナを調べること。

　セツナに何か仕込まれていないかを徹底的に探る。

　彼女は不安そうに口を開く。

「どう、セツナにおかしなところはない？」

「ああ大丈夫だ。少し、瘴しよう気きがくすぶっていたが、その程度だよ」

　本当に何も問題がない。

　セツナから、化け物にされかかってグレンに救われたことは聞いている。

　しかし、ブレットならもう一つぐらい仕込みをしていることを疑っていた。

　子ギツネモードに戻ったグレンの首根っこを持ち上げ、セツナの前まで連れていくと。

　めんどくさそうにあくびをして、紅ぐ蓮れんの浄化の炎を吐いた。

　わずかに残った瘴気もそれで消える。

「グレン、手抜きして焼き残したな」

「うっ……、手抜きじゃないの。あのときは時間がなかったから焦ったの」

　グレンのことだ。派手に一発ぶちかまして、それで終わりだったのだろう。

　たぶん、残りかすがあったのは気付いていただろうが、この程度なら問題ないと放置した。

　このいい加減さ、いったい誰に似たのだろうか。

「それで、ケヤルガ。捕まっていた間の成果はあったの？」

　クレハが聞いてくる。

「ああ、いろいろ理解した」

　俺がここにいたのは、暗殺の機会をうかがうためだった。

　しかし、それだけというわけじゃない。

　ブレットの近くで、その弱点を探していたし、あれだけの向こう側の力を受け入れつつ理性を保てるのかも調べていた。

　はっきり言って異常だ。

　魔王というのは向こう側の力を受けるための器。

　そして、向こう側の力が徐々に増していき、最後には正気を失う。

　すべての魔王がその運命から逃れられなかった。

　だというのに、ブレットは、歴代のどの魔王より大量の力を受け入れつつ、まともだ。

　あいつはあいつらしくあり続けている。

　もとから頭がおかしい奴だから、おかしくならないなんて、そんなことはありえない。

　……絶対に何か手品がある。

　そして、それを知れば、いずれおかしくなるイヴを救うための道しるべになる。

「ブレット本人がどうして正気を保てるのかは推測レベルだが、あの天使どものほうはわかった。正気を保つための手術が存在する」

　ブレットの取り巻きの天使たち。

　あれらは通常の黒い化け物より、強い力を入れつつ人格を維持していた。

　その秘密は手術、奴らが【聖別】と呼んでいるものにある。

【聖別】を受けることで、黒い化け物になっても意識を保ち続けた。

　そして、少年天使たちにとって【聖別】はただたんに化け物に落ちないという意味だけじゃなく、他の者たちとは違うという自尊心の源になっていた。

「手術ですか、いったいどんな手術なのでしょう？」

「【回復ヒール】でこっそり、天使どもの記憶を探ったんだが、どうやら、頭のこの辺を切除するらしい。黒い力はそこに宿って、人をおかしくさせるんだが、切除してしまえば、黒い力が脳に溜まることはない」

　奴らは俺が魔術を使えないと思っていたからやりやすかった。

　あんな魔術士殺しの手枷、いくらでも抜け道はある。

　そうして、【聖別】の正体を知った。

　脳の一部を切除する手術。位置は前頭葉。

　かつて、外科医を【回復ヒール】したときに、そこを切除すると人格が穏やかになると知った。

　おそらく人の怒りや鬱屈した感情を司つかさどる部位に黒い力は集まり、それによって性格が変化する。

　だから、そこを切除してしまえば正気を保てるのは道理だ。

　……あの天使たちは【聖別】について、ブレットが神の啓示によって得たものと言っている。

　しかし、そんな都合のいい神などいるはずがない。

　ジオラル王によってブレットが化け物にされたときも正気を保っていた。

　おそらくだが、黒い力に侵される直前、何かのきっかけで、その仕組みに気付き、自らの弾丸で脳を撃ち抜いた。

　その後に黒い力に浸食されたから奴は己を失わなかったのだ。

　ばかげている。

　確証なんてなかっただろうに、その思い付きに賭けること自体がおかしいし、弾丸で一部とはいえ、自分の脳を撃ち抜くなんて、正気じゃできない。

　だが、ブレットなら平然とそういう真ま似ねがやれてしまうことを俺は知っている。

「えっと、それって、私の頭開いて、脳を切らないといけないってことかな？」

　微妙に引きつった顔で、イヴが額を手で隠している。

　正気を保つ方法が見つかったら、イヴにもその方法を試すと言っていたので怯おびえているのだ。

「いや、やらない。一応、少年天使どもの記憶があるから手術は再現できるんだが、脳の一部を切除するんだ。どんな後遺症があるかわかったもんじゃない……それにな、そこに黒い力が集まらないようにすればいいのなら、切除に拘こだわる必要はない。グレンの力を定期的に注げばいいだろう」

「ふう、良かった。かなり怖かったよ」

　イヴが怯えている。

　俺もイヴにそんなことをするのは嫌だ。

「その手術が本当なら、ブレットおじ……ブレットを倒すのに、いい手があるわ。ブレットが正気を保っていられるのはその、切り落とした部分がないからで、そこを【回復ヒール】すれば、あれだけ強く黒い力を受けているのだから、あっという間に、ブレットがブレットでなくなるんじゃないかしら？」

「それこそが俺の狙いだ。知性と技量を持った化け物をただの化け物に落とす」

　奴の体に秘められた黒い力の量は圧倒的すぎる。

　ゆえに【改悪ヒール】一発で行動不能にはできない、黒い力に干渉されて、うまく効かない。

　……しかし、そのわずか一点。

　しかも改変じゃなく、純然たる【回復ヒール】ならば干渉を打ち抜くだけの力で放てる。

　今のブレットは強すぎる。あの力で全勇者の中で最強の知識・経験・技量が揃そろっている。死角はない。

　だが、ただの化け物に落とせば勝機が出てくる。

「勝てそうですね。なら、急ぎましょう。……囮おとりの人たち、そんなに長く持ちそうにないですし」

「まだ戦闘が続いているわね」

　精鋭とはいえ、ここは黒い化け物の巣。

　そして、少年天使までいる。

　まだ全滅していない。そして、この戦いの規模からして大部分が健在なのは異常だ。

「グレンのおかげなの！　昨日、全員の武器に【浄化】の力を込めてあげたの！」

　子ギツネがどや顔をしていた。

「めんどくさがりのグレンがそんなことをするなんて信じられないな」

「……泣きながら土下座されたなら、断れないの。それに、帰ったらお肉天国なの！」

　間違いなく後半がメインだが、前者のほうも無関係ではないだろう。

　少しはグレンも人に興味が出てきたのかもしれない。

　昔は俺たち以外には無関心だったが、今は違うようだ。いい傾向だ。

「立ち話はここまでにしよう。一刻も早くブレットを倒す」

　これだけ精鋭たちが善戦してくれているのなら、ブレットの守りは手薄だ。

　それに、こちらの軍が壊滅する前にブレットを【回復ヒール】してただの化け物にできるかもしれない。

　そうなれば向こうの統率は乱れ、ただの烏う合ごうの衆になり、助かる命が増えるのだ。
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　五人でひと塊になり、黒い化け物の群れを突っ切っていく。

　俺と俺の女たちがいれば、後れはとらない。

　もはや、化け物どもの対応策は十分。負ける気がしない。

　前へ前へと進んでいく。

　ブレットの居場所ははっきりしている。

　グレン曰いわく、臭すぎる。

　あまりにも圧倒的な量の瘴気が漏れていて、絶対に奴の居場所を間違うことはなく、隠れ潜むことすら不可能だとグレンは言っている。

　雲一つない晴れの日に太陽を見失う馬鹿はいないとのことだ。

　それは喜ばしいが、それだけ強いということ。

「グレン、ここから先は俺たちだけで十分だ。グレンは向こうの支援を頼む。……手て筈はず通りにな」

「グレンもご主人様といっしょのほうがいいの……でも、仕方ないの。ご主人さま、グレンがいないとだめだめだから死んじゃだめなの」

　囮になってくれている精鋭部隊は頑張っているが、かなり厳しそうだ。

　このままでは全滅する。

　だからこそ、グレンを送り届ける。

　そして、それは彼らのためだけじゃない。

　ここでブレットに勝たなければすべてが終わりという状況で、浄化の炎をもつ強力な戦力を手放すのには相応の理由がある。

　グレンの力は真正面からぶつけるより、うまい使い方がある。

　子ギツネ形態のグレンが走り去っていき、途中で振り返ってこんっと鳴いてから消えていった。

　グレンを見送った俺たちはさらに先へと進む。

「もうすぐ、ブレットのいる玉座に着く。全員、ブレットの攻撃には注意しろ。奴やつの弾丸には死角がない」

　セツナたちに忠告する。

　ブレットの武器【神装武具】は神砲タスラム。

　圧倒的な射程と速度で魔力弾を射出する。

　連射重視で威力を落としたり、逆にチャージで威力を高めたりと自由自在。

　さらには炸さく裂れつ弾、追尾弾と、ありとあらゆる状況に応じた手札を選べる。

　すべての勇者の中で最強とも云いえる存在。

　それが、魔王の力を得た異次元の化け物。

　俺たちのレベルは歴代の勇者を軽く凌りよう駕がするが、それでもなお厳しい相手だ。

「わかってます。……防御結界は常に用意しておきます。私じゃ躱すどころか目視すらできないでしょうから」

「光より遅いなら反応してみせるわ」

「氷狼族の眼めはいい。セツナは大丈夫」

「数発なら耐えられる自信があるよ」

　頼もしい。

　……どれだけあの魔弾が進化しているかは未知数。だが、死にさえしなければ、【回復ヒール】で癒やせる。

　俺たちの作戦はシンプル。

　俺以外の四人が道を作り、俺が【回復ヒール】で奴の脳を元に戻して、ただの化け物にしてしまう。

　ただ一度のチャンスがあればいい。

　玉座の間、その扉を二人の少年天使たちが守っている。

　奴らが口を開く前に、その頭をイヴが放った光の槍やりが貫き、扉をクレハが両断し、俺が蹴り飛ばし、室内に入り込む。

　さあ、最終決戦だ。

　ブレットにはさんざんしてやられた。

　前の世界でも、こちらの世界でも。

　いい加減、たまりにたまった恨みを清算させてもらおう。
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　執務室で一人になっていたエレンは、ケヤルガたちに思いを馳はせていた。

「……私の予想が外れていればいいのですが。たぶん、ダメでしょうね」

　エレンは思考をまとめるために、あえて思考を口にするのが癖だった。

　そんなエレンには気付いていながら、あえて口にしていなかったことがある。

　それは今回の戦いの不自然な点についてだ。

「もともと、この戦いは圧倒的に不利でした。その絶望の中、常に一手だけ、希望が残された手が提示され続け、私はそれを選び続けた」

　か細い糸で綱渡りをし続けてようやくここまで来た。

　しかし、それがおかしい。

　もともと、ブレット側が超有利な戦い。

　もし、エレンがブレットの立場なら時間をかけて確実に潰す方法をとる。そうすれば、一切の希望なくじわじわと嬲なぶり殺せた。

　だが、ブレットは攻撃的な手を打った。

　その手は悪手というわけではない。エレンでなければ、あるいはカスタ王子でなければ、何もできずに終わっていた。つまり相手がそのレベルじゃなければ早期に勝つことができ、安全策より、よほど効率的な手だ。

　だが、その手にはエレンレベルであれば気付ける、たった一つの返し手が毎回存在した。

　そのたった一つの冴さえたやり方をし続けることで、この戦力差の中、勝機を見つけ出してきた。

　しかし、エレンにはそれが奇跡や、あるいはブレットの知力を上回った結果とは思えないのだ。

　たった一つの冴えたやり方以外に何をしても即死という状況が続きすぎている。

　もし、本当に奇跡が起こっているのなら、あるいはブレットの想定を上回っているなら。選べる選択肢が一つだけなんてことはありえない。

　つまりは、そのたった一つの冴えたやり方を強制的に選ばされている。

「うすうす気付いていましたが、ブレットの目的は戦争に勝つことなんかじゃない。ましてや世界征服でも。それはただの目くらまし。最初から、この状況を作りだすためのもの」

　それがわかっていてなお、何も言わずにフレイアたちをケヤルガ救出に行かせた。

　そうしないと詰んでいたし、ブレットの思惑通りに動いていることを告げてもマイナスにしかならない。

「まさか、私だけじゃなくブレットもケヤルガ兄さまが【やり直している】ことに気付いているなんて。ほんと厄介な人です」

　エレンはケヤルガに、イヴの心臓たる【賢者の石】を使い、【回復ヒール】の拡大解釈・強化でやり直すことを提案した。

　その発想は無から生まれたわけじゃない。

　ケヤルガは不可解すぎた。その不可解な点をまとめ、分析し、検分することで、彼がやり直していることに気付いたからだ。

「……人生をやり直せる。とても、魅力的で甘美な夢」

　きっと誰もが望んでいることだ。

　あのブレットもそうである可能性が高い。実際、彼はそれを願うだけの過去トラウマがある。

　彼の目的は、最初から自分のもとにケヤルガとイヴ、それにケヤルガが大事にしている女たちが揃った状況を作り出すこと。

　そして、ケヤルガが【回復ヒール】で時間を戻さざるを得ない状況に追い込み、彼に巻き戻させる。

　ケヤルガが目の前で愛する女たちをすべて殺されて、イヴの心臓が目の前にあれば、【回復ヒール】にすがる。それこそが彼の望み。

　おそらく、向こうではすんなりセツナとケヤルガの救出は成功する。そして、その勢いのままブレットのもとへ向かう。

　……ブレットの思惑通りとは知らず。

　さすがにここまで深い読みだと確証はない。

　だけど、そうなるだろうと予想していた。

「ケヤルガ兄さまが追い詰められたとき、どうするか間近で見られないことが残念です。……無事、帰ってきて欲しい。でないと、種明かしをしてあげられませんし。私が思い出していることも伝えられません」

　エレンは自分がケヤルガに作り変えられたことにも気付いている。

　己の正体が、ジオラル王国のノルン姫だということもだ。

　記憶が戻ったわけじゃない。

　状況分析及び己の能力によるもの。

　たとえ姿形を変えられようが、エレンの能力があれば、一度疑い始め、ジオラル王国というノルンの痕跡が残る場所にいれば気付いてしまう。

　そして、エレンは諜ちよう報ほう部ぶを使い、ノルンについて徹底的に調べ上げ、その残ざん滓しを己の中に集め、ノルンの人格を再構成し根付かせている。

　記憶を封じられたままで、ノルンとしての人格を手に入れているのだ。

　エレンの表情がいつもの可か憐れんな笑みから、どこか邪悪じみたものへと変わる。

「この私にここまでやらせて、無駄死になんて許しませんよ。私に勝った男が敗北なんて許されるはずがない！」

　エレンがノルンを再構成したのは、ケヤルガへの復ふく讐しゆうのためじゃない。

　知識と能力があるだけのエレンでは、この局面は対応不可能という判断をし、ノルンという人物の残虐さと敵の急所を見切る直感が必要だから組み上げた。

　エレンはノルンを取り戻してなおケヤルガのことを恨んでいない。

　ノルンだったころより、今の自分が好きだからだ。

　……そして、ノルンを取り戻したからこそ、打てた手があった。

　たった一つの冴えたやり方をただ打たされ続けた。

　途中で気付き、手を変えることも検討したがダメだった。

　だけど、それでも仕掛けられる場所は残っている。

　それは最後の最後の最後、ブレットが勝利を確信する瞬間。

　最後の最後の最後まで己の思い通りになってきたからこそ、ほんのわずか、つけ入る隙ができる。

　ブレットが用意したたった一つの冴えたやり方、そのさらに上の策をぶつける。それは確実な手とは決して言えない。不確定で、ケヤルガとフレイアたちの死力頼みで、賭けにしてはあまりにも分が悪い。

　……だからこそ通じうる。

　これこそが、ケヤルガが勇者以上に恐れたノルン姫の力。

　ノルンは究極の合理性と冷徹さを持ち合わせながら、勝負どころで、己の勝負勘に委ねることができる。

　そして、ノルンは博ばく打ちで負けたことがない。

「ふう、こっちでも始まってしまいましたか」

　ジオラル城に火の手があがる。

　戦力のほとんどを吐き出して空っぽの城は、向こうからすれば攻める好機。

　そして、ブレットがケヤルガにやり直しを選択させたいと考えているのなら、彼が大事な場所は潰すだろう。

　ましてや、自分がいるのだ。

　エレン＝ノルンは笑う。

　戦力はない、増援の見込みもない、完全に包囲されている。

　しかし、だから何だというのだ？

　こうなる想定はしている。ゆえに策もある。

　ならば、打ち破ってみせよう。

「せめて、もう一度ケヤルガ兄さまに会うまでは死ねませんしね。やるだけやってみましょう」

　そうして、ケヤルガの無事を祈りつつ、ろくな駒もないなか、ジオラル城を舞台にしたゲームを開始した。

　そしてそのころ、ケヤルガたちとブレットの最終決戦も始まっていたのだった。







[image: 第二十一話：回復術士は不敵に笑う]







　ブレットのいる玉座の間に足を踏み入れる。

　舐なめられたものだ。

　真っ先に狙われるここにいるということは、この状況を危機だとすら思っていないということ。

　俺たちの別動隊、ジオラル王国と魔族領域の精鋭たちは想像以上にいい働きをして、大多数の戦力を引き付けてくれている。

　おかげで、ここまで魔力と体力を温存出来た。

「いきます。第六階位炎熱魔術【紅光】」

　人間の限界である第五階位の先にある魔術。

　それは超高密度の炎を放つ魔術。

　余りの熱量故にプラズマ化した光の帯が、フレイアの手から放たれる。

　俺は奴やつを殺しにきた。言葉を交わす必要などない。

　これが挨拶がわりだ。

　先ほど、セツナを救う際にこの魔術をフレイアは使ったという。

　その際には地下から、城をぶち抜き、雲を割った。それほどの一撃が個人に向けて放たれる。

　ブレットを守るものたちが焼却されて道ができる。ブレット本人は砲を放ち相殺したところはさすがといったところか。

　いかに黒い化け物とはいえ、フレイアは神鳥の紋章を術式及び【神装武具】に組み込んでいるがゆえに、即時の再生はできていない。

　とはいえ、さすがにブレットの親衛隊。

　完全な再生無効とはならず、ゆっくりと再生はしている。

　しかし、それでも構わない。

　今、目の前に道ができた。

　それで十分だ。

「みんな、力を貸して、私と私の愛する人の未来のために【黒翼召喚】」

　イヴが翼を広げる。

　羽の一枚、一枚が光り輝く。

　それは魂の輝き。

　それらが光の粒子となり、漏れて実体化する。

　黒い翼を持つ、エインヘリヤルへと。

　無念を残し、死んだ黒翼族たちはその想おもいと魂をイヴの翼に託し、彼女と共に戦う。

　生前の力に、魔王イヴの力を重ねた彼らの力は、上級魔族にも匹敵する。

　フレイアが空けた道を塞ごうと群がる化け物たちと黒翼族たちがぶつかり合い、ブレットへの道を塞がせない。

　その道を俺たちは走る。

「せっかちだなぁ、ケヤルぅぅぅぅ」

　ブレットが笑い、【砲】を構え、トリガーが引かれる。

　クレハが加速して俺の前へ。

「ブレットおじ様、ずいぶん変わられてしまったのね」

　クレハの持つ、剣が魔力と気を纏い輝く。

　その剣でクレハは魔力弾を斬る。

　光速の弾丸を、光速の斬撃と反射神経を以もつて。

　斬るだけじゃない、斬りながら進む。

【剣聖】のスキル、【見切り】と彼女の技量が融合したからこそできる芸当。

　こんな真ま似ね、俺にはできない。

　ブレットの砲撃が止やむ。

　いや、止んだのではない。チャージだ。

　その間にかなり距離が詰められたが、十分に力が溜ためられた。

「こういうのは防げるかなぁ？」

　莫ばく大だいな魔力と瘴しよう気きを込めて放たれたのは散弾。

　いかに剣聖といえど、散弾をすべて切り落とすのは物理的に不可能。

「セツナもいる」

　そんなクレハの体を氷が包む。

　セツナが全力で氷を生み出していた。

　弾丸が着弾。

　弾丸はセツナの氷を砕き、貫き、クレハは重傷を受ける。

　だが、致命傷にはならない。

　セツナの氷によって威力減衰された上、クレハは急所をさけるように受けたし、魔力をすべて防御に回していたからだ。

　しかし、クレハは吹きとばされ、それを支えようとしたセツナを巻き込んでしまう。

　彼女たちを横目で見ながら俺は進む。

　彼女たちの頑張りはすべて、俺を奴のもとへ届けるため。ここで彼女たちに手を伸ばすのは失礼だ。

　俺とブレットが向き合う。

　ゲオルギウスの飛ばす【回復ヒール】では、高密度の瘴気と魔力を包んだ奴には効果が低い。

　直接触れて発動させなければ確実ではない。

　あと四歩。ここまでフレイアたちのおかげでこられた。

　ここからは俺の足で進まなければならない。

　ブレットの砲に魔力弾が装そう填てんされる。

　極度の集中のせいか、やけにゆっくりと時間が流れるように感じる。

　引き金が引かれた。

　俺にクレハのように光速の弾丸を斬り落とすなんて芸当は不可能。

　防御はできるが、今は防御している時間が惜しい。

　だから……。

「はっ、死にさえしなければいいってか、ケヤルぅぅぅぅぅ！」

　喰くらいながらでもさらに前へ！

　もとより、ブレットはお気に入りの俺を殺せない。

　無意識に急所を外してくれる。相手の狙いを読み、あえて回避行動をしないことで、ブレットの狙い通り急所以外で受ける。

　ブレットの放つ弾丸が左肩に当たり腕が付け根から吹き飛ぶ。

　なまじ、貫通力があったおかげでストッピングパワーはない。だからこそ、まだ進める。

　血はひどい勢いで流れている。それでも、あと数秒は動ける。

　前へ、さらに前へ。

　あと一歩だ。

　追撃の弾丸が脇腹を抉えぐる。構うものか。最後の一歩を踏み込む。

　手を伸ばす。

　血を流しながら、意志の力を込めて、ブレットの禿はげ頭を鷲わし掴づかみにする。

　放つは俺の原点にして到達点の魔術。

「【回復ヒール】！」

　奴が歴代の魔王ですら正気を失うだけの黒い力を受けながら人でいられる、その要因を潰す。

　前頭葉の一部欠損。奴が自ら撃ち抜いた奴の脳を【回復ヒール】する。

　その一瞬で、奴の経験全てが俺に流れこんでくる。

　従前に、【癒】の勇者としての【回復ヒール】が発動した証拠。

　通常の【回復ヒール】はただの自己治癒力の強化にすぎない。ゆえに、放っておいて治せるものしか治せない。

　たとえば、対象が癌がん細さい胞ぼうに侵されている場合は、癌細胞を増やすだけの逆効果になるし、体に抗体がない場合であればウイルス性の症状は治せない。

　単純骨折を治せても複雑骨折は変なくっつき方をする。失われた腕や目などは戻らない。

　本来の【回復ヒール】は便利ではあるが欠点だらけの力。

　無論、今回のように欠損した脳の一部を復元することも不可能。

　しかし、【癒】の勇者の【回復ヒール】は違う。

　時間回帰、あるいは生命の再創造。

　癒やすのではなく、望んだ状態に変質させることがその本質。

　そのために、相手の経験全てを読み取り、そこから正しい設計図を作り、正しい設計図に従い再構成という手順を取る。

　ならばこそ、万能の【回復ヒール】たりえる。

　その副作用として、相手の情報をもとに設計図を作る段階で、相手の経験すべてが脳に流れ込んで来る。

「がああああああああああ」

　なんだ、これは、あり、えない。

　叫び声が喉から溢あふれる。

　ブレットの経験が俺を苛さいなむ。

【痛覚耐性】や【恐怖耐性】がまともに機能しない。

　なぜ、なぜだ、なぜ、これほどの経験をして、人として振る舞える？

　壊れずに済む？

　こんな地獄を経て、なぜ人でいられる？

　膝をつく。

　なんとか、息を整え、俺は自らに【回復ヒール】をかける。

　失った左腕と脇腹の肉と内臓が復元される。

　ブレットはどうなった？

「ありがとう。ケヤル。俺を治してくれて。ああ、久しぶりに頭がすっきりした」

　笑っていた。

　黒い化け物になるそぶりなんてどこにもない。

「何を驚いている？　ああ、そうか、ここを治せば俺が化け物になると思っていたのか」

　つんつんと、俺が治したあたりを指でつつく。

　なぜ？

　いや、それを聞く必要はない。

　その答えは【回復ヒール】したときに、やつの記憶と共に得ている。

「よく気付いてくれた。俺の可愛かわいいケヤル。正解だよ、俺は化け物にされる前に、ここを撃ち抜くことで化け物に成り下がらずに済んだ。俺のお気に入りたちは【聖別】でそうすることで化け物にはならない。……だがな、そんなわかりやすい弱点を残しておくわけがないだろう」

　……そう、ブレットはそれを弱点と自覚し、他の方法で黒い力に呑のまれないようにしていた。

　なおかつ、あえてそれを己の私兵であり、愛玩用でもある少年天使たちには使わなかった。ひとえに、それ以外に正気を保つ方法がないと俺に思い込ませるために。

「そして、ケヤル。お楽しみはこれからだ」

　ブレットが笑い、黒い力が爆発的に膨れ上がり、流れだしていく。

　フレイアたちが戦っていた黒い化け物たちの体が膨れ上がる。天使たちの死骸がばらばらのまま、破片一つひとつが化け物に生まれ変わる。

　さらにおぞましく、さらに強く。

　目に見えてフレイアたちが押され始める。

「きゃっ、これかなりまずいです」

「……楽には勝たせてくれないわね。フレイア、私の後ろに」

「ケヤルガ、こっちはなんとかするから、そっち集中して」

「ん。足でまといにはならない」

　どれだけ楽観的に見ても数分後には全滅。

「さあ、ケヤル。俺たちもやろうか」

「ああ、そうだな」

　ブレットを理性のない化け物に堕おとす作戦は失敗した。

　目の前の男はなんの痛つう痒ようも受けず、俺より強く、不死身だ。こちらに奴やつを殺しうるカードが一つもない。

　おそらく、本体たる奴に神鳥の紋章も効きはしない。

　神鳥カラドリウスは言っていたのだ、あくまでこれは門を閉じるための紋章、自分で門を開ける相手には意味がない。

　逃げることも不可能。

　奴は俺たちをここに誘い込んだ。だから、これほどうまくいった。そして、逃がすつもりは毛頭ない。

　……まったく、困るな。

　ここまで、エレンの読み通りになるとは。

　おかげで、ギャンブルをしないといけなくなった。

「さあ、愛し合おうかケヤルううううううううううううう！」

「ごめんだな。オナニーでもしてろクソやろう」

　不敵に笑ってみせる。

　まだ、終わっていない。まだ、負けていない。

　まだ、これからだ。
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　脳を癒やすことで、奴を破滅させる。

　そんな目もく論ろ見みは脆もろくも崩れ去った。

　目の前にいるブレットは俺よりも強い。

　一対一ではまず勝てない。

　そして、セツナたちに助けを求めようにも、神鳥の紋章すら効かない強化された黒い化け物に俺の女たちは押されている。

　ブレットが笑い、【砲】を放ったのを辛うじてよける。

【改良ヒール】によりステータスの防御を削り、その分を速さに回し、さらに見切り系・反射神経向上系のスキルを割り当てているからこそ反応できた。

　……ブレットには一つだけ隙が存在した。

　俺を殺す気はないこと。

　今の砲撃、いや最初からずっと攻撃に殺意がない。あえて急所を外して、無力化を狙っている。

　俺は致命傷さえ受けなければ即座に回復できるが魔力は有限だ。

　いつかは限界がきて動けなくなるだろう。ブレットはそれを狙っている。

　何のために？

　殺さずに捕まえるためだ。

「ブレット、ずいぶんと温ぬるい攻めだな」

「ははは、そうだよぅ、可愛いケヤルを俺が殺すわけないじゃないかぁ。それでどうする？」

　こちらにはブレットを殺すカードがない。

　正確には状況次第では殺しうるカードが一枚だけ残っているが、この状況では使えない。

　ぎりぎり、可能なのは全魔力を注ぎこんだ【改悪ヒール】にかけること、あるいは神鳥の紋章を魔力でブーストして刻み付けること。

　どちらもダメージは与えられるが殺すことは不可能。

【砲撃】をかわし、着地した瞬間、周囲から黒い触手がいくつも伸びてくる。

　それを剣で斬り払い、一瞬動きが止まったところをブレットの砲撃で狙われる。

　躱かわしきれずに腕の肉を持っていかれるが、即座にゲオルギウスの【自動回復オートヒール】。

　また、魔力が減る。

　傷口に瘴しよう気きがまとわりつくせいで、癒やすのに通常時の何倍もの魔力を必要とするのが痛い。

　ブレットが笑い、【砲】をチャージする。

【砲】を向けているのは、イヴ。

　イヴは、強化された化け物との戦いで気付いていない。

「ちっ」

　ほとんど無意識にその射線に割って入り、【改良ヒール】で防御力特化のステータス割り振りとスキルに変更。

　さらに魔力を使って防壁を生み出す。

　光の奔流を流線形のカウルに仕上げた魔力防壁で受け流す。

　正面から受け止めるのではなく、その形状を利用して流すのだ。

　それでも出力差からぎりぎりの守りになる。

「ごめん、ケヤルガ！」

「謝罪はいい、それより化け物を倒せ」

　イヴが歯を食いしばって、黒い化け物に集中する。

　ブレットは今度はフレイアを狙った。

　そしてさきほどのリプレイで、また防壁を発動させられた。
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　ステータスを防御に振り、さらに速度重視に戻す暇がなく、魔力を使わせられる展開が増えている。

　みるみる魔力が減っていく。状況は刻々と悪くなる。

　逆転の手を打つどころじゃない。

「きゃっ」

「この！」

　セツナが黒い化け物に手傷を負わされ、彼女を救うためにクレハが傷を負った。

　イヴが【黒翼召喚】で呼び出した眷けん属ぞくたちも徐々に数を減らし、フレイアも魔術の使い過ぎで疲弊している。

　陣形が崩れ始める。

　敵の数は減らない。

　逆にこちら側は怪け我がを負いリソースが枯渇し始めた。

「ケヤルらしくないぞ。一つしか策がないなんて失望したぞ。たった一つの希望にすがるなんて博ばく打ちでもするつもりだったのか？」

「悪かったな。だが、勝利を確信するのは早いんじゃないか」

「そうだなぁ。〝ちょっぴり〟早かったようだ」

　ブレットが指を鳴らす。

　床が揺れ、黒いヘドロになり無数の触手が生えてくる。

　床そのものが、黒い化け物!?

「きゃっ」

「だめです」

「ケヤルガ様！」

「翼に纏まとわりついて……」

　俺はぎりぎりで避けて、神鳥の紋章を宿した結界を大地に叩たたきつけ、足場を確保する。

　しかし、疲労し集中力を欠いていたセツナたちはその黒い触手に囚とらわれた。

　さらにさきほどまでセツナたちと戦っていた黒い化け物たちもどろどろにとけて触手に集まり、まるで黒い大樹に呑み込まれたようになる。

　セツナたちは抵抗をしていたが、数秒で失神してしまった。

　瘴気に当てられたのだ。

「ケヤルぅ、おまえの大事な女たちは俺の手の中にある。指を鳴らすだけで殺せる。下手に動いてみろ。俺は迷わずにそうするだろう。動いてもいいがな、ケヤルなら一人は救えるかもしれないしなぁ」

　合図を送れば、四人同時に殺される。

　ブレットの言う通り、一人だけならば、救いだせる公算が高い。

　しかし、残り三人は確実に死ぬ。

　セツナ、フレイア、クレハ、イヴ。いずれも愛いとおしい女が死ぬ。

「迷っているのか？　苦しんでいるのか？　顔に出てるぞ。可哀かわいそうだなぁ、ケヤルぅ」

「……今すぐそうしないのは、交渉したいからだろう。いったい俺に何をさせたい」

「やっぱり、ケヤルは賢いなぁ。そのとおり、交渉だ」

　ブレットが腕を振ると失神したイヴを捕らえた大樹がブレットのもとにイヴを運ぶ。

「なあ、俺はケヤルのことが大好きだから、ケヤルのことを調べたんだ。念入りに、とても念入りに。ケヤルはあまりにも行動が不自然すぎた。フレア王女と出会ったときからずっとだぁ。ただの村人のお前が知らないはずのことを知りすぎている。ただの村人では得られない技を身に付けすぎている。まるで未来が見えているかのような振る舞いも多々あった」

　ブレットの欲に満ちた眼光が俺を貫いた。

「その理由をずっと考え、調べ、答えにたどり着いた。ケヤルは【回復ヒール】でやり直している。確信したのは、初めての出会いで、俺に向けた目を見たときだ。ケヤルは俺の好みで、愛し合いたいと思っていたが、まだ何もしていない。だというのに、俺が今まで出会い愛した誰よりも強い憎悪を向けてきた。そのとき気付いた、俺の知らない俺がおまえを愛したのだと。……もし、おまえが何もしらない村人であれば、フレア王女に人形にされて、使いべりしないエリクサーとなり、俺や【剣】、フレア王女と共に魔王を倒す旅に出ていただろう。俺たちの性格を考えると、おまえがどういう可愛かわいがり方をされるか手に取るようにわかる」

　まさしくそれは一周目の俺が歩いた道。

　ブレットは言葉を続ける。

「……そんな旅の中で何かのきっかけで自我を取り戻す。そして、虎こ視し眈たん々たんと復ふく讐しゆうの機会を探り、魔王を倒した段階で【賢者の石】を奪い、能力を強化して世界そのものに【回復ヒール】をかけてやり直した。そうして、自分の人生を奪い、踏みつけ、弄んだ俺たちに復讐をしてきた。そうだろうケヤル？」

　完璧すぎる。

　よく、その答えにたどり着いたものだ。

　それに気付けるのは、エレンぐらいだと思っていたが、ここにもいたか。

　そして、それにブレットが気付いていたという情報が確定されたことで、ブレットの目的も読めた。

「俺にもう一度それをしろと」

「ああ、ケヤル。簡単だろう。ここに魔王の心臓がある。今から抉ってやる。いや、魔王とケヤルは恋人同士だったなぁ。おまえに抉らせてやろう。そして、おまえはやり直す。いつに戻るかは俺が決める。今から三年前にだ。悪くないだろう？　ここから先にあるのは、バッドエンドだけだ。この話を断れば、ケヤルを可愛がり、おまえの前で女どもに凌りよう辱じよくの限りを尽くす。女たちが壊れていく様を見るがいい、ケヤルが止めてと泣き叫び、自分から【賢者の石】を使わせてくれと懇願するまで凌辱は終わらない」

　まあ、そうなるだろうな。

　俺がその気になるまでありとあらゆる手段をブレットは取り続けるだろう。

　俺が世界のすべてに絶望し、やり直したいと渇望するまで。

「俺が時間を巻き戻したとして、記憶まで巻き戻るだけだ。同じ過ちを繰り返すだけだ」

「そうはならんよ。なぜ、ケヤルが世界が巻き戻っても記憶を残せたかを考察すれば、手品の種はわかる。俺もそうすればいい」

　……まったく、いったいどこまで規格外なんだろう。

　逃げ場がまったくない。

　さて、ここからが山だ。

　最後の最後の手を使うには、もう少し時間がいる。

　まだ、仕込みは終わっていない。

　この手は偶然だった。

　あいつの気まぐれから生まれた逆転の一手。いや、もしかしたらエレンはそれすら読んだ上で、ああ言ったのか。

　こちらの思惑がばれないよう、細心の注意を払って時間稼ぎをする。

「なあ、ブレット、不思議に思わなかったか？　ここに来る前、俺がイヴの心臓を抉り、やり直さなかったことを」

「それは俺にもわからなかった。もし、俺がケヤルならこれほど戦況が悪化したゲームに挑まず、そうそうに巻き戻す。そうだなぁ。魔王を倒す前に戻り、俺に【賢者の石】を奪われないよう万全の策を用意しただろう。俺はそれでも良かったんだよ。そうなったときのために、時間が巻き戻っても俺が俺でいられる仕掛けは、とっくにしていた」

　俺も考えたし、エレンも推奨した手。

　イヴを殺し、その心臓で巻き戻す。

　イヴを殺すことが必要とはいえ、時間が巻き戻ればイヴも戻ってくる。

　魔王を倒したあとに必ずブレットが【賢者の石】を奪うとわかっていれば対応策などいくらでもある。

　ただ、ブレットに勝つためであればそれが最善だ。

「ブレットにはわからないだろうな。……たとえ時間を巻き戻しても、取り戻せないものがある。おまえの欠点を教えてやる。おまえは人間を愛してない。人形遊びをしているだけだ」

「その意味をご教授願おうか」

「俺は人間を愛している。俺と今まで過ごしてきた彼女たちが好きなんだ。一緒に過ごした時間がなくなった彼女たちは同じ姿形をした他人にすぎない。もうそれは俺が好きになった彼女たちじゃない。人間を愛していれば、やり直して取り戻せるなんて思わない。だから、ブレットのそれは人形遊びだよ」

　ブレットは張り付けた笑顔のまま。

　ただ、付き合いが長い俺ならわかる、今日初めて怒りが浮かんだ。

「ご高説を賜り、感謝する。ケヤルは俺の提案を断り、ここで女を凌辱されることがお望みか？」

「まさか。彼女たちに地獄の苦しみを味わわせるぐらいなら、ここで終わらせてやる。それが力のない俺にできることだから」

　ブレットのもとまでやってくる。

　目を閉じているイヴの胸へと手を伸ばす。

　……合図がきた、ぎりぎり準備が間に合ったか。

　最悪の事態、敗北寸前でのみ使用可能な最後の一手。

　策というにはあまりにも不確か。

　それでも成功するとなんとなく思えた。

　ああ、そうか。

　俺は彼女たちを信じているんだ。
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　追い詰められている。

　フレイア、クレハ、セツナ、イヴは黒い化け物が変形した樹木に捕らえられてしまった。

　そして、俺自身も魔砲タスラムを突き付けられている。

　ブレットが合図を送るだけで、黒い樹木はうごめき、女たちは殺される。

　樹木の一本が伸びてきて、イヴが目の前に差し出される。

　ブレットは俺にイヴの心臓を抉り、【賢者の石】を手に入れろと迫る。

　一ミリの隙もない。この勝負、俺の詰みだ。

　……とはいえ、すべてを諦めれば仕切り直しはできる。

　イヴの心臓を抉えぐって、【賢者の石】で力を増し、世界そのものを【回復ヒール】すればいいだけだ。

　そうすれば、時間をさかのぼり、やり直すことができる。

　懐かしい村に戻って、なにも失っていないところから。

　そこから、今度こそ幸せになれるよう積み上げればいい。今度はアンナさんも失わないように気を付けて。

　しかし、そうしないと決めた。

　俺は、俺と一緒の時間を過ごした彼女たちが好きだから。

　そのわがままを通すため、賭けをする。

　合図がきた。

　言葉はない、テレパシーでもない、魂の繋つながりを用いたもの。

『ご主人様、あと二十秒ほどなの』

　それは神獣であり、俺の眷けん属ぞくであるグレンの声。

　そう、グレンはあえて、この最終決戦では使っていない。

　グレンは最終決戦直前で俺たちと別れ、精鋭部隊に合流、彼らと共に戦っていた。そのことはブレットも天使たちから聞いて知っているはずだ。

　貴重な戦力であり、黒い力に対抗できる浄化の力を持つグレンを別行動させるのは戦力的には痛かったが、とある狙いがあった。

「ケヤルぅ、愛する女の心臓を抉れないか？　なら、俺が代わってやる」

「いいや、結構だ。汚い手でイヴに触れるな」

「ああ、いいぜ。けどな、俺は我慢強くない。あんまりぐずぐずやっていると手を出しちまう」

　ブレットが喜悦に満ちた表情で俺たちを見る。

　俺はイヴの胸に向かって手を伸ばす。

　そして、グレンの合図から二十秒……とうとう仕込みが発動する。

「があああああああああああああああああああああ」

　ブレットが叫びをあげる。

　そこから一拍遅れて、俺の女たちを捕らえていた黒い樹木が黄金の炎によって燃え上がり、その中身をこぼす。

　ここまで隙が一切なかったブレットに隙ができる。俺の目の前に魔法陣が描かれ、そこから子ギツネが飛び出し、キツネ耳美少女へと変わっていく。その手には朱金に輝く浄化の炎があった。

「溜めに溜ためた、グレンの超必殺技を喰くらうの【絢爛狐炎】」

　ブレットめがけてグレンが浄化の力を込めた黄金炎を吐き出す。

　力を溜め、術を組み上げるのにとてつもない時間がかかるがグレンの持つ攻撃の中でもっとも強力な術。

　いつもとは比較にならない威力。

　圧倒的な瘴しよう気き量を誇るブレットでもかなり効いているようで、後ろに下がる。

　それを追いかけるように前へでると、ブレットの牽けん制せい射撃で足止めを喰らう。

　背後で、焼け落ちた黒い樹木から俺の女たちが立ち上がる。

「びっくりしました。グレンの炎って熱くないんですね」

「私はたまに剣に纏まとっていたから知っていたわ」

「んっ、熱くないけど暖かい炎」

「あの駄獣の炎とは思えないぐらい、清らかで綺き麗れいな炎だよね」

　全員無事のようだ。

　黒い化け物との戦いで苦戦することは想定済みだった。

　だから、二つの保険を用意していた。

　一つは、セツナたち全員の魂にグレンの浄化の炎を限界まで注いでいたこと。

　そのせいで、動きが悪くなってはいた。

　しかし、それでもこうして保険にはなる。

　読みがあたり、まともに戦えば勝機が少ない強力な黒い化け物を、内側から焼くという手段で撃退できた。

　いわば、彼女たち一人ひとりが、とっておきの毒餌だったのだ。

「何をした！　急に魂から、炎が」

　火傷やけどを再生しながら、ブレットが問いかけてくる。

　魂に込めたグレンの炎を解放するまえ、ブレットが一瞬硬直した。

　それがなければ、女たちがグレンの炎を解放する前兆に気付き、炎を解放する前に殺されていただろう。

　それをさせなかったのが第二の保険。

　第二の保険は俺とグレン、それにここへやってきた精鋭部隊たちの力を合わせて可能になったもの。

　俺とグレンが魂で繋つながっているように、ブレットとその眷属たちも魂で繋がっている。

　それは、ここでブレットと共に過ごしている間に気付いた。

　だからこそ、観察し、その繋がりを利用する方法を編み出していたのだ。

　つまり、ブレットと繋がっている眷属に、精鋭部隊がそれぞれの剣に宿しているグレンの力を〝同時に〟黒い化け物どもに注ぎ込み、魂のつながりを伝って本体であるブレットにダメージを与える。

　決戦の直前、グレンを彼らのもとへ向かわせたのはそのためだ。

　俺の合図をグレンを通して精鋭部隊に送ることで、何十人もが黒い眷属にグレンの炎を同時に叩たたき込み、それを魂の繋がりを通してブレットにダメージを与えた。

　ぶっつけ本番、しかもグレンが気まぐれで精鋭部隊たちの武器に炎を宿していたからこそできたこと。

　……そんな、いきあたりばったりだったからこそ、ブレットはこの手を読めず、一瞬の硬直に繋がったのだ。

「グレンを召喚するのは初めてだったがうまくいったな」

「いかないわけないの。グレンとご主人さまはソウルメイトなの！」

「意味わかって言ってるか？」

　そして、その一瞬の硬直に特大の大技をぶちかませたのは、召喚というカードを今まで一度たりとも使わなかったこと。

　イヴが神鳥を召喚できるように、俺もまた神獣たるグレンを召喚できる。

　どれだけ、ブレットの情報収集力が優れていても、一度も見せていないものは知りようがない。

　逆転のために用意したカードがすべて機能し、流れは変わった！

「ブレット、悪いな。過去には戻らない。俺は前へ進む！　おまえは後悔を抱えて、もがき苦しめ」

　おそらく、これが最後のチャンスだ。

　内側からは魂を伝っての浄化の炎、外側からは神獣グレンの最終奥義。その両方をくらい、ブレットが弱体化している。

　これだけの大技を喰くらわせるのは最初で最後。

　だから、ここで決める。

「ケヤルうううううううううううう！」

　ブレットの砲が煌きらめき、いくつもの砲撃が繰り出される。

　しかし、それ以上の氷柱つららが次々と飛来して、砲撃と相殺し、さらにいくつかはブレットに突き刺さり、内側から凍らせていく。

　再生力があるブレットにとっては、高威力の技よりよほど厄介だ。

　その正体は……。

「第六階位氷結魔術【氷柱乱舞】」

　フレイアの魔法。

　見た目は派手でないそれは、この氷の柱一つ一つに圧倒的な冷気を込めたからだ。

　地味だからこそ、無駄がなく、とんでもない威力。

　あのブレットですら、動きが鈍っている。

　凍り付きながらでも、ブレットは砲を俺に向けて放つ。

　その砲を光の槍やりが迎えうった。

　光の槍はそのまま砲撃を貫き、ブレットの心臓を抉えぐる。

「私も少しはいいところ見せなきゃね」

　脂汗を流しながら、黒い翼を広げてのイヴの一撃。

　たった一発とはいえ、本気で放った魔王の力はブレットのそれを上回った。

　グレンの炎とイヴは相性が悪く、グレンの炎を魂に宿したままでは思ったように動けていなかった。その鬱憤も込められている。

「道具の分際で、俺の邪魔を」

「ブレットおじさま、それは油断じゃないかしら」

　イヴに向かって吠ほえ、そこに意識を集中したからこそ、クレハの神速の踏み込みを見逃した。

　クレハはそこから、閃せん光こうのごとき居合。ブレットの砲を持つ腕がくるくると宙に舞う。

「おまえも邪魔をするか」

「ええ、私、優しいおじ様より素敵な恋人のほうが大事みたい」

「これだから女は！」

　そんなクレハに傷口から黒い触手がいくつも伸びて襲いかかるが、後ろに下がりながらクレハはいなす。

「武器は奪ったわ。行ってケヤルガ」

「奪われたところでっ。来い、タスラム！」

　武器が手元から離れたと言っても、【神装武具】は意思を持つ武器。

　持ち主の声に応え戻ってくる。それを傷口から伸びた触手でブレットは受け止めようとする。

　しかし、飛来する神砲タスラムに向かい、横から小さな影が飛び蹴りをかます。

「させない。セツナにもこれぐらいはできる」

　跳び蹴りの勢いで壁に砲をめり込ませ、そのまま動かないように氷漬けで固定。

　ブレットはグレンの炎で焼かれ、フレイアの氷柱で内側から凍らされ、心臓を抉られ、腕を斬り落とされ、武器を奪われた。

　俺の女たちによってお膳立ては整えられた。

「ケヤルガ様！　お願いします」

「んっ、行ってケヤルガ！」

「ケヤルガ、決めなさい！」

「信じてるよ。ケヤルガ！」

「ご主人様、いくの！」

　それぞれの声に後押しされるように俺は走る。

　砲を失ったブレットは黒い触手で迎撃する。

　砲に比べれば、まるで圧力は感じない。

　力と速度の差から、躱かわせずに貫かれるが、それでも行く。

「おまえに俺は殺せない。ジオラル王にやったように真の勇者の力とやらで、瘴気すらも癒やしてみせるのかぁ」

　やはり知っていたか。

　黒く染まったジオラル王との戦いで、俺は己の勇者という概念を【回復ヒール】することで、勇者の本質ともいえる力を取り戻した。

　真の勇者の力でジオラル王を癒やした……だが、この戦いで俺はここに足を踏み入れる前から真の勇者の力を解放しつつ、最初の【回復ヒール】では前頭葉だけじゃなく、すべてを癒やすことを試みたが駄目だった。

　真の勇者の力すら奴やつには通用しない。

「真の勇者の力なんて、最初から使っているさ」

「なら、無駄とわかって同じことをするのか？」

　そうだな。

　ここにやってきて最初の行動に似ている。

　俺の女たちが道を作り、俺がブレットを【回復ヒール】する。

　当初用意していたカードは失敗に終わった。

　だけど、もう一つだけカードは用意してある。

　ギャンブル性が高すぎて、使うつもりがなかったカード。

　エレンに言われて、そういう可能性もあると気付いた。

　しかし、実験は失敗だった。

　あまりにも馬鹿げていて、【回復ヒール】の枠を超えすぎた無む茶ちやだからだ。

　それでも今ならできる確信がある。

　これだけ、女たちが頑張ってくれた。

　それで俺ができなきゃ、カッコがつかない。

　俺は、やり直しを選ばなかった。

　やり直しを選ばなかったから、こんな窮地に陥った。

　その責任を取らなければならない。

　いや、責任を取るなんて後ろ向きな考えじゃなく、今の彼女たちと一緒にこの先を見たい。だから、やるべきことをやる。

　血ち反へ吐どが口元を濡ぬらす。

　腹に空いた大穴から血がこぼれる。

「たどり着いたぞ」

　奴の禿はげ頭を鷲わし掴づかみにする。

「たどり着いてどうする。【回復ヒール】で癒いやすか、【改悪ヒール】で壊すか、どちらも意味がない。それで俺は殺せない」

【回復ヒール】で前頭葉を治すことで、黒い力に呑のませることには失敗している。

【改悪ヒール】で壊れた形に作り替えるには、瘴しよう気きの抵抗力が強すぎてやる前から無駄だとわかっていた。

　駄目だった【回復ヒール】

　なら、【回復ヒール】しかない。

　癒やし殺す、その方法が一つだけ存在する。

「【回復ヒール】」

　俺の全魔力を使った【回復ヒール】が発動する。

　真の勇者の力を解放し、この一瞬だけ、俺のステータスすべてを【改良ヒール】によって、魔術特化型にしてなお博ばく打ちにすぎない、そんなふざけた【回復ヒール】。

　ブレットの笑いが凍り付いていく。

「なっ、なんだ、これは、俺の、俺の力が、消え、いや、もど」

「ああ、そうだよ。俺の、癒しの勇者の【回復ヒール】は正常の状態に回帰させる。その正常な状態をさかのぼって決定した。良かったな、ブレット、おまえは戻りたかったんだろう。だからか、すんなり俺の力を受け入れてくれる。……過去に戻りたければ、一人で戻れ。おまえの勝手に世界を巻き込むな」

　ブレットの体が徐々に戻っていく。

　黒い力が消きえ失うせ、顔から皺しわが消え、皮膚に張りが出てくる。魔力も、レベルも消えていく。

　それだけじゃない。筋肉がしぼんで、背丈が縮み、髪が伸び、ついには俺の背丈を下回り、頭を鷲掴みにしている体が宙に舞う。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「やめろなんて言うなよ。巻き戻りがお望みだったんだろう？」

　俺はかつて世界そのものを四年前の状態を正常と定義して【回復ヒール】した。

　それを個人レベルにまで落としたものがこれだ。

　それはまさに【時間回帰】。

　対象を世界ではなく、個人まで限定すれば、【賢者の石】の力なしでもやれるという仮説はあった。

　もっとも、個人レベルに落としても、火事場の馬鹿力でようやくなのと、ブレット本人が巻き戻しを望んでいたから無意識の抵抗がなかったのが大きい。

　そして、俺の【回復ヒール】が終わる。

　手を離すと小さくなったブレットがへたり込んだ。

「二十年巻き戻した。今のお前は、勇者の力どころか、クラスすら得ていない、レベルもない、鍛錬もしてない、ただの無力なガキだ。そう、おまえの大好きな少年だ」

「……そういうことか。さすがだなぁ、ケヤル。俺の負けだ」

[image: ]

　この状況だというのに、ブレットは笑っている。

　その声は少年の甲高いもの。

　俺はブレットを片手で投げると、壁にぶつかり骨の砕けた音が聞こえた。

　力を失う前なら壁のほうが砕けていただろう。

　ブレットは何もかも失った。

　本来なら、記憶も失っているはずだが……どうやら世界が巻き戻っても自分を失わないようにしたというのは嘘うそではなかったようだ。

　それは彼にとって不幸だろう。

　記憶がないほうが幸せだった。

「覚悟しろ。おまえが、俺や少年たちにやったようなことを、その身で味わうことになる。おまえのお仲間、少年大好きなサド野郎を手配してやる。きっと可愛かわいがってもらえるぞ。嫌なら今すぐ舌を噛かみ切ることだ」

「死ねないねぇ。生きてさえいればまた次がある。まぁ、しばらくはケヤルが与えてくれる責め苦を楽しむとしようか」

　ブレットが気を失う。

　記憶を持ったまま、体の急激な変化が起こったせいだ。脳が激しい違和感を覚えて強制的に意識を落としている。

「楽しみにしておけよ……今まで、俺が受けた痛みと苦しみ、存分に味わってもらう」

　ただの無力な少年になった奴に、これから地獄の日々を味わわせてやる。

　そして、俺もふらついて膝をつく。

「ケヤルガ様ぁ！」

「だいじょうぶ!?　ケヤルガ様」

　フレイアとセツナが駆け寄ってくる。遅れてクレハとイヴ、グレンも。

【自動回復オートヒール】が発動しない。自分に【回復ヒール】をかける魔力すら残っていないし、血を流しすぎてボロボロだ。

　でも、勝った。

「ようやく、俺の復ふく讐しゆうは終わった」

　いや、終わってないか、ブレットに地獄の苦しみを与えなければ終わらない。

　それこそ、あのブレットが自分から殺してくれと懇願するような。

「あとは頼む」

　それだけ言い残して意識を手放す。

　俺が眠っている間に、フレイアたちがやってくれるだろう。
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　目が覚めたのは見知らぬ部屋だった。

　豪華な部屋で清潔なベッドに横たわっている。

「ここはどこだ」

　頭痛がひどい。

　その痛みに耐えながら記憶を呼び起こす。

　たしか、俺はブレットを倒すために、限界を超えた【回復ヒール】を使った。

　時間回帰の力。

　それは対象を世界ではなく個人に狭めたとしても、人の手には余る代物だ。

　その反動で倒れた。

　物音がする。

　そちらに目を向けるとセツナがタオルと水を張った桶おけを持ってきてくれていた。

「ケヤルガ様、起きた。良かった！」

　セツナが手に持ったものを放り投げて抱きついてくる。

　狼尻尾がぶるんぶるんと揺れていて可愛らしい。

「……ここはどこだ。あれからどうなった？」

「ここはグランツバッハのお城。あのあと、黒い化け物がめちゃくちゃに暴れだした。それでみんなでお城に籠城した。精鋭部隊のみんなもお城にいる」

「なるほど。黒い化け物を制御できるのはブレットだけで指揮官を失って暴走したか」

　あの少年天使たちも指揮権を持っていたのだろうが、そっちは先に皆殺しにしている。

　ブレットを倒した瞬間、城中から黒い力が消えていくのを感じたが、おそらくは奴が化け物を制御するためのバイパスみたいなものが貫かれていたのだろう。

「んっ、共食いとかも始めてる。お城の奥のほうにいたら、こっちまでほとんどこない。食料も倉庫にいっぱいあって、今の所困ってない」

　事情はわかった。

　ブレットが倒れても、綺き麗れいさっぱりすべての黒い化け物が消えるわけじゃなかったようだ。

　それも当然か、俺が巻き戻したのはブレットだけ。

　都合よく、他の連中までが巻き戻されるわけじゃない。

　ジオラル王のときがイレギュラーだったようだ。

「その割りにはだいぶ静かだな。数を減らしたのか」

「みんなで交代しながら戦って数を減らしてる。もうすぐお城の敷地にいる奴らは全滅する。もう黒い化け物は増えなくなってるから、殺しただけ減る」

「そうか」

　理性を失って暴れるだけなら、そうなるのだろう。

　この戦争はこれで終わりだ。

「俺はどれぐらい眠っていた」

「五日。ずっと起きなくて心配していた。セツナもみんなも。もう少ししたらケヤルガ様が起きたこと、みんなに伝えにいく」

　五日もか。

　その割りには身体は清潔で、腹も減ってない。

　セツナが甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれたのだろう。筋力だけは落ちているので、【回復ヒール】でもとに戻す。

　よし、絶好調になった。

「少ししたら？　すぐに行かなくていいのか」

「一番初めに気づいた役得。ちょっとだけケヤルガ様を独り占め」

　可愛いことを言ってくれる。

　俺はセツナを抱き寄せ口づけをする。

　そうしながら、服を脱がしていく。

「んっ、ケヤルガ様ぁ、いきなり」

「嫌か？」

「ううん、うれしい。でも、起きたばっかりで心配」

「大丈夫なところを見せてやる」

　下腹部が熱い。

　五日も眠っていたのだから、五日分溜たまっているのは当たり前か。

　なら、さきにスッキリさせてもらおうか。




　　　　◇




　セツナを可愛がった。

　その後、少し休憩してからセツナがみんなを呼びに行く。

　俺の前には、俺の女たちが全員無事で揃そろっている。

「おはよう御座います。やっと起きてくれたんですね」

「心配していたのよ。命に別状はないことはわかっていたけど、魔術の反作用だから」

「でも、起きてくれて何よりだね。これで、帰れるよ」

　それぞれに俺のことを心配してくれていてうれしい。

　彼女たちも無事で安心した。

「ジオラル王国の情報は掴つかんでいるか？」

「ええ、ケヤルガが倒れてすぐに勝利したことと、こちらの状況を伝えるために、飛行機で私とフレイアでジオラル王国へ行ってきたわ。王都は陥落したわ。王城は跡形もなくなっていたわね」

「そうか……予定通りだな」

「ええ、エレンの策通りよ。城に可能な限り敵を呼び込んで爆破。それを目くらましにして脱出。エレンは別に用意していた第二本部で、後始末をしてくれているところよ」

　ジオラル王国が襲われるのは想定済みだった。

　なにせ、戦力のほとんどを吐き出す。そこをブレットが見逃してくれるはずがない。

　だから、城そのものを囮おとりにする策と、王都が陥落してもジオラル王国の機能が停止しない策を用意していたのだ。

　あまりにもエレンの予想通りにことが運び、改めてエレンの能力の高さに驚く。

「安心したよ。俺の女が全員無事でな。誰一人欠けてほしくなかった」

　俺がそう言うと、みんなの様子がおかしくなった。

　ほんのり頬ほおを染めて、どこかぼうっとしている。

「どうかしたか？」

「ん。今の笑顔、優しくて驚いた」

「はい、いつものお顔も素敵でしたが、今までと全然違う今のお顔はもっと素敵で」

「そうね。つきものが落ちたというか、すごく自然で、温かい感じがするの」

「うん、その笑顔はとっても素敵だよ。これを見られなかったなんて、エレンが可愛かわいそうだね」

　優しい、暖かい、自然。

　今の笑顔はそう見えるのか。

　それはきっと、やっと素の自分に戻れたからだろう。

　今の俺は、本音がそのまま出ている。

　繕いも、飾りもしない。

　そんな俺だ。

「なら、俺はずっと、こんな俺でいよう。もう、これ以上無理する必要もないしな」

　強い自分を演じる必要はない。復讐相手はすべて倒した。

　また、無理に好かれようとする必要もない。俺の女たちが、そのままの俺を好きだと言ってくれるなら。




　　　　◇




　それから、俺が眠っている間のことを改めて色々と聞いた。

　黒い化け物のその後、周辺諸国の状況、ジオラル王国のこと、エレンのこと。

　ブレットを討ち取り捕虜にしたことは、全世界に徐々に広まっているらしい。

　ただ、黒い化け物は統制がなくなり脅威は減ったものの、依然として各地で暴れている。

　これらは全世界が協力して駆逐していかなければならない。

　また、国によってはグランツバッハ帝国に賠償金を要求すると息巻いているが、現実的ではない。

　なにせ、ブレット以外はすでに死んでいるか、化け物になっているか、逃げている。

　一応、黒い化け物を駆逐し終われば、いろいろと彼らの置き忘れをかっぱらえるだろうが、それがせいぜいだ。

「肝心なことを聞き忘れていた。ブレットはどうした？」

「安心してください。四肢をケヤルガ様でもなければ治せないように壊して、グレンちゃんに黒い力を拒絶する印をたくさん肉に刻んでもらいました。その上で牢ろう獄ごくにいれてます。ジオラル王国、魔族領域、それぞれの中でもトップクラスの戦士が常に見張ってます」

「なかなかの念のいれようだ」

「……それだけやってもまだ怖いです。ケヤルガ様の望みがなければ殺していました」

「ああ、良い判断だ。よくやってくれた」

　ブレットの相手をする場合、いくら念を入れても入れたりない。

　殺すのが一番いいというのは賛成するが、俺の復讐が終わってからだ。

「とにかく、一度エレンのところへ行こう。エレンを可愛かわいがってやりたい。今回の件で一番の功労者だしな」

　みんな、それに反論はしない。

　エレンの軍略がなければ、そうそうに終わっていただろう。

「まっ、待つの、グレンが、一番がんばってるの……ばたっ」

　ドアの隙間から子ギツネが入ってきて、よろよろ歩きで部屋の中央へ、そしてわざとらしくバタッと言って倒れた。

「ああ、お花畑が見えるの……働きすぎて倒れたグレンを、天使が迎えにきたの……ブラック職場なの、使い魔虐待なの、過労死なの……可哀かわいそうなグレンなの」

　そして、目をつぶる。

　しばらく放っておくと、ちらちらと薄目でこちらを見てくる。

　この茶番に付き合わないといけないのか。

「ケヤルガ様。グレンはこの五日、すごく頑張ってくれた」

　意外にも助け船を出したのはセツナだ。

「クレハとフレイアがジオラル王国へ行ってた間、籠城できたのはグレンが頑張ってくれたから」

「そうなの！　いたわるの！　ここ数日、モブたちの剣に浄化の炎を注ぎつづけたの。朝から晩までずっとなの！」

　ただ暴れるだけとなった今でも黒い化け物は脅威だ。

　そんな中、クレハとフレイアという主力を欠いて、持ちこたえられたのはグレンの頑張りによるところが非常に大きいのだろう。

「お疲れ様、戻ったら、一番いい肉をおまえが限界って言うまで食わせてやる」

　子ギツネが飛び起き、膝に乗ってくる。

　それから、顔をすりすり。ういやつめ。

「約束なの。それからグレンを可愛がるの。あの気持ちいいの、久しぶりにしたいの」

　それもいいだろう。

　セツナを抱いたが、まだまだ俺のは収まっていない。

「ああ、いいな。そっちは今から可愛がってやる」

「やー♪　グレン、気持ちいいの好きなの」

　膝の上に乗ったまま子ギツネが美少女形態になり、抱きついて、いろんなものを擦り付けてくる。

　グレンは発情期なのかもしれない。

「ああ、ずるいです。私もずっと我慢してたのに」

「そうね、私も我慢の限界だったわ」

「恋人より先になんてだめだよ！」

「セツナはさっきしてもらったけど、おかわり」

　俺の女たちがベッドの上に飛び乗り、服を脱ぐ。

　なかなかの絶景だ。

　病み上がりだが、体力は十分。

　存分に楽しもう。

　帰還するのはその後だ。復ふく讐しゆうのフィナーレも。

　エレンのことだ。ブレットを痛めつけるために依頼していた下準備は終わっているだろう。

　今はただ、女たちと楽しむ。

　そして、帰還してから、ブレットを痛めつけ復讐を終えれば、しばらく平和というものを楽しみたい。

（だけど、それは難しいだろうな）

　世界の敵であるブレットを倒し、黒い化け物共を駆逐すれば、平和が訪れる。それは素晴らしいことだ。

　だが、平和になったからこそ現れる問題がある。

　平和な時代に英雄は必要ない。権力者たちにとって、目の上のたんこぶですらある。

　そして、俺の所有物になったジオラル王国はジオラル王がやらかした負い目がある。英雄である俺たちを貶おとしめ、同時に自国の傷を癒やすため、ハゲタカのようにジオラル王国に協調して群がってくるだろう。

（引退はそいつらに身の程を教えた後だろうな……喧けん嘩かを売ってくれば、しっかりと報いを受けさせよう。しばらく忙しくなりそうだ。魔王領のほうも安泰とは言えない）

　俺はそんなことを考え、そしてあえてそれを忘れて、ただ女たちを愛することだけに没頭することにした。







あとがき




『回復術士のやり直し⑧』を読んでいただき、ありがとうございました。

　作者の『月夜　涙』です。

　アニメ化の続報が来ましたね！　作者としては忙しい日々が続いています。うれしい悲鳴というやつですね。

　今回で、やっと最後の復ふく讐しゆうを果たします。基本的に復讐というのは失いながら行うものですが、ケヤルの場合はたくさんのものを得ながらの旅でした。

　まだ続きますので次巻もお楽しみに！
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